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　小さい頃ころ、本当に小さい頃。

　そよ風公園で変なスーツのお姉さんに会うよりも、ずっと前。

　三歳さいか四歳ぐらいのことだったと思う。

　僕ぼくは、冒ぼう険けんの旅に出た。

　そして、冒険開始十分で迷子になった……。

「……う、うえーん」

　そのとき見ていたアニメかなにかの影えい響きようで、体の奥おく底そこから湧わき上あがる冒険衝しよう動どうを堪こらえ切きれなくなり、両親の目を盗ぬすんで家から飛び出した。しかし、胸むね一いつ杯ぱいに詰つまっていた夢と希望は、わずか十分で全すべて後こう悔かいへと変わった。

　幼い僕は途と方ほうに暮れ、泣きじゃくっていた。

「……う、うぅ……お母さん、お父さん、どこぉ……？」

　どこって……そりゃ勝手に出てきたわけだから両親は家にいるんだけど、当時の僕はそんな風に泣なき喚わめくことしかできず、ただ、誰だれかが助けてくれるのを待っていた。

　段々と暗くなる空が一層不安を煽あおる。とぼとぼと当てもなく歩き回り、気がつけば古びた神社の鳥居の前に立っていた。

　そんなとき。

「籠かご島しま諦あきらが『檻おりの死し澱おり』と出会う、二年と二百八十七日と二十二時間十四分前。この辺が妥だ当とうなところかな。これ以上幼い時期に接せつ触しよくしてしまうと、籠島諦の記き憶おくに僕との出会いが残らない可能性が高い。かと言って、この出会いが『檻の死澱』との出会いより強きよう烈れつになるのもよくない。その不安定なラインを守り、『存在して当たり前の友達』となるためには……うん。やはり『今』がベストだろうね」

　静かで、透すき通とおるような優やさしい声。

　気がつけば、目の前に僕と同じぐらい年の子供がいた。

　白に近い灰色の髪かみと、黒に近い灰色の着流し。

「はじめまして」

　甘あまくて苦い笑え顔がおを浮うかべながら、彼かれは僕にそう言ったのだ。

「……きみ、誰……？　何者？」

「僕が誰で、僕が何者か、か……。ふふ。そんなことは僕が聞きたいくらいだよ」

　彼ははぐらかすように微笑ほほえんだ。

「僕の名前は……そうだね。死の世界──篠しの瀬せ戒かいなんてのは、どうかな？」

「カイ……くん？」

「呼び捨てでいいよ。僕もきみのことはアキラって呼ぶから」

「……どうして僕の名前を知ってるの？」

　胸の奥おくで不信感が生まれた。

　もしかしたら、この子はなにか目的があって僕に接触してきたんじゃないのか？　あらかじめ僕についての調べはついてるんじゃないのか？

　幼い僕は、幼いなりに危機感が湧いて、そんな風に彼を勘かん繰ぐった。

「だって服に書いてあるから」

　彼は苦く笑しよう気味に言った。

　……当時の僕は、母さんが夜なべをして作った、『あきら』とでかでかと刺し繍しゆうが施ほどこされたＴシャツを着ていたのである。

「かっこいいお洋服だね」

「でしょでしょ!?　お母さんが作ってくれたんだ！」

　……当時の僕は、マジでかっこいいと思って喜んで着ていた。

　ああ、恥はずかしい。

　それからカイは、迷子になった僕を家まで案内してくれた。

「ねえ、アキラ」

　去り際ぎわにカイは言った。

「よかったら、僕と友達になってくれないかな？」

　そのときの僕は、迷子になっていたところを助けてもらったことや『あきら』Ｔシャツを褒ほめてもらったことで、すでにカイのことが大好きになっていたので、

「いいよ！」

　と、元気いっぱいに返事をした。

「ありがとう、アキラ。じゃあ、今日から僕らは友達だ」

「うん。親友だよ、親友！」

　ああ──

　思い出したよ、カイ。

　僕らは、こうやって友達になったんだったよね。

　僕に生まれて初めてできた友達が──カイだったんだ。
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『あ、織おり野の先せん輩ぱい。こんにちは』

『あら、栗栖ちゃん』

『今日は織野先輩だけなんですか？』

『うん。あ、でも籠島くんの鞄かばんがあるから、彼はいるみたいよ。私が来たときにはもう鞄があったから、トイレにでも行ってるんじゃない？』

『そうですか』

『……ん？　栗栖ちゃん、その手に持ってる怪あやしげな瓶びんはなに？』

『ああ。これは、さっきあっちにいる友人から届いた魔ま法ほう薬やくです』

『……なんか、いかにも魔ま女じよが作りそうな薬品って感じなんだけど。煙けむり出てるし』

『あはは……。そうなんですよねえ。頼たのんでいた物のついでにこんな厄やつ介かいな薬まで送られてきちゃって……。おそらく私への嫌いやがらせ目的で、学校にいる時間帯を狙ねらったんだと思うんですけど……』

『……友人から届いたのよね？』

『ちょっと性格に難がある子で……。ね、根は悪い子じゃないんですよ……たぶん』

『まあ、栗栖ちゃんがいいならいいんだけど』

『けっこう危険な薬品なので、今日家に持ち帰ってきちんと処分するつもりです』

『そう。だったら、絶対に零こぼしたりしないように気をつけて運ばないとね』

『そうですね。絶対に零したりしないように気をつけて──ぎゃんっ！』

『栗栖ちゃぁあ──んっ！』





　部室でジュースを飲んでいたらうっかり入り口付近に零してしまったので、僕はトイレットペーパーを拝借しにトイレに向かった。

　今はその帰りで、駆かけ足あしでコン部の部室に戻もどっている。

　誰かが滑すべって転んだりしたらいけないから、急がなきゃ。

　ちなみにコン部とは、正式名めい称しようをコンピューター部という。元々は真面目まじめに活動していた部活なのだが、いろいろと紆う余よ曲きよく折せつがあって、現在は部員五人で勉強会を開いたりするだけの部活になっている。

　入り口のドアに手をかけ、ふと、手が止まる。

「……なんだか、中が騒さわがしいな」

　僕がトイレットペーパーを取りに行ってる間に、誰か来たのだろうか。不ふ審しんに思いながらも、僕はドアを開いた。

「あ……か、籠島くん」

　そこにいたのは、唖あ然ぜんとした表情の織野さんと──



「アンっ！　キャンキャン！」



　犬、だった。

　部室になぜか犬がいた。小型犬である。体にもさもさと生えた毛。なんとも愛くるしい大きな目。犬種は……ポメラニアンだろうか。

　なぜここに犬が？

「織野さん。どうしたの、その犬？」

「え!?　え、ええと……その、し、知り合いから預かってって頼まれて……」

「ふうん」

「クーン（織野せんぱーい……）」

　なんだか悲しそうな鳴き声を出しながら、部室にいた犬は織野さんの足元に歩く。

「アン……アンっ（私、犬になっちゃいましたぁ……）」

「……ああ、なに言ってるかわかんないけど、大だい丈じよう夫ぶ、栗栖ちゃん……？」

　困り果てたような表情で話し合う、犬と織野さん。

「……栗栖ちゃん？　織野さん、今、栗栖ちゃんって言った？」

「あっ、いや、それは……その、この犬の名前も、クリスって言うのよ！」

「へえ、そうなんだ。たまたま栗栖ちゃんと同じ名前なんだね」

「そ、そう、たまたまねっ！」

　まあ、クリスなんてよくありそうな名前だから、カブることもあるだろう。

　僕は改めて犬──クリスを眺ながめる。ふむ。なんとなく雰ふん囲い気きが栗栖ちゃんに似ているかもしれない。小さくて庇ひ護ご欲よくをそそるところが特に。

　いや、犬と似ているとか思ったら、栗栖ちゃんに失礼かな。

「あ、そうだ。忘れてた」

　僕は零したジュースのことを思い出し、トイレットペーパーで入り口付近の床ゆかを拭ふき始めた。

「さっきジュース零しちゃったんだよね。でも、誰かが転んだりする前にちゃんと処理できてよかったよ」

「「…………」」

　背後から、お前の仕し業わざかぁー、という視線を二人分感じた気がしたが、まあ気のせいだろう。

「それで織野さん」

　トイレットペーパーをゴミ箱に捨てて、僕は言う。

「今日って、栗栖ちゃんも来てるの？」

「えっ!?　ど、どうして？」

「だって、そこに鞄あるから」

　栗栖ちゃんが普ふ段だん使っている鞄が床に置いてあった。いや、置いてあった、というよりは、その場に取り残された、という感じである。

「それにさ……」

　言いながら、僕はさっきまで犬のクリスがいた辺りに視線を流す。

「……そこに落ちてるの、栗栖ちゃんの制服だよね？」

　脱ぬぎ散ちらかした、という表現がぴったりな有様で、安達太良あだたら高校の女子の制服があった。パッと見では誰の制服か判断できないけれど、栗栖ちゃんが普段使ってるリボンも一いつ緒しよに落ちてるから、彼かの女じよのもので間ま違ちがいないだろう。サイズも小さめに見えるし。

　はて。なんでこんなところに落ちてるんだ？

「……んん？」

　床の制服を観察していたら、とんでもないものを発見してしまった。

　白を基調とした制服の隙すき間ま、わずかに見える、ピンクの布地。

　……え、ちょっと待って。

　あれ、ブラとパンツじゃね？

「キャンキャンキャンっ！（わーわーわーっ！）」

　クリスが猛もうダッシュで、栗栖ちゃんの制服に飛びかかり、小さな体で僕からブラとパンツが見えなくなるように隠かくした。

「あー、駄だ目めだよクリス。それはおもちゃじゃないんだから」

　僕は慌あわてて栗栖ちゃんの制服及および下着を奪だつ還かんしようとしたのだが、

「だ、大丈夫よ！」

　と、織野さんに止められた。

「今クリスが必死で隠そうと──じゃなくて、必死で遊んでるんだから！」

「……でも、このままじゃ栗栖ちゃんの制服が犬臭くさくなっちゃうよ？」

「だ、だ、だいじょぶ！　ええと……ほ、ほら、栗栖ちゃんって元から少し犬臭いじゃない？」

「ひどいこと言うね！」

　織野さんらしからぬ毒どく舌ぜつだった。実は栗栖ちゃんと仲が悪かったりするのだろうか。

　不仲説浮ふ上じよう。

「えっとね。実は、私が今、制服を鞄にしまうようにクリスに指示したところだったのよ」

「え。いやいや織野さん。犬にそんなことができるわけ──できとるっ！」

　振ふり返かえってびっくり。

　クリスが口を使って器用に鞄のファスナーを開け、さらに前足を使って器用に制服を畳たたんでからしまっていた。しかもそのスピードの速いこと速いこと。まるで僕に下着を見られるのを防ぐために焦あせっているかのようだった。

　すごいなあ。めちゃくちゃ躾しつけが行き届いた犬なんだな。

「で、織野さん。結局、なんで栗栖ちゃんの制服がここにあるの……？」

　しかも制服のみならず下着まで落ちているとは、いったいどういう事態なんだろう。

「え、ええと、ええと……」

　織野さんはものすごく困った顔になった。しばらく考えこんだ後に、駄目だ、これしか思いつかないわ、とでも言いたげな、半ば投げやりな口調で言う。

「そ、それは……栗栖ちゃんが全ぜん裸らで奇き声せいを発しながらどっか行っちゃったから……」

「全裸で奇声を発しながらっ!?」

　なにやってんだあの子は!?

　とうとうイくところまでイってしまったのか！

「キャン！（織野先輩っ！）」

　制服を鞄に詰め終えたクリスが織野さんに猛もう抗こう議ぎする──ような勢いで吠ほえた。

「キャンキャン！（もうちょっとマシな誤ご魔ま化かし方をしてくださいよぅ）！」

「ご、ごめんね……栗栖ちゃん、他に思いつかなくて……」

「ギャンっ！（百歩譲ゆずって全裸はいいとしても、奇声はいらなかったですよね！）」

　元気いっぱいに吠えるクリスと、その頭を撫なでてなだめる織野さん。

　きっと制服を綺き麗れいに鞄にしまえたクリスを褒めているのだろう。いいことをしたら褒めてあげるのは、人間も犬も一緒みたいだ。

「いや、でも織野さん……。いくらなんでも、全裸でどっか行っちゃうなんてありえないんじゃ……」

「クーン（ほら、織野先輩。やっぱり無理が……）」

「籠島くん。でもほら、栗栖ちゃんだからっ」

「あ、そっか。栗栖ちゃんだもんね」

「アンっ!?（ええっ!?）」

　他の誰かならともかく、栗栖ちゃんならありえないことじゃないだろう。普段からコスプレで町を徘はい徊かいするくらいのタフなハートの持ち主だし。

　僕としては、お巡まわりさんに捕つかまらないことを願うばかりである。

「クーン……（私って、どんな人間だと思われてんですか……）」

　クリスは悲ひ哀あいに満ちた鳴き声を上げながら、部屋の隅すみっこで丸くなってしまった。

　どうしたんだろう。

　もしかして、初めて会った人間、すなわち僕に怯おびえているのかな？

　だとしたら、こっちから心を開いてあげないと。クリスに、僕は怖こわくない人間だということを教えてあげなきゃ。

　僕はゆっくりとクリスに近づき──後ろからガバっと抱だき上げた。

「よーしよしよしよしよしよしよしよしよしよしっ！」

「キャゥンっ!?」

　胸で抱きしめて頬ほおずりをしまくった。

　気分はまさにムツゴロウさんである。

　いやー、それにしてもかわいいなあ、この犬。

「よしよしよしよしよしっ！」

「キャンっ!?　キャンキャーン！（やっ！　ちょっと、いきなりなにを!?）」

　クリスが腕うでの中で暴れ回っている。

　うんうん。喜んでるみたいだな。よし、もっとスキンシップだ！

「よしよしよしよしよしよしよしっ！」

「アンアンっ！（や、あ、はははっ。く、くすぐったいですよ、籠島先せん輩ぱい！）」

「よしよしよしよしよしよしよしよしっ！」

「アフっ……ン、ンっ！（あ、ん、そ、そこは……駄目、ですよ、んっ！）」

　よし。もう十分にクリスは僕に心を開いてくれたことだろう。

　さあ、ここで締しめだ。

「んぅー」

　と、僕はキスを迫せまってみた。

「キャンっ!?（え、ええ!?）」

　と、クリスは慌てふためいたような鳴き声を発した。

「だ、駄目ぇーっ！」

　と、織野さんは僕ぼくを両手でふっ飛ばした。え、なんで？

「なな、な、なにをやってるのよ籠島くん！」

「なにって……ただ、クリスともっと仲良くなろうと思って、スキンシップを……」

「あれはセクハラって言うのよ！」

　えー。そんな、犬相手にセクハラとか言われてもなぁ……。

　動物相手にキスとか、割と普ふ通つうのことだと思うんだけど。

　床に倒たおれた僕は、体を起こしながらクリスを眺める。ハア、ハア、と息が荒あらく、よくわからないけれど、なんとなく困った顔をしているように見えた。

「えーと、ごめんね、クリス。悪気はなかったんだよ」

「ア、アン……（いや、その、あの、別に、嫌いやってわけじゃなくて……ただ、いきなりだからびっくりしちゃって……あぅ……）」

　もじもじと前足を動かして、その場に伏ふせてしまう。

　すると織野さんがクリスをひょい、と抱かかえて、そのまま椅い子すに座すわった。はあ、と疲つかれたようなため息をつく。

「栗栖ちゃ──じゃなかった、クリス。どうしようね、この状じよう況きよう？」

　胸むな元もとの犬に話しかける。

「……クーン（……放っておけば、いずれ魔法薬の効果が切れて元に戻れると思うんですけど……それがいつになるかまでは、ちょっとわかりません）」

「……うん」

「アン！（でも大だい丈じよう夫ぶです！　こんなこともあろうかと、ちゃんと解げ毒どく薬やくの精製方法もマスターしてますから！）」

「うんうん」

「アンアンアンアンアン！（ただ、この姿のままだと解毒薬が作れないので……織野先輩、大変申し訳ないんですけど、手伝ってくれませんか？　今から私が指示する物を買ってきていただけるとありがたいです！）」

「うん！」

　織野さんは大きく頷うなずき、そして優やさしく微笑んでクリスの頭を撫でた。

「……ごめん、なに言ってるか全っ然わかんない」

「……クーン（ですよねー）」

　ぐったりとして、クリスは織野さんの胸に頭を埋うめた。ちなみにこの場合、『埋めた』という表現は単なる文章上の表現ではなく、文字通り『埋めた』のである。

　なぜかというと……織野さんの胸は、そういう状態になるくらい豊かだからだ。

「…………」

　瞬しゆん間かん、クリスの瞳ひとみに絶望が浮うかんだ。彼ひ我がとの絶対的な差異を見せつけられた人間のような瞳である。そして──

　むにん、と。

　クリスは前足で、織野さんの胸を持ち上げた。

「きゃっ！　ちょ、ちょっと、栗栖ちゃんっ!?」

　織野さんの猛抗議も虚むなしく、クリスはむにん、むにん、と犬パンチを織野さんの胸に繰くり出だす。

　おお、揺ゆれる揺れる。

「……アン……アン（……犬になっちゃうし、全裸で奇声を発しながらどっか行ったって思われるし……それに、胸もちっちゃいし……）」

　私なんか、私なんか……、とでも言いたげな様子で、ネガティブな雰囲気を纏まとったクリスが犬パンチを繰り出し続ける。

　ワン、ツー、と、左右の打ち分けきっちりできている。しかしその見事なジャブとストレートは、天然衝しよう撃げき緩かん和わ材に全すべて吸収されてしまう。

　……いやあ。いろんな意味でいいパンチだなあ。眼福眼福。

「はっ！　そうか！　これがほんとのボクサー犬！」

「籠島くん！　つまんないこと言っていないで、クリス預かってよ！」

　……つまんないことって言われちゃった。

　渾こん身しんのギャグが滑って凹へこむ僕だったが、正気を失ったような犬をこれ以上放っておくと危険そうだったので、織野さんからクリスを受け取った。

　織野さんは「もぅ……」と呟つぶやきながら、両りよう腕うでで自分の体をガードするように抱きしめた。頬が少し紅潮していて、息が少し荒い。

　……個人的にはクリスに、グッジョブ！　と賞賛を与あたえたい気持ちなのだが、織野さんの手前、まともな注意をしておく。

「こら。駄目だよ、クリス。女の人の胸を攻こう撃げきしたら」

「……ア、アゥン（……あぅ。す、すいません。織野先輩の胸に抱きしめられたら、こう、精神に多大な負ふ荷かが生じてしまって……）」

















「それにね、織野さんの胸だから前足のダメージは少なかったかもしれないけど、僕の後輩の栗栖ちゃんみたいに、ぺったんこで硬かたい胸を殴なぐっていたら、クリスの前足もただじゃ済まなかったはずだよ」

「……………………」

　腕の中で、ずーんと落ち込むクリス。体からだ中じゆうの元気という元気をなくしていた。

　どうしたのだろう。僕の発言になにか問題があったとは考えにくいし、となると、もしかして僕の抱っこの仕方が悪いのだろうか。

　えーっと、猫ねこは首の皮の部分を持つのが正しい抱っこの仕方だったと思うんだけど、犬はどうするんだったかな……あ、そうそう。思い出した。

　僕は、むんず、とクリスの小さなお尻しりを鷲わし掴づかみにして、がっちりと胸に抱いた。手て触ざわりがよかったので、すりすりとお尻を撫でてみた。

「お、いいケツしてるねー」

　織野さんに叩たたかれて、クリスに噛かまれた。

　……なぜに？





　小さい頃ころ、僕は無む性しように犬が飼いたかった。

　これはおそらく、誰だれもが一度はかかるであろう、「ペット飼いたい病」だ。

　誰だって一度くらい、ペットが飼いたいと親にねだるものだ。僕もその例に漏もれず、親に犬を飼いたいとお願いしたことがある。

　しかし「お金がかかるし、どうせ母さんが面めん倒どうを見るようになるんだから、駄目！」という、ありきたりでありながらクリティカルな理由によって断られてしまった。

　僕は「〇〇くんちは飼ってるんだよ！」と粘ねばったのだが、お母さんが必殺「そんなに〇〇くんちがいいなら、〇〇くんちの子になっちゃいなさい！」を発動したので、こちらの完全敗北だった。

　まあ、その「犬を飼いたい」という気持ちは一過性のものだったわけだけれど、それでもやはり、胸の奥おくにほんの少しの心残りがあった。

　だから。

　クリスを預かることに、僕は少しばかりテンションが上がっていた。

「おや？」

　夕焼け空の下、一人と一匹ぴきで歩いていると、校門付近である人物を発見した。

　クリスは今、僕の自転車の籠かごにすっぽりと入っている。

　あれから。

　織野さんが「私の家、犬とか連れてけないし……それに今夜は用事が……」というので、クリスは僕が預かることになった。

　だったらなんで預かったんだよ、という疑問はあったが、まあそんなことはどうでもいい。一晩とは言え、犬を飼えることが嬉うれしかった。

「あれは、桔き梗きよう院いんさんじゃないか」

　体育館裏の桜の木（今は咲さいてないけれど）の下に、桔梗院さんがいた。金きん髪ぱつのポニーテールとちょっとキツい目。僕のクラスメイトにして部活仲間の彼女に違ちがいない。

　桔梗院さんは片手を幹に添そえながら、真しん剣けんな眼まな差ざしで木を眺めていた。

「おーい、桔梗院さーん」

　大きな声で名前を呼び、手を降ふった。

　桔梗院さんは僕に気がつくと、「うわっ」という顔をし、足元の鞄かばんを拾って、僕とは反対方向に足早に歩いていった。

「…………」

　がっくりとうなだれた。

　例によって、桔梗院さんには嫌われている僕だった。まあ、嫌われてるというよりは、相手にされていない、と言った方が正確なのかもしれないけど。

「アン（桔梗院先せん輩ぱい、相変わらずだなぁ……）」

　籠の中のクリスが、小さく鳴いた。

「アンアン（本当はもう、そんなに籠島先輩のこと嫌ってないくせに）」

　やれやれ、とばかりに、牙きばの隙間から息を漏らす。

　その態度はまるで、しっかり者のお姉さんのようだった。





　それは衝しよう撃げきの光景だった。

　我わが目を疑う、とは、きっと今この状況のことを言うのだろう。

　家に向かってクリスと共に道路沿いの道を歩いている途と中ちゆうのことだ。



「メガネ、メガネ……」



　眼鏡を探している少年を見つけた。

　アスファルトに膝ひざをついて、せわしなく辺りを見み渡わたしている。年は僕より少し下に見える。中学生ぐらいだろうか。

　いや、眼鏡を探しているだけならまだいい。それだけだったらよくある日常の風景だ。

　僕が衝撃を受けたのは。

　その眼鏡を探している少年の頭に、眼鏡が載っていたからだ。

「…………」

　すげー。

　リアルで初めて見た、頭に眼鏡があるのを忘れて眼鏡探してる人。

　ちょっとした感動である。クリスもクリスで驚おどろいたように目を見開いていた。

「あの、眼鏡、頭にありますよ」

「え。あ」

　僕が親切心から声をかけると、彼かれは自分の頭に手をやり、眼鏡の存在に気づいた。

「こんなところにあったのか」

　眼鏡を正しい位置に戻もどし、すくりと立ち上がる。成長期がまだなのか、背は低く、幼さの残る顔立ちをしていた。

　服は白いシャツとスラックス。そして黒のサスペンダー。

　個人的な感想だけど、サスペンダーというのはオシャレ上級者向けのアイテムだと思う。並なみ大たい抵ていの者では使いこなすことができずに自じ滅めつするだけなのだが、目の前の少年にはサスペンダーがよく似合っていた。

「ありがとうございます」

　眼鏡の面おも白しろすぎる隠れ場ば所しよに気づいたら、多少なり恥はずかしがるかとも思ったのだが、特にそういうことはなく、彼は人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮かべて、はきはきとお礼を述べた。

「危あやうく眼鏡を尋たずねて三千里の旅をするところでしたよ。あなたのおかげで助かりました。本当にありがとうございます」

　そう言いながら握あく手しゆを求めてきた。ずいぶんとフレンドリーな少年である。

「どういたしまして。まあ、大したことしてないけど」

　と、僕は手を伸のばす。

　深く考えもせずに、反射的に彼の手を握にぎった。

　彼に──触ふれた。

「お兄さんみたな親切な人に出会えて、僕は幸せ者です」

　にこりと微笑ほほえむ。とてもかわいらしくて、実に子供らしい笑顔だった。

　なんというか、全体的に子供っぽい少年である。

　中学生なんて無理して大人びたがる年とし頃ごろのはずなのに、彼にはそれが全くない。

「あ、そういえば、僕、急いでたんでした」

　それでは失礼します、と。

　彼はあっさりと一方的に別れを済ませて、足早に去って行った。

「……不思議な子だなぁ」

　もやもやとしたものを感じつつも、僕は再び自転車を押おし始めた。



◇　◇　◇



「お待たせしました、久く我が山やまさん」

「……お前、もうちょっとマシな策はなかったのか？」

「いやー。一回やってみたかったんですよ、メガネメガネって。久我山さんも眼鏡をかける者なら、この気持ちわかりますよね？」

「わかんねーよ」

「ともあれ、これで籠島諦のことはしっかりと『覚え』ました。彼がどこにいようと、僕には手に取るようにわかります」

「そうか。しかしお前も物好きだよな。あんな一いつ般ぱん人じんのガキ調べてどうする気だ？」

「念のため、ですよ。以前から気になっていましたからね。織野さんのお気に入りの男がどんな男か、ね」

「……ふん。くだらねえ」

「久我山さんは相変わらず機き嫌げんが悪そうですね。もしかして、織野さんとチームを組まされたことをまだ怒おこってるんですか？　まあ、豊かな胸をした織野さんと慎つつましい胸をした久我山さんを組ませるのは、おいおいそりゃなんのイジメだよ、と思いますけど、そんなに気にすることはないと思いますよ？」

「…………」

「『ドライブスーツ』を着用すると体のラインがハッキリ出ますからねえ。久我山さんもそこまで小さいわけではないんですけど、織野さんと並んでしまうと……あれ、どうしたんですか久我山さん。煙草たばこを途中で噛かみ切きったらもったいないですよ」

「……てめえ、歯を食いしばれ」

「あれ。怒っちゃいました？　それなら謝あやまります。ごめんなさい」

「……ちっ。へらへらしながら謝ってんじゃねえよ。相変わらずムカツク笑顔しやがって。気に入らねえ」

「そうですか。僕は久我山さんがふとしたときに見せる優しい笑顔がたまらなく好きなんですけどね」

「…………」

「あれ。照れちゃいました？　本当、久我山さんって褒ほめられると弱いですよねえ」

「……死ね」

「あはは。ごめんなさい。以後気をつけます」

「……なんでてめえみたいな性悪が、ランクＳなんだろうな」

「それは僕が天才だったという、ただそれだけのことでしょうね」

「…………あたしはもう行くぞ。織野が待ってるからな」

「そういえば仕事が入ったそうですね。頑がん張ばってください」

「お前はどうすんだ？」

「僕は勝手にしますよ。お話しした通り、これからしばらく独自に動いてみようと思ってます。ですから、そこんとこよろしくお願いしますね」

「……あんまし妙みようなことすんじゃねえぞ──斎さい条じよう」

「はい」

















◇　◇　◇



　一人と一匹の帰り道、僕は栗栖ちゃんのことを思い出していた。

　ひょんなことから僕の家にクリスが泊とまることになったわけだけど、よくよく考えてみると、僕の家に生物学的な女性が泊まりに来るのは、これが二回目だ（クリスはメス犬だった。帰り道、脇わきに手を入れて持ち上げ、股こ間かんをじーっと凝ぎよう視しして確かく認にんしたのである。そのときクリスはなぜか、異性に初めて裸はだかを見られた女子の如ごとく恥はじらっていた──ような動きをしていた）。

　一回目──僕の家に初めて泊まった女の子は、栗栖ちゃんである。

　栗栖＝クリムゾン＝紅莉亜。

　日本とどこかのハーフで、かわいいけど中二病な女の子。

「え？　私わたし達たちのいる世界の名前ですか？」

　以前、こんな話をしたことがある。

　栗栖ちゃんの聖書バイブル、『クリアの大だい冒ぼう険けん』についてだ。

「いやいや。栗栖ちゃんのいる世界の話じゃないよ。栗栖ちゃんのいる世界ってこの世界じゃん。なに言ってるの？」

「す、すいません」

「僕が聞いたのは、『クリアの大冒険』の世界のことだよ。魔ま法ほうが当たり前に存在している世界のこと。その世界に名前ついてないの？　異世界モノって、だいたい舞ぶ台たい設定となる異世界に名前がついてたりするでしょ」

「ついてないですね。普通に『こっち』の世界、『あっち』の世界って表現してますよ。普通、世界に名前ってつけませんよね？」

「……確かに」

　世界は世界であり、世界以外のなにものでもない。

　いや、そもそも──世界とはなんだ？

　たとえばこの世界とは異なる世界があったとしても、世界とは『全て』を指して世界というのだから、異世界すらも包ほう括かつして世界と呼ぶのではないだろうか──いや、しかしその包括した世界ともまた異なる、平行世界パラレルワールドが存在するという可能性もあるのでは…………うん？　ううん？

「か、籠島先輩！　大丈夫ですか、目がぐるぐる回ってますよ！」

　体を揺さぶられて、はっとする。危ない危ない。頭のキャパを超こえることを考えてしまった。

「じゃあ、あれかな。アニメやゲームの異世界モノで世界自体に名前がついてたりするのは、それを楽しむ人がわかりやすいように、ってことなのかな」

「ですね。そうした方がわかりやすく、こことは違う異世界、ってことをイメージできるんだと思います」

「なるほどね。じゃあ『クリアの大冒険』は、地球とよく似た別の惑わく星せいってパターンか」

「……パターンとか言われると、いろいろと複雑なんですけど……そうですね。星には当然、名前はありますよ。惑星『ウェルノース』が、わた──『クリアの大冒険』の舞台です」

「ふむふむ」

「あ、でも、さっきは『あっち』と『こっち』って言いましたけど、書面上での名前ならありますよ。日常会話で使う人はあまりいませんけど」

　こちらの魔法がない世界を──『無む世せ界かい』。

　あちらの魔法がある世界を──『有ゆう世せ界かい』。

　栗栖ちゃんは、そう説明した。

「名前がないと不便だから、という理由でついた便べん宜ぎ的てきな名めい称しようです」

「……ん？　あれ。でも、そういう風に、両方の世界の名前を魔法の世界の人がつけてるってことは、異世界の人はこっちのことわかってるの？」

「はい。今から数百年前──この世界でいう中世の頃に、『有世界』と『無世界』を繋つなぐ『門ゲート』が、発見されました。偶ぐう発はつ的てきに生まれた、天災とでもいうべきその最初の『門ゲート』を研究することにより、世界間の移動が可能になりました。そして……」

　そこまで言って、栗栖ちゃんは少し言葉を溜ためた。幼い顔に、似合いもしない暗い翳かげりが差す。

「……そして、『こっち』に来た魔ま法ほう使つかいを待ち受けていたのが──『魔ま女じよ狩がり』」

「…………」

　魔女狩り。

　その単語は、確か世界史の資料集かなにかで見たことがある。詳くわしくは知らないが、現代日本じゃ考えられないような非人道的なことが行われた、ということぐらいは知っている。

　栗栖ちゃんは急に黙だまり込こんでしまった。痛々しいほどの沈ちん黙もくに耐たえられなくなり、

「で、でもさ、その『門ゲート』は、どうしていきなり現れたんだろうね！」

　と、僕は慌あわてて質問をした。大して気にもなってないことだったが、空気を変えるために、なんでもいいから取とっ掛かかりが欲ほしかったのだ。

「え？」

「いや、だから、その『門ゲート』ってのが見つかったのが数百年前なんでしょ？　話を聞く限りじゃ、その『門ゲート』がきっかけで、互たがいの存在すら知らなかった世界同士が結びついたみたいけど、『門ゲート』ができた原因はなんなの？」

「それは……わかりません。未いまだに研究中です。星に溢あふれるマナが惑星直列の際に活性化したとか、どこかの闇やみギルドが行った禁呪が暴走し空間に歪ひずみが生まれたとか、様々な説があります」

「ふーん」

「いずれにしても、私が生まれる前の話なので、そこまで詳しくは……」

「生まれる前の話？　ああ、そういえば、『クリアの大冒険』は栗栖ちゃんが生まれる前に完結したって言ってたね。そういう意味か」

「え……あ、はい！　そういう意味です！」

　まあ。

『クリアの大冒険』は、いわゆる異世界召しよう喚かん系のファンタジーなのだから、「どうして異世界と行き来ができるの？」なんて質問をするのは、野や暮ぼというものだろう。

　だって──そうできなきゃ話が始まらないじゃないか。

　漫まん画がだったら、それでいいのだ。漫画だったら──

　と。

　そんな風に栗栖ちゃんとの会話を思い出していたところで、僕ぼくと犬のクリスはようやく我が家に到とう着ちやくした。

「ただいまー」

「アンアーン（お邪じや魔ましまーす）」

　帰宅の挨あい拶さつを述べながら（僕は誰もいなくても「ただいま」を言う主義である）、僕は抱かかえていたクリスを家の中に放し、そして逃にげ出だし防止のため、すぐさま玄げん関かんのドアを閉めた。

「クリス。今夜一晩、よろしくね」

「アンっ（はい。よろしくお願いします）」

　元気のいい返事──のような鳴き声を出して、クリスは僕の脇をちょこちょことついてくる。

　僕は一いつ旦たんクリスをリビングに待機させ、自分の部屋に向かって家着（Ｔシャツとハーフパンツ）に着き替かえた。それからリビングに戻ると、クリスはちょこん、と所在なさげに座すわっていた。

　こういうのを借りてきた猫というのだろうか。

　犬だけど。

「アン（籠島先せん輩ぱい）」

　クリスは僕に気づくと、足元に擦すり寄よってきた。

「アンアンアン（あの、泊めて頂いて本当にありがとうございます。この姿だと魔ま力りよくが使えなくて……そのせいで家に帰れそうになかったから、本当に助かりました）」

　ぺこり、と、お辞じ儀ぎするように頭を下げる。言葉は通じないけどそれでも言うべきことは言わなくちゃ、という責任感の強さを感じさせる仕草だった。

　僕がソファに腰こし掛かけると、クリスもそのすぐそばに寄って来て、またもやちょこんと座った。

　ずいぶんと大人しい犬である。

「うーん。やっぱりまだ緊きん張ちようしてるのかな？　クリス、もうちょっと元気いっぱいに暴れ回ってもいいんだよ？」

「アン……（いや……さすがにこの姿で暴れ回ることには、人として少し抵てい抗こうが……）」

「うん。そうか。そうだよね、どうせなら僕と一いつ緒しよに遊びたいよね」

「…………」

　それあんたが遊びたいだけなんじゃ、という視線を向けられた気がしたが、きっと気のせいだ。クリスだって僕と遊びたいに決まっている！

　僕は立ち上がり、部屋から持ってきた犬用ボールを取り出した。

　犬を飼うことは許してくれなかったうちの両親だが、その代わりとして、僕に犬用のボールを買ってくれたのだ。

　……今になって思えばどの辺が代わりになってるのか意味不明だけど、昔の僕はそれで我が慢まんできるいい子だった。馬ば鹿かな子だったとも言えるだろう。この犬用ボールで一人二役（僕役と犬役）で遊んだりしたし……。

　まあ、それはともかく。

　もう使うことがないと思っていた犬用ボールが、今夜は大だい活かつ躍やくだ！

　よっしゃーっ！

　遊ぶぞーっ！

　ワンちゃんと遊びまくるぞーっ！

「ほーら、クリス。取ってこーい！」

　僕はオーバースローでボールを投げた。



　ガッチャーンっ！



「…………」

「…………」

　花か瓶びんが割れた。

「…………」

「…………」

　……やっちゃったなぁ。やっちまったなぁ。

　なんでオーバースローで投げちゃったんだろ……。

　なんで持ち前の強きよう肩けんを発揮しちゃったんだろ……。

　隣となりのクリスが、この人頭大だい丈じよう夫ぶかな、という哀あわれみの目で見上げてくる。やめてよ、そんな目で見ないでよ。死にたくなるじゃないか。

　はあ……。

　なんかもう、テンションめっちゃ下がった。

「……よし。クリスが割ったことにしちゃうか」

「キャンっ!?」





　まあ、割ってしまった花瓶は僕の私物だったので、さして問題はない。

　正確には花瓶ではなく壺つぼ。先日、某ぼう詐さ欺ぎ師しに買わされた、とある百均の壺である。使い道がないからとりあえず花瓶として使っていたのだ。

　だから壊こわれたところで正直どうでもいい。桔梗院さんも「この壺はもう完全に効力を失ってる」とかなんとか言ってたし。

「というわけで、気を取り直して、テイク２」

　壺の破は片へんを綺き麗れいに片付けてから、僕は再びクリスとのボール遊びを始めた。

「ほーら、クリス、取ってこーい」

　先ほどの失敗を活いかし、今度は下手でかるーく投げた。

　クリスは転がるボールの元へと駆かけていき、そしてボールを咥くわえて帰ってくる。

「よーしよし。えらいぞー、クリス」

「アン……（なんか、これ、予想以上に屈くつ辱じよく的てきです……）」

「ほら、もう一回」

「アウー（ああ、やっぱりですかー）」

　嘆なげくような声を上げながら走る。

　それから僕らは、五回くらいこの遊びを繰くり返かえした。

　クリスはこのボール遊びを元気いっぱいに楽しんでいるように見えるのだけど、ただ、その元気いっぱいがどこか嘘うそ臭くさかった。

　この雰ふん囲い気きは、そう、まるで『接待』だ。僕が楽しい気分になるように健けな気げに頑張っているように見えるぞ。

「ねえクリス。ひょっとして、この遊び、楽しくない？」

　僕は無む駄だと思いながらも、足元のクリスに尋ねた。

「アン……（正直に言うと、あんまり……。普ふ段だん、ワンちゃんはなにが楽しくて、ボールを追っかけたりしてるんでしょうか……）」

　うーん、なんだか元気がないな。

「まさか、なにか病気なんじゃ……」

「っ!?」

　すると、クリスがいきなり元気になった。

　アンアン、と吠ほえながら、僕の周りを跳はねるように駆かけ回まわる。「さあ、早くそのボールを投げてくれ」と、目で訴うつたえていた。

「……いや、なんか嘘臭いな」

「キャンっ!?（ええ!?）」

　これ以上何をどうすれば、とでも言いたそうな息いき遣づかいをするクリス。

「犬の元気メーターと言えば……やっぱり、尻尾しつぽだな。うん」

　僕は尻尾を注視する。ふぁさふぁさとした短い尻尾が、だらんと垂れ下がっていた。動きが少ないので、やはりあまり元気がよさそうには見えない。

「アン……アン!?（尻尾ですか……って尻尾!?）」

　ばっと、後ろを振ふり返る。

「ア、アン……アーン（あれ……？　尻尾ってどうやったら動くの……。さっきまではできてたはずなのに……あれぇ？）」

　今にも泣き出しそうな鳴き声を発しながら、自分の尻尾を追いかけてくるくると回り始めた。実にアホっぽくて微笑ましい動きである。

　目指せウロボロス、と応おう援えんしたくなる。

　そんなクリスを見ていて、僕はふと、その昔幼おさな馴な染じみのカイから聞いた、ムカデの故事を思い出した。

　無数の足を複雑に動かして歩くムカデだが、あるとき、どうやって歩いているのか、と尋ねられた途と端たん、自分が今までどうやって歩いていたのかわからなくなり、困り果ててしまったらしい。

　今のクリスも、なんだかそんな雰囲気だった。

「ア、アン～～（う、動けえええ～～～～。ふぬぅ～～～～）」

　クリスは体全体をプルプルと震ふるわせる。

　生まれたての仔こ馬うまばりのプルプルだ。

「アァン～～（ふぬぅ～～、ふぬぅ～～。頑張れ、頑張るんだ、私のお尻しりぃ～～）」

　ぎゅっと目を閉じて、一いつ生しよう懸けん命めい踏ふん張ばっている。まるで全神経を自分のお尻に集中しているかのように見え──って、まずい！

「ちょっとクリス！　駄だ目めだよ、そこでウンチしたら！」

「アーンっ！」

　ボディタックルを食くらった。

　なんやねん、この犬……。





　遊んだら、次はご飯である。

　働かざるもの食うべからず、という格言が日本には存在するけど、しかしその例外に位置するのが、人間に飼われるペットだ。

　ペットは働かなくても毎日決まった時間になればご飯がもらえる。野生動物のように自分で食料を調達する必要はない。

　一見、とても羨うらやましい生活に思うが、しかしそれは果たして幸せなことなのだろうか。人間に飼われるのではなく、野生の中でありのままの姿で生きる方が動物にとっての幸せなのではないだろうか──なんて意見をよく見かけるけれど、僕はそのたびに思う。

　いや、それこそ人間の傲ごう慢まんだろう、と。

　それは、人間は他ほかの動物とは一線を画す崇すう高こうな生き物であるかのような考えであり、人間が自然の一部でしかないことを忘れている。

　別に、ペットも動物園もいいじゃないか。

　新しい共生の形と考えれば、なにも不自然なことではない。

　たとえば、サバンナの大地を駆かけ巡めぐり、命がけで狩かりを繰り返すライオンと、動物園で眠ねむたそうに見えるライオン。どちらが幸せなのか、と言われれば、多くの人が前者と答えるだろう。

　でも、本当にそうなのだろうか。

　ただ、人間がそう思い込んでいるだけなんじゃないだろうか。

　人間が──そう思い込みたいだけなのではないだろうか。

「だからねクリス。もしかするときみの中に残る野生のプライドが僕から施ほどこしを受けることを拒きよ否ひしてるのかもしれないけれど、そんなことは気にしなくっていいんだよ？」

　僕は諭さとすような声こわ音ねで話しかけた。

　しかしクリスは、僕が差し出したご飯にまるで口をつけようとしない。

「アン……（違ちがう、違うんですよ籠島先輩……そういうこっちゃないんですぅ……）」

　つぶらな瞳ひとみを、小皿に山盛りになったドッグフードに向けている。

「アンアン（いくらなんでもこれを食べるのは……ちょっと）」

「……うーん。困ったな」

　ボール遊びが終わってから、そろそろお腹なかが空すいたのではないのかと思い、僕はクリスにコンビニで買ってきたドッグフードを差し出したのだ。

　しかしクリスは、ただ呆ぼう然ぜんと皿を眺ながめているだけ。

　食べて欲しくて適当な自然哲てつ学がくも語ったりしてみたけど、まるで効果はなかった。まあ、そもそも言葉が通じないしね。

「クーン……（籠島先輩……大変申し訳ないんですけど、さすがにこればっかりは……。ワンちゃんのご飯を食べる勇気は私にはないですぅ……）」

　目の前の食事に口をつけないまま、クリスはその場に座り込み、許しを乞こうような視線を僕に向けた。

「そっか……。残念だなぁ。このドッグフードはクリスのお口には合わなかったみたいだね。普段はもっと高級なのを食べてるのかな？」

「アゥー……」

「奮発して、コンビニで売ってる中では一番高いの買ってきたんだけど、その程度じゃ全然駄目だったみたいだね……。ごめんよ……」

「…………」

「……僕さ、こないだちょっとした詐さ欺ぎにあったんだ……。そのせいで今金欠だから、けっこう痛い出費だったんだよ……。でも、クリスのためならいいかなって思ったんだ……けどまあ、そんなのクリスには全然関係ないよね」

「…………」

「本当、ごめんね……。あはは、ひとりで舞まい上あがっちゃって、僕、馬鹿みたいだな。うん。食べたくないなら食べなくていいよ。こんなの、もう僕が自分で食べちゃうから。見た目チョコレートみたいだし、きっと甘あまくておいしいよね……」

　涙なみだを堪こらえながら、床ゆかの皿に手を伸のばすと、

「……ウゥー。ア、アンっ！　アンアンアン！」

　いきなり、クリスがドッグフードを食べ始めた。

　ガツガツガツガツ、と。

「ど、どうしたの、急に？　やっぱり食べるの？」

　脇わき目めも振らずに一心不乱に食事をする。

　なんだ、食べるんじゃないか。エサ代が無駄にならなくてよかった。

「どうクリス？　美お味いしい？」

「ア、アン……（う、うぅ……。まさかドッグフードを食べる日が来るとは、思わなかったよぅ……。体は犬だから異常はないと思うけど、変な味がするぅ～～）」

「うんうん。そんなに喜んでもらえると、僕も奮発した甲か斐いがあるってもんだよ」

　クリスは凄すさまじい勢いでエサを食べ尽つくした。食べている途と中ちゆう、その瞳に涙が浮うかんでいたように見えたが、まあ気のせいだろう。

「お。綺麗に食べたね。よしよし、えらいぞー」

「ウ、ウフゥ……（は、早く元の体に戻もどらないと……）」

「それじゃ、お利口なクリスにご褒ほう美びだよ。ほら、もう一いつ杯ぱい」

　空になった皿に、もう一度並々とドッグフードをよそった。

「ギャンっ!?」

　驚きよう愕がくの鳴き声だった。いや、歓かん喜きの鳴き声だろう、きっと。

「アン、アンアン！（無理ですよ籠島先輩！　さっきのだってすごい厳しかったんですから。しかもこれ、さっきよりも多いですし……）」

「ささ、遠えん慮りよしなくていいから、たーんとお食べ」

「…………」

「あれ、どうしたの？　あ……。もしかして、もういらなかった？　そうか、ごめんね。すごい勢いで食べてたから、まだまだ足りないのかと思ったんだけど……」

「…………」

「ああ、いいよ。気にしないで。出しちゃった分はもう袋ふくろに戻せないから、僕が頑がん張ばって食べるよ……ほんと、ごめん……」

「アンアーン！」

　再び、クリスは勢いよく食事を始めた。

　やっぱりお腹が減ってたらしい。

　ただ、クリスが喜んでエサを食べている姿は、四文字熟語で表すとなぜか『自じ暴ぼう自じ棄き』であり、四文字で表すとなぜか『ヤケクソ』であった。





　それは突とつ然ぜんにやってきた。

　食事を終え、ぐったりと死んだようにして休んでいたクリスが、立ち上がってその身をぶるりと震わせたのである。

「どうしたの？」

　問いかけるも、クリスはそれを無視して、挙きよ動どう不ふ審しんにうろちょろとそこいらを歩き回り出した。

「ア、アゥ……（ど、どうしよぅ……やっぱり、我慢できない……）」

　それは、極限に困ったような鳴き声だった。



「アゥ……（と、トイレ……）」



　不安定な足取りでふらふらと歩く。心なしか後ろ足が内うち股またになっていた。

「どうしたの、クリス？」

　再度問いかけると、今度は縋すがるような目で僕を見た。

「ア……ウゥ」

「…………」

　おおう。

　なんか、プルプルしててかわいいな。

　後ろから抱だきしめて、ぎゅってしちゃおうかな。

「……っ!?」

　両手を閉じたり開いたりするジェスチャーからこちらの気持ちを察したのか、クリスはすごい勢いで後ずさった（しかしやや内股）。

「ア、アゥン（い、今だけは、やめてください……。今抱きしめられたら……も、漏もれちゃいます……）」

　ふむ。なんか壮そう絶ぜつに嫌いやがってるっぽいのでやめておこう。

　それからクリスは、砂さ漠ばくでオアシスを求めて彷徨さまよう旅人のような足取りで、僕の家の中を歩き回った。

　あまりにも砂漠の旅人を彷ほう彿ふつとさせる動きだったので、水を欲ほつしているかと思い、お皿に水を入れて差し出したら「キャン！（逆ぅっ！）」と、すごい剣けん幕まくで吠えられた。

　そして、

「ア、アン……」

　クリスは安あん堵どと歓喜の感情を混ぜ合わせたような鳴き声を上げながら、リビングを出て廊ろう下かを少し歩いたところ──すなわち僕の家のトイレに辿たどり着ついた。

「アン……。（よかった……間に合った……）」

　僕が見守る中、クリスはトイレのドアに前足を掛け、器用に二本足で立った。小型犬ならではの身のこなしだ。前足でドアにもたれかかっているとはいえ、大したものである。

　そのままクリスは、ドアノブに向けて前足を伸ばすが──

「ア、アァー……（とと、届かない……）」

　世界が終わったかのような鳴き声だった。ドアノブに向けて懸けん命めいに前足を伸ばすが、もう数センチ、というところで届かないでいる。

「ア、アゥーン（ていうか……この体勢、厳しいぃ……）」

　二本足で頑張っていたクリスが、ごろん、と倒たおれた。

　……この犬、さっきからなにがしたいんだろうなぁ。

　なんかこう、たまにテレビでやってる、視し聴ちよう者しやから送られてきたペットの珍ちん行こう動どうを目もく撃げきしている気分である。

「アン、アーン（か、籠島先輩……）」

　腹ばいのまま、やや内股のクリスが僕を見上げる。

「ア、アン（お、お願いですから……トイレのドア、開けてくれませんか……）」

　届けこの思い！　言葉の壁かべを超こえて！　奇き跡せきよ起これぇええ！

　とでも言いたげな、必死な目だった。

「うーん」

　僕はそんな視線を受けて、少し考えてから言う。

「もしかして、腹ごなしに遊びたいって僕に訴えてる？」

「アーン！（神は死んだぁ──っ！）」

　ぐったりと床に伏ふせた。

　クリスは内から沸わき上がる衝しよう動どうに耐たえるように身を震わせていたが、少しすると、勢い良く頭を上げた。

　ちらりと僕に目配せをして、それからごろん、と床に寝ねそべる。



『ト』！　『イ』！　『レ』！



　と、人文字ならぬ犬文字で、カタカナ三文字を描えがいた──ようなポーズを取った。

　……うわ。なんか気持ち悪い動きだなあ。

「ア、アンンン～～（届け……。私の渾こん身しんのボディランゲージ～～）」

『レ』の体勢で固まったまま、必死の形相で僕を見るクリス。

　シュールな光景である。

　うーむ。もしもクリスに人間並みの知能があるのだとしたら、ボディランゲージを使って僕に意思表示をしてきたという可能性もあるんだけど、しかしクリスはただのワンちゃんなので、そんなことはあるはずがない。

　となると、これはこのワンちゃん特有の腹ごなしの運動かなにかかな。

「ア……アン（籠島、せん、ぱい……。は、早く、気づいて……。この体勢、思ったよりもキツい……）」

『レ』のまま、プルプルと震えながら僕を睨にらむ。目が少し血走っていた。

　それにしても面おも白しろい体勢だ。写メでも撮とっとこうかな。あとで栗栖ちゃんに送ってあげようっと。あの子、犬好きだって言ってたし。

　僕がポケットから携けい帯たいを取り出そうとしたら──

「キャィンっ！（ひぐぅっ！）」

　ビクンっ！

『レ』の体勢だったクリスの体が、大きく痙けい攣れんした。

「アンアン──ア……（お、お、お腹が、攣つる、つ、攣る──あ……）」

「あ」

　クリスは、最初は悲しそうな顔をして、次にちょっと幸せそうな顔をして、最後にやっぱり悲しそうな顔をした。





「よし。掃そう除じ終わり」

　トイレの前でクリスがやらかした粗そ相そうの後始末を終えて、僕はリビングに戻った。

　ペットの下の世話は飼い主の役目なので、しっかりやらないとね。

　でも、今回は僕の落ち度だったなあ。

　室内に放しておきながら、犬用のトイレを用意しておかなかったのは失敗だ。

「ごめんよ、クリス」

　部屋の隅すみっこで伏せているクリスに謝あやまってみるが、まるで反応がない。さっき粗相をしてからずっとこの調子だ。

　とてつもない負のオーラを発しながら、死体のように動かないでいる。普ふ通つう、犬は前足を前に出して伏せるものだと思うが、クリスは前足を体の脇わきに揃そろえて、人間でいう気をつけみたいな体勢で横たわっていた。

「……アンアン（……私、もうすぐ十五歳さいなのに……）」

　呪じゆ詛そのような鳴き声で、しかもなんか涙目だった。

「クリス、そんなに落ち込まなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。ほら、犬なんだから、いくらおしっこ漏らしても全然問題ないって。そりゃ人間だったら駄目だけどさ」

「…………」

「人間だったら、いい年してお漏らしなんてしたらもう恥はずかしくって生きていけなくなると思うけど……ほら、クリスは犬だから」

「…………」

「たとえば、花も恥はじらう十代の乙女おとめが異性の目の前でお漏らしとかしちゃったら、そりゃもう自殺もんの屈くつ辱じよくだけど、クリスは犬だから大丈夫だよ」

「…………アン（…………もう、いっそ殺してください）」

　僕の懸命なフォローも虚むなしく、クリスは死体のポーズを止やめなかった。しかもさっきよりも負のオーラが増えた気がする。

　ふーむ。やっぱり元気がないみたいだ。どうしたものかな……。

　よし。

「一緒にお風ふ呂ろに入ろうか」





　着き替がえとバスタオルとクリスを持って、脱だつ衣い所に向かった。

「ねえ。そんな隅っこにいないで、こっちにおいでよ」

　しかしこっちには来てくれない。脱衣所の隅っこにちょこんと座すわったまま、前足で両目を隠かくすようにしている。

「ア、アン……（な、なんでこんなことに……。か、籠島先せん輩ぱいと一緒に、お、お風呂だなんて……）」

　もう負のオーラは発していないけれど、急展開に戸と惑まどっているようだった。

「まあ、いっか。……よいしょ」

　僕は服を脱ぬいで、洗せん濯たくカゴに入れた。Ｔシャツもハーフパンツも、そしてもちろんパンツも。お風呂に入るのだから、一糸まとわぬすっぽんぽんだ。

　脱衣所の鏡で自分の裸ら体たいを見てみる。うーん、我ながらちょっと貧相なボディだな。少し鍛きたえてみようかなあ、と考えていると、

「……ん？」

　視線を感じた。

　振り返ると、クリスが前足の目め隠かくしを少しずらして、ぽけーっと僕ぼくを見ていた。

　より正確に言うならば……なぜか僕の股こ間かんを見ているっぽかった。「男の人の体ってそういう風になってるんだぁ……」的な視線である。

「……あの、クリス？　そんなにじっと見つめられると、恥ずかしいんだけど」

「──っ！」

　そう言うと、クリスは勢いよく体を反転させ、

「キャ、キャン！（みみ見てないです！　私、そんなエッチな子じゃないです！）」

　と、高い鳴き声を発した。かわいいお尻がこっちに向けられる。さっきはぴくりとも動かなかった尻尾は、ふりんふりんと元気に稼か働どうしていた。

　よくわからないが、興奮しているのだろうか。

「ア、アン……アンアン（えと、その……私、早くに父を亡なくしてるので、だ、だから父と一いつ緒しよにお風呂とかもなくて！　それで、男の人の裸はだかって見たことがなかったので、つい……ひゃうっ!?）」

　うずくまっていたクリスを、後ろからひょいっと抱き上げた。

「さあ、一緒に入ろう」

「ア、アゥー」

　腕うでの中で、観念したような諦あきらめたような声が上がった。





　お互たがいの体をざっと流して、浴よく槽そうの中へ。

「ふぅー」

「ア～ン」

　クリスを抱っこしながら、まったりと湯船に浸つかる。

「いいお湯だねえ」

「アンア～ン」

　さっきまではそわそわとしていたクリスも、湯船に入った瞬しゆん間かん、見事なまでにリラックスしていた。「もうなにもかもがどうでもいいやー」という様子である。

　この子もだいぶ『特とく殊しゆな環かん境きよう』に慣れてきたらしい。

　あまりにも弛し緩かんしたその態度に、ついイタズラ心が芽生えた。

　パッと両手を放してみる。

「キャンっ!?」

　小型犬のクリスは浴槽に足がつかず、慌あわてて犬かきをし始めた。あまり長くやるとかわいそうなので、すぐに掴つかみ直す。

「あはは。ごめんね、クリス」

「アンっ！　ウゥー（も、もう、籠島先輩。怒おこりますよ！）」

　唸うなりながら、くりくりとした目で睨んでくる。

　澄すみ切きった綺き麗れいな目。小こ柄がらな体たい躯く。ついからかいたくなるようなかわいらしさ。

「……きみを見てると、なんだか栗栖ちゃんを思い出だすなぁ」

「っ!?」

　クリスは名めい探たん偵ていに名指しで指し摘てきされた犯人の如く、体を強こわばらせた。

「栗栖ちゃんっていうのはね、僕の一個下の後こう輩はいなんだ」

「……ア、アン（な、なんだ、バレたわけじゃなかったのか）」

　途端に安堵の鳴き声を上げた。その一挙一投足がいちいちかわいらしく、やはり僕の心に栗栖ちゃんを想起させる。

「その子はさ、素す直なおで真面目まじめでいつも一いつ生しよう懸けん命めいで、ついついからかいたくなっちゃう、すっごくかわいい女の子なんだよ」

　そう言うと、クリスはぐねぐねと恥ずかしそうに体をくねらせた。

「でも、魔ま法ほう使つかいのコスプレをしながら町を徘はい徊かいしてるところが玉たまに瑕きずっていうか、もう取り返しがつかないぐらいの致ち命めい傷しようなんだけどね」

　そう言うと、クリスはぐったりとして動かなくなった。

「……まあそうは言っても、栗栖ちゃんのかわいさは正義だよ。ちょっとした痛々しさなら目をつぶってあげてもよくなる」

　言葉の通じない犬が相手だから、ついつい本音が出てしまう。

「だから僕は、なんとかして栗栖ちゃんを僕の妹にできないかなあ、って常々考えてるんだよねー」

「……アン（……あの、私、すっごく複雑な気分なんですけど）」

「栗栖ちゃんって、お姉ちゃんとかいないのかな？　もしもお姉ちゃんがいるなら、その人と僕が結けつ婚こんして、あの子を義ぎ妹まいにするっていう道があるのに」

「アン！（それ人間の発想じゃないですよ！）」

　ドン引きの様子で僕から離はなれていこうとするクリスを「こらこら、離れたら溺おぼれちゃうよ」と引き止める。

「……でもね、クリス」

　僕は言う。

　そっと、犬の頭を撫なでながら。



「栗栖ちゃんはあんまり僕に甘えてくれないんだよ。それが、僕はちょっと悲しい」



　クリスは、はっと顔を上げた。

「まあ、僕が頼たよりにならない先せん輩ぱいだからだとは思うんだけどね。自分で言うのもなんだけど、僕ってなかなか頼りがいのない男だから」

「…………」

「栗栖ちゃんってさ、一見、社交的で天てん真しん爛らん漫まんな性格をしているように見えるんだよ──でも、本当は違う。あの子は、そんな単純にはできてない」

　あの真まっ直すぐさを支える、一ひと筋すじ縄なわではいかないものが。

　あの眩まぶしさを生み出している、暗い陰かげが。

　そんななにかが、あるんじゃないのだろうか。

　もしかすると僕らしい『気のせい』なのかもしれない。

　けれど、ただ、僕にはそう見える。

「誰だれとでも別わけ隔へだてなく仲良くできるいい子なんだけど──肝かん心じんなところで、栗栖ちゃんは誰にも心を許してない。人を頼ったりするのが苦手みたいなんだ」

　たとえば、勉強のこと。

　栗栖ちゃんと同じく、不自然に苦手な教科がある神楽かぐら井い先せん輩ぱいは、真っ先に僕を頼ってくれた。自分から僕に連れん絡らくし、きちんとお願いしてくれた。

　しかし──栗栖ちゃんは違う。僕が、『なにかお願いはない？』と、半ば押おし売うりのように申し出て、そこで初めて僕を頼ってくれたのだ。

　もしも僕から言わなければ、彼かの女じよは、僕に『地理を教えて欲ほしい』なんて、頼たのむことはなかったと思う。

　できなかったと思う。

「どこか、線を引いてるんだよね。みんな、そういう線は引いてるんだけど、栗栖ちゃんはそれを他ほかの人よりずーっと手前で引いてる」

「ア、アン！（そ、それは）」

　クリスが、感情に揺ゆれる目をこちらに向けた。

「アンアン（だって……私が、違う世界の人間で、魔法使いだってことは、隠しておかなきゃならないから……）」

　僕には犬の言葉はわからないから、構わず続ける。

「別に、なにか隠し事をしているとか、人には言えない秘密があるとか、そういうのは全然構わないんだよ。誰にだってそういうのはあるからね」

　しかし。

　隠し事があることと心を許すことは、また別のことだろう。

　そして──それはなにも、矛む盾じゆんすることではない。

　両立できないことはないはずだ。

「まだ学生なんだから──まだ子供なんだから、もうちょっと周りに弱みを見せてくれても、いいと思うんだ……」

「…………」

「ま、やっぱり僕が頼りにならないのが悪いんだと思うけどね」

　少し自じ嘲ちよう気味にぼやくと、

「アンっ！（それは違いますっ！）」

　クリスが勢いよく吠ほえて、まっすぐ僕の目を見た。

「……アンアンアン（……籠島先輩は、頼りなくなんかないです。……えと、頼りがいがあるってわけでも、ないですけど……う、うまく言えないんですけど、籠島先輩は、すごく、あったかいから……）」

「…………」

「……アン（……悪いのは、私です。私が、周りの人を頼るのが苦手だから……。昔からずっと、そういう風に生きてきたから……。だって、私は……ママの……シュレイ家の娘むすめで……そして、栗栖の家の──）」

　そこで、クリスは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、顔を伏せた。

「アンアンアン……（こっちの世界での研修も、全部一人でやるつもりでした……。でも、籠島先輩に魔ま法ほうを使ってるとこ見られたり、家に泊とめてもらったり、部活に誘さそってもらったりして……なんか、全然一人じゃなくなっちゃったんですよね……）」

「…………」

「アンアン（だから、だから籠島先輩は──）」

　ぽん、と。

　鳴き声を遮さえぎるように、クリスの頭に手を置いた。

「なに言ってるか全然わかんないよ」

「ア、アゥー」

「でも、ありがとう」

　よしよし、と頭を撫でた。

　言葉は通じないけれど、気持ちは少しだけ通じた気がした。クリスの想おもいが、鳴き声や仕草からなんとなく感じ取れて、胸が温かくなった。

「ア、アン（あ、あの）」

　やがて、クリスがためらいがちに鳴く。

　僕はゆっくりと目を閉じて、その声に耳を傾かたむけた。

「ア、アンアン……（わ、私、父が早くに亡くなってて、だから、男の人に甘えるのとか、ちょっと憧あこがれてて……そ、その、さっき籠島先輩、言ってましたよね……だから）」

　クリスは──言う。



「もっと甘えても……いいですか？」



　突とつ如じよ風ふ呂ろ場ばに響ひびいた舌っ足らずな声に、僕は目を閉じたまま深く考えもせずに、

「うん。いいよ」

　と、頷うなずいた。

　…………。

　………………。

　あ、あれ。

　なんで女の子の声が……？　栗栖ちゃんっぽい声が……？

　僕は──おそるおそる目を開けた。



　全ぜん裸らの栗栖ちゃんがいた。



　目を閉じた。

　いやいやいやいや。ちょっと待ってちょっと待ってちょっと待って。

　幻げん想そうだよね、妄もう想そうだよね。蜃しん気き楼ろうだよね。あれえ、僕、欲求不満なのかな……。

　よし、一回落ち着こう。深呼吸深呼吸。うん、大だい丈じよう夫ぶ。もう一度目を開けたら、思春期の男子にありがちな妄想は綺麗に消えてなくなるはずだ。

　目を開けた。

　やっぱり全裸の栗栖ちゃんがいた。

　人間に抱っこされた小型犬のような体勢で、僕と一緒の湯船に浸かっているではありませんか。お湯に濡ぬれた髪かみや肌はだがやけに艶なまめかしい。

　……ちょっと待てーい、なんだこの状じよう況きようは。男として喜ばなきゃならんところなのかもしれないけど、急展開過ぎて頭が大パニックである。

　いや、でも、アレだなあ。

　現実だと、湯気って仕事しないんだなあ。光も入らないし。

　なんか、いろいろと全部丸見えなんだけど……。

「どうしたんですか、籠島先輩？　急に固まっちゃって？」

　きょとん、と不思議そうに首を傾かしげる栗栖ちゃん。

　え、なんでこの子はこんな平然としてるの？

「く、くくくく、栗栖……ちゃん」

　震ふるえる声で言う。

「な、な、なにしてるの？」

「……………え？」

　栗栖ちゃんは目を丸くし、そのままゆっくりと視線を落として、自分の体を見た。

　全裸の──生まれたままの自分の姿を。

















「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」



　サイレンの如き悲鳴が浴室に轟とどろいた。

「なな、なんで、なんでえ!?」

「なんではこっちのセリフだよ！」

　僕は犬と一緒にお風呂に入ってたはずなのに！

　ていうか、クリスはどこ!?　どこいったのあの犬？

「う、うぅうぅ、か、籠島先輩のエッチぃっ！」

「いや！　僕悪くないよね!?　僕は自分んちでお風呂入ってただけだよ！」

「と、とにかく見ないでくださいぃ！」

　叫さけびながら、栗栖ちゃんは両手で僕の目を塞ふさいだ。なるほど、咄とつ嗟さの判断としては間ま違ちがっていない。これなら確かに僕は栗栖ちゃんのヌードを目撃できない。自分の体を手で隠すよりもずっと意味のある行動である。

「──ってこれ、僕は丸見えのままだよね！」

　籠島諦、ただいま絶賛全裸中！

「わ、私は見たくて見てるわけじゃありません！」

「僕だって見たくて見たわけじゃないよ！」

「じゃあ見たくなかったんですか!?」

「な、がっ」

　言葉に詰つまった。僕の正直者ぉ！

「……く、栗栖ちゃん。あのね、きみはきみでもちろん恥ずかしいと思うんだけどね、僕も僕ですっごく恥ずかしいんだよ？」

「でで、でも、男の人は見られたら喜ぶんじゃないですか!?」

「それは一部の人だけだよ！」

「じゃあ籠島先輩は私に見られて嬉うれしくなかったんですか！」

「な、がっ」

　言葉に詰まった。僕のド正直者ぉ！

「ね、ねえ栗栖ちゃん。ここ、僕の家のお風呂なんだけど……なにしてるの？」

「そそそそそれは…………」

　凄すさまじい口ごもり具合だった。

　そこで──不意に全すべてが繋つながった。

　放課後の部室。織野さん。犬のクリス。全裸の栗栖ちゃん。

　数々のピースが頭の中で組み合って、ひとつの絵を創つくり上あげる。

「……わかった。全部わかったよ、栗栖ちゃん」

「な！　え、そんな……」

「栗栖ちゃん、きみは──」

「うぅ……」

「──放課後から今の今まで全裸だったんでしょ？」

「……へえ？」

　気の抜ぬけた声がしたが、僕は名推理を続ける。

「織野さんが言ってたもんね。『栗栖ちゃんは全裸で奇き声せいを発しながらどっか行った』って……。そして、今目の前にいるきみもすっぽんぽん。さらに栗栖ちゃんの趣しゆ味みであるコスプレ。このことから導き出せる結論はひとつ！」

　いま明かされる衝しよう撃げきの事実！

「あのローブの中って、全裸だったんだね！」

「え、ええええ!?」

　なんてこった。母親から受うけ継ついだ強力なローブ──という設定の衣装の中は、ずっと全裸だったのか。

　あのときも、あのときも、あのときも……。

「ち、違ちがいますよ！　ローブの中には正式な装束を着てますから！　ローブの中は全裸とか、ただの露ろ出しゆつ狂きようじゃないですか！　い、今裸なのは、魔法薬を間違って被こうむって、今まで犬になってて……」

「え。栗栖ちゃん、犬になってたの？」

「…………う、嘘うそです。実は籠島先輩の言う通りです！　全裸にローブで町をうろうろしてました！　それで籠島先輩が気持ちよさそうにお風呂に入ってたから、つい突とつ撃げきしたんです！」

「へ、変態だあ。変態がここにいる……」

　大変だー。

　僕の後輩が変態だったー。

　コスプレ娘じゃなくて、ただの露出狂だったー。

「そうです！　私、変態なんです！　籠島先輩の股間が気になってしょうがなかったんですよ！　あは、あはははははは……」

　自じ暴ぼう自じ棄きここに極きわまる、という感じの乾かわいた笑えみだった。

　このままここにいたら、この変態になにをされるかわからなかったので、僕はダッシュで風ふ呂ろ場ばがら逃にげ出した。

　浴室では、自じ虐ぎやくを通とおり越こして自分を虐ぎやく殺さつしてしまいそうな笑い声だけが、延々と響いいていた。

　いやー。

　やっぱ、栗栖ちゃんは妹にしたくないや。

　痴ち女じよはちょっと、ね。





　後日談、のようなもの。

　翌日。僕は教室に入るなり織野さんに土下座した。クリスを逃にがしてしまったことを謝るためである。お風呂場に栗栖ちゃんが乱入した騒さわぎでいなくなってしまったのだ。あれから朝まで徹てつ夜やで町まち中じゆうを探し回ったのだけど、どこにもいなかった。

　自分が情けなくてしょうがない。

　織野さんの知り合いになんて謝ったらいいんだ……。

　と、思っていたのだが、織野さんから「クリスは勝手に飼い主の元に帰った」と聞いて、胸を撫なで下おろした。

　なんて利口な犬なんだろう。あー、よかった。

　ちなみに、露出狂の栗栖ちゃんには『なにか悩なやみがあるなら、なんでも相談に乗るからね』と先輩らしいメールを送っておいた。

　そしたら『頼りになる先輩がいて、私はとても幸せです』と返信があった。普ふ段だんは絵文字も交えたかわいいメールをくれるのに、今回は皆かい無むだった。

　すっごい嫌いや味みっぽい気がしたけど、そんな風に邪じや推すいするのはよくないので、僕は好意的に受け止めて、「頼りになるだなんて、照れるなー」と、照れた。










　　　第二章　籠かご島しま諦あきらの日常──桔き梗きよう院いん柚ゆず希きの場合





『桜の木の下で告白すれば必ず成功する、ねえ……』

『…………』

『どこにでもあるようなくだらない都市伝説かとも思いましたけど、調べておいて正解でした。やはり妖よう怪かい絡がらみでしたよ。……あの、聞いてますか、玉たま音ね様？』

『お、おう。聞いておる。しかし、お前が持たせてくれたこのけーたいでんわじゃが、どうにも慣れぬな。本当に儂わしの声がお前に届いておるのか……』

『大丈夫です、ちゃんと聞こえてますよ』

『う、うむ』

『話を戻もどしますよ。ここの桜の木に宿っていた霊れいですが、戦国時代のお姫ひめ様さまと侍さむらいの霊でした。身分の違いから結ばれることのなかった、悲しい二人です』

『確かその辺りは、昔は城だったと言っていたな。なるほど、姫ひめ君ぎみと家臣の無念が今もなおこの世に留とどまり続けていたということか。ありがちな話じゃのぅ』

『ありがちってことは、よくあるってことですからね。この二人はもう自分が人間だったことも忘れて、妖よう怪かいになりかけていますけど』

『それもまたよくある話じゃ』

『今のまま、人の恋こい路じにちょっと手を出す程度なら放っておいてもよかったんですけど……それだけじゃ済まなくなってましたからね』

『「男女を一定距きよ離り以上離れられなくする呪のろい」じゃったかの。ふん。確かに面めん倒どうといえば面倒な呪いじゃな』

『ええ。まあ、妖怪化する前になんとか札に封ふうじることができてよかったです。今から帰って、家で丁てい寧ねいに除じよ霊れいするのがベストでしょう』

『うむ。わかった』

『はい。では、今から帰ります。……ん？　あれ、呪符が──』





　なにかが、体の中に飛び込んできたような気がした。

　部室のドアをがらりと開けた瞬間に、なにかが。

「あ、桔梗院さん。やっほー」

　テーブルの上にあるお札を眺ながめていた桔梗院さんに向けて元気に挨あい拶さつ。しかし彼女は僕を一いつ瞬しゆんだけチラ見した後、またお札に視線を戻した。

　……うん。相変わらずのシカトっぷりだ。「あ、こいつならシカトでいいや」って感じだったよ、今。

「あれ……大人しくなったわね。暴れ始めたのかと思ったのに」

「今日は桔梗院さんひとりなの？」

「あーうんそうみたい。……気のせいだったのかしら。今、妙みような力を感じたんだけど」

　僕を適当にあしらいながら、桔梗院さんはお札とにらめっこする。まあ、今日は反応を返してくれるだけマシな日だろう。

「あんた、なにしに来たの？」

「特になにってのはないんだけど……。勉強でもしようかと思って」

「あっそ」

　素っ気なく返事をすると、桔梗院さんはいきなり鞄かばんに私物を詰め込み始めた。

「どうしたの、そんなに急いで？」

「帰んのよ。あんたと二人っきりとか嫌いやだから」

　……キツいなぁ。

　毒どく舌ぜつじゃなくてただの本音を言われてる気がするから、本気で心が折れそうだ。

　別れの挨拶もせずに駆かけ足あしで部室から出ていこうとする桔梗院さんを見送りながら、僕は椅い子すに座すわった。さて、勉強するか。一人でも寂さびしくないもんね。

　そのときだった。

「──なっ!?」

　部室から出ていこうとした桔梗院が、あと一歩というところで、ぴたりと動きを止めたのである。

　本当にぴたりと止まってる。上げた足を下ろせずにいた。そこは、僕から大体三メートルぐらいの位置。

「ま、まさか……」

　ぎぎぎ、とロボットみたいな動きでこちらを振ふり返かえる。

「の、呪われたの……？　こいつと……？　こいつから一定距離以上、離れられないの？」

　頬ほおを引ひき攣つらせながら言って、桔梗院さんはその場にへたり込んだ。

「嘘でしょ……あり得ないあり得ないあり得ない。しかも、よりにもよってこいつが『主しゆ軸じく』だなんて……。あたしばっかり離れられなくなってるじゃない……」

　ぶつぶつと独り言を呟つぶやいた後、再び立ち上がり、もう一度部室から出ていこうとするが、やはり途と中ちゆうでぴたりと動きを止めてしまう。

　……なにやってんだろう。得意のパントマイムの練習かな？

「駄だ目めだ……。やっぱり、離れられない……」

　ため息混じりでそう言うと、桔梗院さんは入り口からこっちに戻って来て、ぼくの対面に座った。

「あれ。帰るんじゃなかったの？」

「……やっぱ、あたしも勉強してこうかと思って」

「え、本当に？」

　ぱあ、と心が明るくなった。なーんだ、思ったよりも嫌きらわれてないみたいだな。心配して損した。

「……ウザい。こいつのにやけ面づら、本気でウザい……」

　桔梗院さんが恐おそろしく低い声でなにか言っていた気がしたが、そんなことは全く気にならなかった。





　というわけで、二人っきりの勉強会スタート。

「というわけです……。すいません、玉音様。あたしのミスで面倒なことになってしまって……。その、助けに来てくれませんか……。自分で自分を除霊するのは、難易度が高く、制約が多くなるので……はい、はい。ありがとうございます」

　勉強会が始まるとすぐに部屋の隅すみに行って電話をしていた桔梗院さんが、ようやくテーブルに戻って来る。

「今の、玉ちゃん？」

「うんそう。もうすぐここに来るから」

「え。どうして？」

「んなのあんたには関係ないでしょ」

　キッ、と睨にらまれて押おし黙だまる。だって怖こわいんだもん。

　そのまま、黙もく々もくと二人で勉強を続けた。

　……あんまり楽しくないなー。せっかく二人で勉強してるんだから、もっとおしゃべりしながら和気あいあいと勉強したい。

「あ、あのさ」

「黙れ」

「……はい」

　怖いよー。なんでこんなに機き嫌げんが悪いんだろ。僕、なんかしたっけかなぁ。

　これ以上チャレンジする元気と勇気はなかったので、桔梗院さんに合わせて黙々と勉強することにした。

　英文をノートに書き写していると、使っていたシャープペンの芯しんの先が折れて、ぴゅーん、と後ろに飛んで行った。

　シャープペンを使ってるとよく起こるあの、ぴゅーん、である。

　普段なら放っておくところだが、対面の桔梗院さんの視線が気になったので取りに行くことにした。よし、ここでいい人アピールをしておこう。

　テーブルからだいぶ離れた位置──大体三メートルくらいの位置に落ちた芯を取りに行く。一秒でも早く回収しようとダッシュしたら──

「うごっ！」

　後ろから、呻うめき声ごえが上がった。

「どうしたの桔梗院さんっ!?　そんな、まるで机にみぞおちを強打したような声を出して！」

　慌てて駆かけ寄よると、彼女は腹部を押おさえてうずくまっていた。

「……な、ん、でもな、い……」

　凄まじい瞳ひとみで僕を睨む。親の仇かたきを見る目だった。

「大だい丈じよう夫ぶなの……？　すごく、苦しそうだけど……」

「放っといて……」

　か細い声で言いながら、みぞおちを押さえる桔梗院さん。

　駄目だ。

　こんなに苦しんでいる女の子を放っておくなんて、僕にはできない！

「待っててね桔梗院さん！　今、保健の先生呼んでくるから！」

　僕は部室の出入り口に駆けた。ちなみに、今の状況とはなにも関係ないかもしれないけれど、僕は出入り口が背中になるように座っていたので、必然的に桔梗院さんは出入り口とテーブルを挟はさむように座っている。

　僕は、かつてないほどキレのいいスタートダッシュを決めていた。

　友のためなら、僕は限界以上のスピードが出せる──気がする。

　今ならわかる、太だ宰ざい治おさむが『走れメロス』を執しつ筆ぴつしたときの心情が。たぶん。

　全力をはるかに上回る、百二十パーセントの力で走り出す──

「うごっ！」

　呻き声再び。

　さっきよりも格段に大きかった。

　僕ぼくがテーブルから三メートルぐらい離はなれたときのことだった。

「き、桔梗院さん!?」

　振り返ると、桔梗院さんは机に突つっ伏ぷして、ピクピクと全身を痙けい攣れんさせていた。

　まるで、短時間に同じ部分を続けて強打したかのような反応である。テーブルの位置がかなりズレていたのは、桔梗院さんが腹痛のせいで暴れたからだろう。

　まずいぞ。これはただの腹痛じゃなさそうだ。

　くそっ！

　こんなときに、腹痛のプロフェッショナルの織おり野のさんがいれば……！

　自分の無力を悔くやんでいると、桔梗院さんが震える手で、ちょいちょい、と僕を手招きした。

「なに、どうしたの!?　僕にできることがあったらなんでも言ってよ！」

　近寄ると、がしっと両りよう肩かたを掴つかまれた。

「……お、お願いだから、どこにも行かないで。ふらふら歩き回ったりしないで、ずっと、ここにいて……」

　らしくもない弱々しい声で言いながら、潤うるんだ瞳で上うわ目め遣づかいに僕を見る。



「ずっと、ずっとあたしのそばにいて……」



　ひどく必死な様子で、桔梗院さんは言った。

「…………」

　不覚にも、どきっとしてしまった。不意打ちを食くらった気分だ。

「え、えっと……桔梗院さん」

　僕はドギマギしながら問う。

「今のって、プロポーズ？」

「──っ！」

　林りん檎ごのように赤くなった桔梗院さんに頭ず突つきされて、大ダメージを負った。

　あまりの痛みに「うぎゃああ！」と床ゆかをのたうち回ったら、テーブルから三メートルぐらい離れた辺りで、また桔梗院さんが「うごっ！」となっていた。

　……いろいろと大だい惨さん事じである。





　桔梗院さんの原因不明の腹痛も治まって、勉強を再開。

「あ、そういえば」

「死ね」

　……順調に機嫌が悪くなってますね、桔梗院さん。しかし毒舌と罵ば声せいに対して耐たい性せいが備わりつつあった僕は、めげずに話を続けてみた。

「そういえば、前の学校と、勉強の進み具合の差ってなかったの？」

　桔梗院さんは少し前に京都から転校してきた。当初は刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きを纏まとっていたが、今ではだいぶ丸くなっている。

　友達こそあまり多くないみたいだけれど、それ以外は特に問題なく過ごしているように見える。僕が知る限りでは、勉強面でも苦労している様子はなかったようだけど。

「……こっちの学校が少し進んでたけど、なんとかなってるわよ」

「へえ。誰か、先生が手伝ってくれたの？」

「ううん。教師じゃないわ」

　かったるそうに言って、とんとん、とプリントを指で叩たたいた。そこにある文字は桔梗院さんの達筆ではなく、丸っこい女子らしい文字だった。

「それ、もしかして織野さんのノートのコピー？」

「そ。あいつがくれるっていうから、ありがたく使わせてもらってんの」

「へえ……」

　少し意外だった。

　織野さんと桔梗院さんって、てっきり仲が悪いのかと思ってたのに。

「最初は神楽かぐら井いにでも頼もうかと思ってたんだけどね。あいつ、一応、先せん輩ぱいだから。けど、ね……」

「あー、うん……」

　あの人、勉強苦手だからなあ。

　古典が特に駄目で、それ以外の教科もまあ、普ふ通つうに苦手なようである。

　コンピューター関連の知識はすごいけどそれ以外はからっきし。「わ、私の時代ではこんなことは習わなかったんだ！」と意味不明な言い訳をしてる辺りがまた見苦しいのだ。

「そしたら織野が、頼んでもないのに各教科のノートのコピーを貸してくれたのよ。ま、別にそこまで困ってたわけじゃないんだけどね。突っ返すのも悪かったからもらってやっただけだし」

　後半はやたらと早口だった。素す直なおに助かったって言えばいいのに。

「織野さんらしいね。でも、ちょっと驚おどろいたよ。桔梗院さん、いつの間に織野さんと仲直りしたの？」

「いや、仲直りっつーか……。別に、元々喧けん嘩かしてないしね」

「そうなの？」

　僕の記き憶おくでは、転校初日から険悪なムードだった気がするけど。

　ていうか、桔梗院さんの方から全力で喧嘩を売りにいってた気がするけど……。

「あたしはただ、織野みたいに真面目まじめで優等生ぶってるいい子ちゃんが嫌いなだけよ。あーゆーお節せつ介かい焼やきは、昔っからどうも気が合わなくてね。見ててイライラすんの」

　……ひねくれてるなー。

「そんなこと言ったら織野さんがかわいそうだよ……。ノートのコピー貸してもらってるんだからさ」

「……別に」

　桔梗院さんは目を逸そらし、小さな声で言う。

「……別に、あいつみたいな奴やつが嫌いって言っただけで、あいつが嫌いだとは一言も言ってない……」

　その呟きに、自分の頬が緩ゆるむのがわかった。

　やっぱり桔梗院さんって、本当はいい子なんだよなー。

「なるほどねえ。それなら、織野さんがやたらと桔梗院さんに突っかかってたのも、おんなじ理由かな？　ちょっと苦手なタイプだった、みたいな」

「いや、織野があたしに突っかかってきたのは、単にあいつがあんたを──」

　桔梗院さんはそこで言葉を止め、じーっと、値ね踏ぶみするような目で僕を見た。

「え……な、なに？」

「べーつにー。物好きもいたもんだなー、って思っただけ」

　気だるげに言って、それから少し身を乗り出し、

「ねえ。あんたと織野って、どういう関係なの？」

　と、尋たずねてきた。

「どうって……普通の友達だよ」

「ふーん。どーゆーなれそめ？」

　僕と織野さんのなれそめ。

　桔梗院さんのなにげない質問で、僕はふと回想する。

　ほんの少しだけ、昔の話を。

　僕と織野さんが、初めて言葉を交かわした日のことを──





　僕と織野さんは中学校は別だった。一年次はクラスが違ったので、僕が織野さんの存在を知ったのは二年生になってからである。

　一学期最初のホームルームで役員決めをするとき、織野さんは自ら立候補して委員長となり、僕はじゃんけんに負けて副委員長となった。

「これからよろしくね、籠島くん」

「うん。よろしく、織野さん」

　それが──僕らの出会いだった。





「──って普通かっ！」

　僕の話が終わると、桔梗院さんが全力で突っ込んだ。

「全然普通じゃない！　遠い過去を見る目で哀あい愁しゆう漂ただよわせながら思わせぶりに話すから、なにがあるかと思えば、どこにでもいる高校生みたいな出会いじゃない！」

「そりゃ僕らはどこにでもいるような普通の高校生だしね」

　変なことを期待されても困る。

　実は幼い頃ころに一度会っているとか、そんなロマンチックな展開はないのだ。

　桔梗院さんは大きくため息をつき、

「ああ、そういえば、土つち御み門かど仙せん三ぞうからあんたに手紙来てたわよ」

　と、思い出したように言った。

「土御門さんから？」

　土御門仙三というのは、先日僕を騙だまして十万円を奪うばった詐さ欺ぎ師しのことである。奪われたお金は七割返ってきてるんだけど、残り三割はまだ。

「……ったく。あいつ、住所がわかんないからってあたしんとこに送りやがって」

　桔梗院さんが愚ぐ痴ちりながら取り出したのは──折おり鶴づるだった。

「なにこれ？」

「手紙よ。今朝あたしんとこに飛んで来たの。開けば読めるから」

　なぜ折り鶴なのかさっぱりだったが、そんなことを気にしてもしょうがないので、僕は折り鶴を開き、中の文章を読んだ。

「なんだって？」

「長々と書いてあるけど……要約すると『競馬で負けちゃったから、お金はもうちょっと待って』だってさ」

「…………」

　呆あきれてものも言えない様子の桔梗院さん。

「ま、しょうがないよね。気長に待つとするよ」

「のん気なもんね。あんた、あいつのこと恨うらんでないの？」

「んー。正直あんまり。いいように騙されちゃったけど、七万円は返ってきたし、残りの三万円もそのうち返してくれるって約束してるし」

　それに、と僕は言う。

「あの人って、悪人じゃなさそうだったからさ」

「……はっ。ばっかみたい。お人ひと好よしにもほどがあるでしょ」

　桔梗院さんは苦々しい表情で吐はき捨すてた。そして少し間を空けてから、

「……悪人じゃなさそう、ねえ……」

　小さな声で、言葉を転がすように言った。

「確かにこないだの件は、あいつだけが悪いとは言い切れないのよね。まあ、あいつが悪いことに変わりはないけど」

「どういうこと？」

「あいつの話を聞く限りじゃ、どうも協力者が──いや、共犯者がいたっぽいわ。そいつが、土御門仙三にこの町で詐さ欺ぎをするように指示したそうよ」

　指示した、ということは、その共犯者は、土御門さんよりも立場が上だったということか。となれば、それはもう共犯者ではなく──その人こそが主犯なんじゃ。

「それは……誰だれなの？」

「わかんない。土御門仙三はそいつの代理人にしか会ってないそうよ。情けないことにね」

　そう言い切り、桔梗院さんは皮肉げに笑った。しかしすぐに笑みを消し、鋭するどく細めた目で窓の外を眺めながら、

「……でき過ぎてる気がするのよね」

　と、言葉を漏もらした。

「土御門の詐欺は、あたしがこの町に越して来たのとほぼ同時に始まった。まるで──あたしの転校に合わせたみたいにね。……てか、あたし、本当はこの高校に転校する予定じゃなかったのよ」

「え。そうなの？」

　あまりにもあっさりと言う桔梗院さんに、反射的に問い返してしまった。

「本当は青森の恐おそれ山ざんの近くにある高校に行くはずだったの。けど、そこが急なトラブルがあったとかで無理になったから、急きゆう遽きよこの高校になったってわけ」

　だからあんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校してきたのよ、と、つまらなそうに言った。

　そんな事情があったのか……。

　神楽井先せん輩ぱいは「平成文学において、転校生が中途半端な時期に転校して来ることはもはやお約束であり、突っ込んじゃいけないところだな。展開に困ったらとりあえず転校生がやってくるのが学園モノの王道だ。『親の仕事の都合』という、とても便利な言い訳を引っさげてな！」とか得意顔で語っていたけど、そういったものとは違い、桔梗院さんにはきちんとした理由があったらしい。

「だから、狙ねらいすましたようにあたしの転校と重なった土御門の件が、どうにも引っかかってね……」

　口をへの字に引き結び、考え込んでしまう。なんとなく雰囲気が重くなりそうだったので、僕は明るい口調で話を変えた。

「でもよかったよ、桔梗院さんの転校先が急に変へん更こうになってさ」

「はあ？　なんでよ？」

「だって、そのおかげで桔梗院さんと友達になれたから」

「…………」

　一瞬、呆あつ気けに取られた表情をした後、桔梗院さんは盛大なため息を吐ついた。

「……ったく。あんたに真面目な話をしたあたしが馬ば鹿かだったわ」

　呆れた声だったけど、桔梗院さんの口元には小さな苦く笑しようがあった。





　緩いような締しまったような微び妙みような空気のまま、勉強会は続いた。

　しばらくして、僕はトイレに立った。小さい方である。一番奥おくの便器が一番綺き麗れいだったので、そこで用を足すことにした。

「…………」

　ファスナーに手をかけたところで、横から妙な気配を感じた。

　そういえばさっき、僕がトイレの入り口から三メートルの辺りまで歩いたときに誰かが入ってきたようだったけれど、その人だろうか。

　ふと横を向いて──驚きよう愕がく。

「き、桔梗院さんっ!?」

　耳まで真っ赤にした桔梗院さんがつっ立っていた。「……なんであたしがこんなことになんであたしが……」と呟きながら、ぎゅっとスカートを握にぎり締しめている。

「な、なにしてんの!?　ここ男子トイレだよ!?」

　びっくりしたなもう。危あやうくちびるところだったよ。

「……ま、ま」

「ま？」

「間ま違ちがえた……」

「間違えたの!?」

　ドジっ娘こだったのか！

　いやしかし、そう言われるとなにも言えない。

　間違えたんならしょうがないのだ。

「そうなんだ……。は、はは、おっちょこちょいだね……」

「……うん。あたし、おっちょこちょいなの」

「は、はは。まったく困ったもんだね……」

「そうね……」

「…………」

「…………」

「あの……出てってくれると、ありがたいんだけど」

















　それができたら苦労しねえんだよ、という目で睨まれた。凶きよう悪あくな視線にこっちがビビっていると、桔梗院さんは荒あら々あらしい口調で言う。

「ほら、いつまでボケッとしてんのよ！　す、す、するんなら、さっさとしなさいよ！」

「見届けるつもりなの!?」

　間違いを改めないつもりか！

　過ちて改めざる是これを過ちと謂いう、とかなんとか昔の人も言ってるというのに！

「ええと……その、もしかして、僕の、その、排はい泄せつシーンが見たい、の？」

「はあっ!?」

「いや、あの、僕はまだそういう境地には辿たどりつけてないっていうか……。僕の性せい癖へきは極きわめてノーマルだから、桔梗院さんのアブノーマルな趣しゆ味みにはついてけないよ？」

「待ちなさいよ！　なんであたしがアブノーマルってことになってんのよ！」

「……だって桔梗院さん、妹とオムツで遊んでるし」

「なっ!?　あ、あんた……まだ覚えてたの、それ」

　そりゃね。そう簡単には忘れられませんよ。

　墓場まで持ってく気まんまんだから。

「あ、もちろん、誰にも言ってないから安心してね」

「……ソレハドウモアリガトウ」

　桔梗院さんは頬を引き攣らせながら、棒読みでお礼を述べた。嫌いや味みっぽかったが、まあそんな風に深読みしたりせず、素直に感謝の気持ちを受け取ろう。

「……ねえ。そこの一番奥の便器じゃなくて、こっちの便器になさいよ。こっちだったら、ギリギリなんとかなるかもしれないから」

「え、なにが？」

「ああもう！　いいから、こっちに来いっ！」

　胸むなぐらを捕つかまれ、力づくで桔梗院さんのそばにあった便器──入り口から三メートルぐらいの位置にある便器に押おし付つけられた。

　すると桔梗院さんは、早足で男子トイレから出て行った。

　頭の中が疑ぎ問もん符ふでいっぱいだったけど、僕はとりあえず用を足して、トイレから出た。

　入り口ではなぜか桔梗院さんが待っていて、二人で一いつ緒しよに部室に帰った。

　……あれ。なんかすっごく仲いい友達みたいだ。





　桔梗院さんの不ふ機き嫌げんさが留とどまるところを知らなかった。

　とんとんとんとん、と短い感覚で指を叩きつけ、頻ひん繁ぱんに携けい帯たいで時間を確かく認にんしている。眉まゆ根ねが寄り過ぎてくっついちゃうんじゃないだろうか、と心配になった。

　さすがの僕もここで話を振る勇気はなかったので、黙って勉強を続ける。

「うざいから死ね」

「いきなり!?　僕、なにもしてないよね！」

「存在がうざいのよ。……ああ、もう。玉音様、なにしてんのかしら。すぐ来るって言ってたのに……」

　鬱うつ陶とうしそうに言って、そわそわとし始める。

　その様子は、イライラしているというよりは、焦あせっているような──

「…………っ」

　突とつ如じよ、がたん、と椅子を倒たおしながら、桔梗院さんが立ち上がった。わなわなと肩かたを震ふるわせながら、必死の形相で言う。

「……ね、ねえ、あんた」

「なに？」

「トイレ、行かないの？」

「え……いや、さっき行ったじゃん。三十分前くらいに」

　ていうか、あなたも一緒でしたよ？

「そ、そう……」

　桔梗院さんは悔くやしそうに唇くちびるを噛かんだ。そして恥はずかしさと怒いかりを含ふくんだ視線を僕に向ける。

「あ、あたし、トイレに行きたいのよね」

「え……ああ、そう。いってらっしゃい」

　わざわざ言わなくてもいいのに。女子って普通、そういうの隠かくしたがるものじゃないのかな。

「だ、だ、だから、あ、あんた、ついて来なさい……」

「なんで!?」

　そこの『だから』の意味がまるでわからない。接続詞の使い方が間違っている。女子のトイレについてくとか、ただの変態じゃないか！

　まさか、僕が一緒じゃなきゃトイレに行けないような止やむをえない事情があるわけでもあるまいし。

「それは……ほ、ほら、ここのトイレ、お化けが出るって噂うわさがあって、怖いのよ」

「よりにもよってきみがそれを言うの!?」





　桔梗院さんがあまりにも切せつ羽ぱ詰つまった様子で頼たのむので、僕は渋しぶ々しぶ女子トイレについて行った。

「いい!?　ずっと他ほかのこと考えてんのよ！　こっちに耳向けないでね！　音とか聞いたら本気で殺すから！」

「……それなら、ドアからちょっと離れたところにいるよ」

「だ、だめ！　絶対ドアのそばにいて！　そうしないと届かないから！」

　わけがわからないよー。

　桔梗院さんはぎゃあぎゃあと僕を怒ど鳴なりつけると、個室に入っていった。

　しかし、さすがに女子トイレの中でずっと待っているのはまずいだろう。ここはあまり人が来ない階だけど、人通りがゼロというわけじゃない。

　そういうわけで、僕はすぐさまドアの前から移動した。

　ごんっ、と。

　背後から小気味のいい音がした。音から察するに、桔梗院さんがドアに頭でもぶつけたのだろう。

「桔梗院さーん、ドアに頭突きしたら駄目だよー」

「…………殺す殺す殺す殺す……」

　ドアがぎぎぃー、と開き、中から悪あく魔まが──いや、悪魔みたいな目をした女子高生が現れた。僕は首根っこを捕まれ、力づくでドアの前に正座させられ「あたしが出てくるまでここに正座してろ！　わかった!?」と怒鳴られた。

　状じよう況きようはさっぱりと呑のみ込めなかったけど、鬼き神じんの如き迫はく力りよくに負けて、僕はこくこくと頷うなずいた。

「そ、そうだ！　ちょっと携帯貸しなさい！」

　命令に従いポケットから携帯を取り出すと、ひったくるように奪われた。桔梗院さんは手早く番号を入力し、僕に返した。

「それ、玉音様の番号だから。あたしには意識向けないで、集中して玉音様と話してなさい！　あと、ついでに早く来るように言っておいて！」

　そう言い切り、桔梗院さんは再び個室に入っていった。

　僕は指示に従い、正座のまま、携帯に残っている玉ちゃんの番号にかけた。

　最近の小学生は携帯持ってるのかー、なんて思っているうちに、

『も、もすもす！』

　と、聞き覚えのある声が聞こえた。

『うん……？　もさもさ、だったかのぅ。いや、もしもしだったか……。ううむ』

「もしもし、玉ちゃん？」

『ぬ。もしもしだったか……』

「うん。もしもしが正解だよ。久しぶりだね、玉ちゃん」

『ぬぅ、誰じゃ貴様は？』

　あ、そうか。僕の携帯からかけてるから、玉ちゃんの携帯には名前は出ないのか。

　まだ携帯に慣れていないようなたどたどしい玉ちゃんの声を聞いていて、僕の心にイタズラ心が生まれた。

「オレだよ、オレオレ」

『ぬぬ!?　貴様、さては「オレオレ詐欺」という奴じゃな！　そんな手口でこの儂わしはだませんぞ！　柚希からしっかりと教わっておるからの！』

　あまりにも綺麗に引っかかってくれるかわいい玉ちゃんだった。

「はは、ごめんね。僕だよ、僕。籠島諦」

『かごしまあきらぁ？　知らぬな。そんな奴は記憶にないわ。つくならもっとマシな嘘うそをつくのじゃな！』

　……あ、あれえ。

　僕、もしかして忘れられている？　ていうか名前覚えられてない？

　やばい、ちょっと泣きそうだ。

　仲良くなったつもりだったんだけどなぁ……。

「えっと、ほ、ほら。僕だよ。桔梗院さんの、桔梗院柚希さんの友達の、籠島」

『ふん。柚希に友達などおらんわい！』

「…………」

　なにげにディープな話だったので、ちょっと黙ってしまう。

　しかし、困ったな。玉ちゃんが僕を思い出してくれない。

『ん？　その声……もしや貴様、こないだ土御門仙三と一ひと悶もん着ちやくあったときの小こ僧ぞうか？』

「そ、そう！　あのときの小僧だよ！」

　よかった。思い出してくれたみたいだ。

『まったく、それならそうと早く言え。いったいなんの用じゃ？　というか、なぜ貴様が儂のけーたいの番号を知っておるのじゃ？』

「お姉ちゃんに聞いたんだよ。そうそう。それで、桔梗院さんが早く来なさいって言ってたよ」

『なにぃ？　……あー、あーあー、そうじゃった。柚希に呼ばれておったんじゃった。すっかり忘れておった』

「忘れてたの？」

『うむ。モバゲーに夢中になっておったら、いつのまにかこんな時間になっていた』

「……そんな理由なんだ」

　玉ちゃん、モバゲーとかやっちゃうんだ。

　なんか嫌いやだなあ……。その、キャラ的に。

『通話にはまだ慣れぬが、このモバゲーというのは本当に面おも白しろいのぅ。うむ。まあ要件はわかった。今すぐ向かうと柚希に伝えておいてくれ』

「うん。桔梗院さんに言っとくね」

『……前々から思っていたのじゃが』

　玉ちゃんが不思議そうな声で言う。

『なぜ貴様は柚希のことを「桔梗院」という呼ぶのじゃ』

「え？」

『普通に名前で呼べばよかろうに。……まあ、別になんと呼ぼうが貴様の勝手なんじゃが、「桔梗院」と呼ばれると、儂には思い当たる者が多すぎて紛まぎらわしくての』

「ああ、なるほど」

　そりゃ、玉ちゃんの名字も桔梗院だからな。妹なわけだし。

「うーん。特に理由はないんだけどね」

　基本的に相手のことは名字で呼ぶのが、僕のスタンスである。玉ちゃんみたいに小さい子は名前で呼ぶことが多いけど。

　僕が名前で呼ぶのなんて──幼おさな馴な染じみの彼かれぐらいだ。

『そうか。まあ、ちぃと気になっただけじゃから気にするな。じゃあの』

　電話が切れた。

　桔梗院さんはまだ出てこない。電話で耳を塞ふさいどけ、みたいなこと言われたけれど、外には水が流れる音しか聞こえて来なかった。

　暇ひまだったので、呼こし称ようについて考えてみる。

　けれど、今から桔梗院さんのことを柚希さんと呼ぶのは少し恥ずかしい。ていうか、桔梗院さんだけ名前で呼ぶのもなんか変だから、そうなってくると他のみんなも名前で呼んだ方がいいのだろうか。

　うーむ。

　もしかして、もっとあだ名とかでフレンドリーに呼んだ方がいいのかな。

「……よし。こんなときは誰かに相談するのが一番だ」

　僕はある人物に電話をかけた。数回コール音がし、すぐに繋つながった。

『なんだ、籠島』

　電話の相手は、神楽井先輩である。

　気を抜ぬくと忘れそうになるが、この人は先輩、一個年上なのである。人生経験は僕よりも多いはずだし、こういうときの相談相手には持って来いだろう。

「今、時間大丈夫ですか？」

『……いや、すまないが戦せん闘とう中ちゆう──いや、ゲーム中だ。だから用があるなら手短に頼む』

　焦しよう燥そう感かんに満ちた声だった。敵の罠わなにハマって、絶体絶命の状況に追おい詰つめられたかのような緊きん迫ぱく感かんが感じ取れる。

　実際大した用事でもないので、僕は手短にわかりやすく話すことにした。

「今度からもにゅみんって呼んでいいですか？」

『くたばれ』

　ブチンっ。ツーツーツー。

　…………。

　うん。やっぱり名字が一番だね。





　トイレから出てきた桔梗院さんと一緒に部室に戻もどると、玉ちゃんがいた。ぽちぽちと携帯電話をいじっている。

　いつの間にやって来たんだろう。

　さっきの電話から、まだ五分も経たってないのに。

　閉まっていたはずの窓がなぜか開いていたが、それはまあ玉ちゃんとはなにも関係ないことだろう。こんなところから出入りできるのは、魔ま法ほう使つかいか超ちよう能のう力りよく者しやか、あとは妖よう怪かいぐらいだ。

「た、玉音様ぁ……」

　隣となりの桔梗院さんは心の底から安あん堵どしたような声を出した。その目は遅おくれてきたヒーローを見る目になっている。

「もうっ。いったいなにしてたんですか？　玉音様なら一分もあれば来れると思ってたのに……。そのせいであたしは、あたしはぁ……」

　桔梗院さん、やや涙なみだ目め。

　……なんかこう、途と方ほうも無い罪悪感と「そこまで嫌がらなくても……」というやるせなさが胸にこみ上げてきた。なんでだろう？

「すまぬな、柚希。いや、儂もお前から連れん絡らくをもらってから、すぐにこちらに向かったんじゃよ。じゃが、来る途と中ちゆうで──妖怪に囲まれてしまっての」

「妖怪が？　ま、まさか、こないだ退治した奴の、残党が……」

「ん？　あー、うむ。その通りじゃ。もはやこの首くび飾かざりは効力をなくしておるとはいえ、九きゆう尾びの力を全開で使えば、どこのどいつに嗅かぎつけられるかわからんからの。故ゆえに少々時間がかかってしまった」

「そんな……。すいません、玉音様。そんな事情があったとは知らなくて」

「なーに、気にするな、柚希。大した敵ではなかったからの」

「…………」絶句する僕。

　玉ちゃん、嘘をついてる……。

　本当はモバゲーやってたくせに。恐おそろしい子。

「さてと。善は急げじゃ。さっさとやってしまうかの」

　それから僕と桔梗院さんは、玉ちゃんの指示に従って向かい合うように立った。その中間に玉ちゃんが星マークの落書きをし始める。僕は「こら玉ちゃん、学校の床に落書きしたら駄だ目めだよ」と注意したのだが、桔梗院さんに止められた。

　まったく妹に甘あまいんだから。まあ、あとから消せばいいか。

　ここは高校生らしく、小学生のお遊びには付き合ってあげるとしよう。

　星マークを書き終えると、玉ちゃんは複雑な模様が描えがかれたお札を二枚取り出した。僕と桔梗院さん、それぞれの足元に置き、目を閉じて両手を合わせる。それから、オンコロ～とか、ソワカ～、とか、意味不明な呪じゆ文もんを口にして、

「──封っ！」

　最後に一刀、僕と桔梗院さんとの間で手刀を切った。

　その瞬しゆん間かん──なにかが、僕と彼かの女じよを繋いでいたなにかが、切れてしまったような気がした。もう二度と取り戻すことができない、なにかが。

　不意に、胸の中に張はり裂さけそうな後こう悔かいが湧わいて──来なかった。なんかしょうもない失敗でできた繋がりっぽいのでどうでもいいや。

「よし。完かん了りようじゃ。あとはうちでじっくりと除じよ霊れいするのが吉きちじゃろう」

　玉ちゃんは額の汗あせを拭ぬぐい、二枚のお札をしまった。終わったならば床の落書きを消さなきゃ、と思ったのだが、なんと床の落書きは綺麗さっぱり消えていた。

　……時間が経つと消えるタイプのインクだったのかな？

「あ～～、よかったぁ」

　ほっと息を吐くと、桔梗院さんはすぐにテーブルの上のノートや筆箱を鞄かばんにしまい始めた。

「早く帰りましょう、玉音様。ここに留まる理由もありません。もうこの馬鹿とは、一秒たりとも同じ空気を吸っていたくありませんから」

　いつものように僕を罵倒してくる。

　少し悲しくなったけれど──でも、桔梗院さんがさっきまでよりもずっと晴れやかな顔になっていたので、僕は少し嬉うれしかった。

　よかった。

　なんだかよくわからないけど、さっきより元気になったみたいだ。

「……な、なんで笑ってんのよ。ほんと、馬鹿みたい……」ごにょごにょと小さな声で言って、それから玉ちゃんを窺うかがう。「さ、さあ。早く帰りましょう、玉音様」

「まあ待て柚希。そう焦ることもあるまい」

　椅い子すに座すわってくつろいでいた玉ちゃんは、「それに」と言葉を続ける。

「お前が今朝忘れたものもついでに持ってきてやったぞ。感謝せい」

「忘れ物？」

「これじゃ」

　どん、とテーブルの上に黒い風ふ呂ろ敷しき包づつみを置いた。包みを解くと、中から出てきたのは漆うるし塗ぬりの重箱だった。

「今朝、早くから起きてなにをしているのかと思えば……まさか菓か子しを作ってるとは思わんかったな。確か『くっきー』とかいう洋よう菓が子しじゃろ？　普ふ段だん料理なぞせんくせに、いったいどういう風の吹ふき回まわしじゃ？」

「そ、それは……」

「しかもそれを忘れていくとは。柚希も案外抜けておるの。どれ。せっかくじゃし、ここで食べていくとしよう。小僧、貴様も食べていけ」

「いいの？　それならありがたく頂ちよう戴だいしようかな」

「だ、駄目っ！」

　いきなり桔梗院さんが声を張り上げたが、時ときすでに遅おそし。

　玉ちゃんはすでに、重箱の蓋ふたを開けていた。

「うっ」

　その中身を見た瞬間、玉ちゃんは顔をしかめた。僕も続けて中身を覗のぞいた。

　漆塗りの高級そうな箱に入っていたのは──黒い物体だった。

　黒というか、焦こげ茶ちやというか、黒炭というか。

　端たん的てきに言えば、腕うでのいい職人が焼いた瓦かわらっぽかった。

「……忘れてきたわけじゃないんですよ、玉音様。失敗したから置いて来たんです」

　自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべて、桔梗院さんは小さく言った。

「す、すまん。柚希。儂はてっきり……」

「いえ、いいんです。さ、早く帰りましょ」

　桔梗院さんが重箱の蓋を閉めようとしたとき。



「二人とも食べないの？　だったら僕が食べちゃうよ」



　僕はそう言って、黒いクッキーをひとつ掴つかみ、口に運んだ。

　パクっ。ジャリジャリっ、ゴリゴリっ、ごっくん。

「うわ、すっごくおいしい。桔梗院さん、料理上手なんだね」

　素す直なおな感想を述べると、クッキーの作り手はすごい剣けん幕まくで詰つめ寄よって来た。

「あ、あんたなにやってんのよ！」

「え？　玉ちゃんが食べていいっていうから……。食べちゃ駄目だった？」

「いや、そういうわけじゃないけど……だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「なにが？」

「なにがって……その、味とか」

「味？　文句なしにおいしいよ」

　ジャリっとしてて、ゴリっとしてて、紙やすりを舐なめてるみたいにザラザラしてて、口の中をダイレクトに攻こう撃げきしてくるアグレッシブなこの味を的確に表現するならば──

「まさに『砂を噛む思い』だね」

「それ本当においしいの!?」

「地層の深くに何千年もの間埋うまっていたかのような、深みのある味わいだったよ」

「化石！　それ化石！」

「強しいて欠点を挙げるなら、ちょっと焦げてるとこぐらいだけど……これぐらいなら問題ないよ。香こうばしくっていい味のアク、アク……セ。ええと……なんだっけ？」

「……アクセントになってるって言いたいの？」

「違ちがう違う。ええと……そう！　味の『悪あく戦せん苦く闘とう』になってる！」

「もういっそまずいって言いなさいよ、あんた！」

　残念ながら僕ぼくの感想はまるで伝わらなかった。

　むう。おいしいのになあ。

「……これは、焦げてるじゃすまんじゃろ。今にも不死鳥が生まれそうじゃぞ」

　戦せん慄りつの表情を浮かべた玉ちゃんが、重箱に手を伸のばした。いくつかの漆しつ黒こくのクッキーは小さい手が触ふれただけで砂になる。物によって硬こう度どがまるで違うらしい。

　ほほう。なかなか粋いきな演出をしてくれるじゃないか桔梗院さん。つまりこれは味のランダム性を楽しめ、ということだな。

　僕は次々とクッキーを口に運ぶ。さーて。次はどんな味かな？

　パクっ、チチチチチチチチチチチチチっ！　ごっくん。

「うん。おいしいね」

「本当に!?　今、あんたの口からサスケが千鳥を使ったときみたいな音がしたけど！」

　もうひとつ口に運ぶ。

　パクっ。ゴゴゴゴゴゴゴゴッ！　ごっくん。

「うん。おいしいね」

「あんたの口の中にスタンドが出現したわよね!?」

　パクっ。ズギュウゥン。メギャン。ごっくん。

「うん。おいしいね」

「なんなの!?　あんたの口の中でディオが無む理り矢や理りキスして、ホル・ホースがエンペラー出したの!?　ちょっと待って、あたしの料理、どんなことなってんの!?」

「まあ、今の三つは口で言ったんだけどね」

「ざけんな！」

　けっこう強めに叩たたかれた。悪ノリが過ぎたようだ。しかし、さすがは意外と漫まん画が好きな桔梗院さん。的確なツッコミをもらって満足である。

「冗じよう談だんは抜きにして。本当においしいよ」

　すると、桔梗院さんは冗じよう談だんそうに眉根を寄せた。

「……もしかして、見た目があれなだけで本当はおいしいのかしら？」

　そう言いながらおそるおそる手を伸ばし、黒い物体をひとつ食べた。

「～～～～～～～っ!?」

　直後、口元を押おさえながらきょろきょろと辺りを見み渡わたし、ティッシュ箱を見つけると乱暴に十枚くらい抜き取って、そこに口の中のものを吐はき出した。

　もったいないなあ。

「……あ、あんた、もうそんなの食べるの止めなさいってば！」

「え。なんで？」

「なんでって……」

「柚希。こやつ、漢おとこじゃぞ……」

　玉ちゃんが尊敬の眼まな差ざしで僕を見ていた。

「女に恥はじをかかせぬよう、埴はに輪わや土ど偶ぐうと見み紛まがうようなくそまずい菓子を『うまいうまい』と食っておるんじゃ。こやつ、漢の中の漢じゃ……」

　なぜか僕の株が急きゆう上じよう昇しようしてるっぽかった。

　そして桔梗院さんが『くそまずい』と言われて、ちょっとしょんぼりしていた。ので、僕はフォローを入れる。

「まずくなんかないよ。すっごくおいしいよ」

「……もういいわよ。つーか、あんたこんなのがうまいだなんて、味覚大だい丈じよう夫ぶ？」

「うーん。それを言われると弱いというか。自分じゃわからないんだけど、世に言う味覚音おん痴ちってやつらしいよ、僕」

「ふーん。味覚馬鹿なのね。少年漫画の主人公かっつーの」

　毒どく舌ぜつなのに、微妙に褒ほめてるっぽいセリフだった。

　確かに少年漫画の主人公って、味覚バカで胃腸が頑がん丈じような人が多いよね。こち亀かめの両さんとか、石せつ鹸けん食べても平気だったし。

「はん。なによあんた。頭だけじゃなくて味覚まで馬鹿なの？　あーあ、おいしいとか言われてちょっと喜んじゃったこっちが馬鹿みたい」

「え。喜んだの？」

「よ、喜んでないし！」

　喜んでないらしかった。

　それにしても、さっきからの桔梗院さんや玉ちゃんの反応から察すると、どうもこの真っ黒い陶とう器きのようなクッキーは、世間一いつ般ぱんでいうとおいしくないものらしいな。

　少し考えてから、「桔梗院さん」と僕は声をかける。



「結局、人間は自分というフィルターを通さなければ、この世界を感じ取ることができないんだよ」



「……はあ？」

　なんだこいつ急に世界とか言い出したぞ、という引き気味の表情だったが、構わず続ける。

「たとえば同じものを見ても、見え方は人それぞれで、感じ方は人それぞれ。もちろん視覚だけじゃない。触しよつ覚かく、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく──そして味覚もね」

「…………」

「他の人がこのクッキーを食べてどう思うかは、僕にはわからないよ。でも、僕はこのクッキーを食べて『おいしい』と思った。だから僕の世界では、それはそういうことなんだよ」

　そう言って、僕は残りのクッキーを食べ始めた。

　桔梗院さんと玉ちゃんが半ば呆あきれたような様子で見守る中、お腹なかが空すいていた僕は、重箱にあった全すべてのクッキーを全て食べ尽つくした。

「ごちそうさま」

　きちんと手を合わせて挨あい拶さつをし、重箱の蓋を閉めた。

「ありがとう桔梗院さん。すごくおいしかったよ。よかったらまた作って来てね」

「……………」

　重箱を風ふ呂ろ敷しきで包み直し始めた桔梗院さんは、無言で俯うつむいてしまった。

　やがて小さな声で、ぼそりと呟つぶやく。

「……気が向いたらね」





「そういえば桔梗院さん、どうして急にクッキーを作ろうなんて思ったの？　作ったのって今日が初めてだったんだよね？」

　夕日に染まる校門の辺りで、僕はなにげなく尋たずねた。

　クッキー完食後、お腹がいっぱいになった僕は完全に勉強する気がなくなり、桔梗院姉妹と一緒に帰ることにした。今は三人で仲良く並んで歩いている。

「……別に。特に理由はないけど」

「ん？　なんじゃ柚希。儂はてっきり、この小僧のために作ったと思っていたのじゃが、違うのか？」

　きょとんとして言う玉ちゃんに、桔梗院さんが足を止め、表情を強こわばらせた。

「昨日の夜、『あの馬ば鹿かには世話になったから、一応礼はしとかないとよね……』とか、ぶつくさ呟いておったろ？　じゃから儂はさっき、小僧も一緒に食うようもがもがっ」

　慌あわてて玉ちゃんの口を塞ぐ桔梗院さん。

「ええと、僕のためだったの？」

　だとしたら、もっと味わって食べるんだったな。あれは桔梗院さんによる僕のための手作りクッキーだったということか。

「ち、違っ。あんたのためじゃ──」

　桔梗院さんはそこではっとした表情になり、

「……やめた。アホらし。あたしはツンデレじゃねえっつーの」

　と言って、大きく嘆たん息そくした。

「そうよ。あんたのために朝もはよから頑がん張ばったの。感謝しなさいよね」

「うん、感謝する。ありがとう。すごく嬉しいよ」

「…………違う、なんか違う……なんであたしの方がお礼言われてんのよ？　あんな散々な出来だったってのに……」

　桔梗院さんは額に手を当てて、苦く悩のうし始めた。

　僕が首を傾かしげていると、隣の玉ちゃんが「これは、あれじゃな。柚希の天あまの邪じや鬼くな性格と、生来の生き真面目まじめさが心の中で格かく闘とうしているのじゃな」と、妹を見守る姉の顔になっていた。この子、解説が好きなんだろうか。

　うんうんと唸うなる桔梗院さんだったが、やがて勢いよく僕の方を向いた。

「籠島っ！」

「な、なに？」

　返事につっかえてしまった。桔梗院さんからは滅めつ多たに名前を呼ばれないので、たまに呼ばれると緊きん張ちようしてしまう。

「そのっ、こないだの、土御門仙三のときのことなんだけど。あんたにはいろいろと世話になったわよね……」

「土御門さんのこと？　えっと、そうだっけ？」

　僕なんかしたっけか。騙だまされたことと、急な雨で風か邪ぜをひきかけたことしか記き憶おくにないんだけど。

　ていうか桔梗院さん、なんでそんなに顔が赤いの？

「あんたみたいな一いつ般ぱん人じんを危ない目に遭あわせて悪いと思ってる……。それに、あんたがいなかったら、うまくいかなかったこともあっただろうし……」

　いや、だからなんでそんな、悔しさと恥ずかしさとむずがゆさを混ぜ合わせたような複雑な表情を？

「だから、一応、言うことは言わなきゃ、と思って……」

　そう言って、キツい目で僕を睨にらみつけた。

　いつもならちょっと怖こわいそのキツい目は、今だけは、なぜか全然怖くなかった。

　少し間を空けてから、桔梗院さんは言う。

「あ、あり……」

「…………」

「あり、あり」

「あり？　蟻ありがどうかしたの？」

「あり、あり、あり、ありが、ありが」

「……だから、蟻がどうしたの？」

「アリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリ！」

「!?」

「アリーヴェデルチ！」

　ビシィっ！　と右手でポーズを決めると、桔梗院さんは疾しつ風ぷうのようなスピードで駆かけ出だし、視界から消えていった。

　校門には、愕がく然ぜんとする僕と玉ちゃんが残った。

「……小僧。ありーべでるち、とはなんじゃ？」

「……イタリア語で『さようなら』って意味だよ」

　しかし桔梗院さん、すっげータイミングでジョジョネタやるんだなあ。

















　後日談、のようなもの。

　翌日、桔梗院さんは腹痛で学校を休んだ。

『ふざけんな……。マジで、あんた殺す……殺す……う、うぅ……』

　苦しそうな声が電話越ごしに聞こえてくる。

　恨うらみ言ごとを言うためにかけてきたのであろう電話に、辟へき易えきとしながら返す。

「僕はなにもしてないから。でもさ、桔梗院さんはティッシュに吐き出してたんじゃなかった？」

『ちょっとだけ飲んじゃったのよ……。その少量がまずかったみたい……。よくもあんなもの食わせやがって……』

「いや、作ったの自分じゃん。それに僕食べさせてないし」

　自じ業ごう自じ得とくというか、自作自演というか。

　その後延々と呪じゆ詛その言葉を呟かれ、電話は一方的に切られた。

　男子トイレから教室に戻り、僕は織野さんに話しかけた。腹痛のプロフェッショナルである彼女に、治ち療りよう法ほうを教わるためである。

　織野さんは最初「は？　なんで私？」的な顔をした後、「……薬を飲んで安静にしてたらいいと思う」と、ありがたいアドバイスをくれた。

　な、なるほど！

　極きわめて普ふ通つうの対処法な気もするが、織野さんクラスになると、一周して普通のことをするわけか。プロほど基本が大事、みたいなことだな、きっと。

　僕は貴重なアドバイスを伝えるため、もう一度男子トイレに行って、桔梗院さんに電話をかけた。

「…………」

　着ちやつ拒きよされていた。

　……自分からはかけてくるくせに、僕からは嫌なのか！










　　　第三章　籠かご島しま諦あきらの日常──神楽かぐら井いもにゅ美みの場合





『ふぅー。今日でようやく、この一連の事件の後始末は終わりだな、もにゅ美』

『ああ。「バグルス」の残りも狩かり終えたし、やっと一息つける』

『しかし、こないだはマジでヤバかったよな。ものの見事に敵の罠にハマっちまってよ。あそこで、あの坊ぼう主ずからの電話がなかったらと考えると──ぞっとするぜ』

『……あのときは「ピンチのときにかけてくるなよ！」と思ったが、籠島からの電話がなければ、私わたし達たちは死んでいてもおかしくなかったな。あの攻撃はあの電話がなければかわせなかった……』

『ほんと、よくわかんねーガキだぜ』

『まったくだな。……ところでガク太た。さっきから気になってたんだが、声がいつもより高くないか？』

『ああん？　……ああ、確かに言われてみりゃあそうかもしれねえ……つーか、俺おれ様もさっきから気になってたんだがよ、なんか視線がいつもよりたけーんだが』

『む。妙みようだな。私はいつもより低いと思ってたところだぞ』

『…………』

『…………』

『お、おい、ちょっと待てよ……。なんでテーブルの上に、プリチーな俺様の姿が見えるんだ？』

『なな、なんで、私はテーブルの上から自分を見上げてるんだ……？』

『『まさか──っ!?』』





「「体が入いれ替かわってる!?」」

　僕が部室のドアをがらりと開けると、神楽井先せん輩ぱいとガク太くんが叫さけんでいるところ──つまり神楽井先輩がひとりで寂さびしく腹話術をしているところだった。

「どど、どうなってるんだこれは!?」

「おいおいおい。まさかの急展開だなこりゃあ。平成文学で微び妙みような流は行やりを見せた、入れ替わりかよ……」

　驚きよう愕がくの表情で、冷ひや汗あせを滝たきのように流しながら話す神楽井先輩とガク太くん。

　いつもながら一人でテンションたけーな、この先せん輩ぱい。

「……そういや聞いたことがあんな。確か、Ｂ３ワールドが開発途中の頃ころ、アバターから肉体に戻るとき、人間同士の人格が交こう錯さくするバグが、百万回に一回ぐらいの割合で起こったって……」

「Ｂ３ワールドが開発途中って……そんなの、もう百年以上前のことだろ？　なんで今いま更さらそんなことが」

「つっても、俺らは今、『リローダー』がこの時代のインターネットを下した敷じきにして無理矢理広げたＢ３ワールドを利用してるわけだからな。こういう不具合が生じてもおかしくはねーよ」

「それも、そうか……。あー、そういえば……ガク太の容いれ物ものになってるぬいぐるみも、ずいぶんと古い奴だしな。今時『人格転送型自律駆く動どう式人形』使ってる人間なんて、ほとんどいないし」

「俺様はけっこう気に入ってんだけどなあ、このキュートなぬいぐるみボディ」

「こ、こらっ！　私の手でこの頭を叩くな！　それよりも、とにかく今はこの状況をなんとかしないと──って、籠島!?」

　そこで、二人はようやく僕に気づいた。

　部室に入り、家から持ってきたポットで、桔き梗きよう院いんさんの実家から送られた緑茶を、栗くり栖すちゃんが持ってきたティーセットに入れて飲んで、「うん。やっぱりいいお茶は一味違うね」と一息吐ついていた僕に。

　我ながら卓越したスルースキルである。神楽井先輩の奇き行こうは、いちいち気にするだけ時間の無む駄だだからね。

「どうも。お邪じや魔ましてます」

「お、おう、坊主。まあ、のんびりしてけよ」

「え？」

　僕は首をひねる。あれ。神楽井先輩ってこんな口調だったかな。

「こ、こらガク太！　ちゃんと私らしく振ふる舞まえ！」

「ああ、そうか。わりぃ、わりぃ、すっかり忘れてたぜ」

　神楽井先輩はガク太くんと会話し、そして改めて僕を見た。

「あーあ、マジでリア充じゆうとか殺したいわー」

「お前の中の私らしさってそんななのか!?」

「あはは。神楽井先輩らしいですね」

「しかも認められただとぅ!?」

　テーブルの上のガク太くんが「私って、私って……」と悲しそうに呟いてた。

　ガク太くんの一いち人にん称しようは『俺様』だった気がするが、そうは言ってもガク太くんはただの人形で、神楽井先輩が演じている架か空くうのキャラだからな。きっといろいろと新しいキャラを模も索さくしている段階なのだろう。相変わらず、腹話術に関しては自己研けん鑽さんに抜かりがない人だ。

　そこで僕は、ちょっと気になったことを尋ねてみる。

「今日は、神楽井先輩もガク太くんも同じ声なんですね」

　二人が「え？」と顔を見合わせた。

　いつもなら、神楽井先輩はまるで別人のような声を出しているのに、今日のガク太くんは神楽井ボイスだ。喉のどの調子でも悪いのだろうか。

「そういえばそうだな。ガク太の体に入ってるというのに、私の声のままだ」

「確かに……。こりゃたぶん、俺様の体の『肉声再生プログラム』が、もにゅ美の人格に合わせた音声を再生してるってことだろ」

「なるほど、そういうこと──っておい、ガク太っ!?」

　ガク太くんが声を張り上げた。ぬいぐるみの視線を追いかけると、神楽井先輩が自分で自分の胸を持ち上げていた。

　……なにしてんだ、この先輩？

「わ、わりぃ。いや、ブラジャーんとこがすげー気になってよ。お前、いつもこんな寄せて上げるやつ、つけてんのか？　締しめつけられるみたいで気持ちわりーな」

「黙だまれ黙れ！　お、おい、スカートに触さわるな！」

「しかしこのスカートって、実際穿はいてみるとすげーセキュリティ低いのな。スースーして落ち着かねえし。つーかもにゅ美、お前、こんな際きわどいパンツ穿いてたのかよ？」

「やめろ！　私の体で遊ぶな！　この変態め！」

「うっせーな。心配しなくても、妹の体で欲情したりはしねーから安心しろって」

「いやいや！　お前もう兄だって隠かくす気ないだろ！　それは一応隠しとくスタンスじゃなかったのか!?　せめて隠そうと努力してくれよ！」

「いやー、なんか面めん倒どうくせーから、もういいかなって」

「わ、わ、私の気持ちを返せーっ！　お前が死んだときの悲しみとか、『俺様はもうお前の兄貴じゃねえよ。ＡＩペットのガク太だぜ……』とかハードボイルドな雰ふん囲い気きで言われたときの、切なさを返せーっ！」

　神楽井先輩とガク太くんはうるさくも楽しいやり取りを続けていた。今日の腹話術は正直なにが面白いのかわからなかったので、僕は黙ってお茶を飲む。うん。うまい。

　それにしても。

　今日の神楽井先輩、なんかいつもと違うなぁ。

　僕の前で平然とブラやパンツの位置を直したりするし、頭とかボリボリ掻かいてる、ややガニ股またになってるし。

　要するに、女の子成分が急激に減少している。

　普段は、どんなに頭のおかしいことをやっていても、それでもどこか気品を失わないのが神楽井先輩の魅み力りよくだったのに……。

　あー、もしかして、こっちが素なのかなぁ。

　とうとうメッキが剥はがれちゃったのかなぁ。

　…………あーあ。

「ほ、ほらガク太ぁ……。頼たのむからちゃんとしてくれよ。籠島がすごい冷めた目でこっちを見てるよぉ……。ただでさえ最近失われている私の先輩としての威い厳げんが、完かん璧ぺきになくなった音がしたよぉ」

　ガク太くんが神楽井先輩の手に縋すがりつく──ようなアクションをする神楽井先輩。女の子らしさは失っても人形師のスキルは健在だった。

「しっかしもにゅ美。やっぱりこういう風に無理して寄せてあげなくてもいいんじゃねえのか？　いくら織おり野のとかいう奴の胸がでかいからってよ」

















「な！」

「いや、確かにあの娘むすめの乳は見事だよ。でもだからって嫉しつ妬とするこたぁねーだろ。安心しろって、お前もお前でイケてると思うぜ？」

「な、な、な！」

「そういやお前、あの娘に会ってから、急にアバターの胸のサイズ大きめに設定し直してたよなー」

「余計なことを言うな──っ！」

　ガク太くんが神楽井先輩の声で絶ぜつ叫きようする中、僕はちょっと引いていた。

　織野さんの胸にそんな嫉しつ妬と心しんを抱いだいていたのか、この人。

　いや、別に女性なんだから胸の大きさを気にするのは構わないんだけど……なんでそれを腹話術で僕にバラすんだろう。そんな話、聞いたところで気まずいだけだし。

　あれかな、これ、逆セクハラって奴なのかな。

　……うん。そうか。神楽井先輩、きっと疲つかれてるんだな。

「ガク太ぁ……。籠島が今度はすごい温かい目でこっち見てるよぉ。仏様みたいな笑え顔がおになってるよ。絶対、『慈じ悲ひの心をもって接するべし』とか考えてるよぉ……」

　ガク太くんは今にも泣き出しそうな声で言うが、神楽井先輩は「ぎゃはは」と、楽しげに笑っていた。

「と、とにかく一刻も早く元の体に戻ろう、ガク太。こんな突とつ飛ぴな状じよう況きようはもぉーたくさんだ。真面目まじめに解決策を考えるぞ」

「はいよ。つっても、そんなに焦あせる必要もねーぞ。解決方法ならわかってるしよ」

「なに？」

「この『人格が入れ替わる』タイプのバグは、被ひ害がいの割にシンプルなバグだったらしいからな。実際、大した問題にもならなかった。だから、プログラムの再起動みてーに、もう一回、Ｂ３ワールドにダイブしてから体に戻れば、それで元に戻るはずだ」

「なんだ……。そんな簡単に元に戻れたのか……。それなら早く元に戻るぞ、ガク太。こんなぬいぐるみの体はもう嫌だ」

「俺様は普段それで生活してんだけどな。ま、俺様だってもにゅ美の体なんてごめんだぜ。背が高くて手足が長くて、しかも鍛きたえてるから動きやすいしよ。久しぶりに生身の人間の体になって、ちょっと感動しちまったしな。普段不自由なぬいぐるみになってる俺様としちゃ、まるで夢みてーな…………」

　神楽井先輩は急に黙り込み、自分の体を眺ながめた。そしてわなわなと震ふるえ始はじめる。



「あれ。俺様、今、自由じゃね？　最高じゃね？」



　その瞬間。

　神楽井先輩の瞳ひとみが希望に満みち溢あふれ、ガク太くんの瞳が絶望で埋め尽くされた。

「そうだよそうだよ……どこにでも行きたい放題じゃねーかよ。普段は、もにゅ美に運んでもらわねーと外を出歩けなかったっつーのによぉ……」

　くけけけ、と、ものすごーく悪そうな笑みを浮かべる。

　ガク太くんが「お、おい、ガク太。落ち着け。一いつ旦たん落ち着こう。な？」と、必死な様子で呼び止めるが──

「ぎゃははははははははっ！　俺様は自由じゃぁ────い！」

　下品に高笑いしながら、神楽井先輩は部室から猛もうスピードで出て行った。

「し、しまったぁ──っ！」

　ガク太くんは大声で叫び、頭を抱かかえる。

「くそ！　まさかこんなことになるとは。ガク太の奴、妹の体をなんだと思ってる！」

「…………」沈ちん黙もくの僕。

「しかもガク太が私の財さい布ふを持っていることが非常にまずい！　やばい……あいつ絶対無む駄だ遣づかいするぞ。昔っから、金をもたせると一晩で使い切る奴だったからな……」

「…………」

「なにをしている籠島！　追うぞ。ガク太──じゃない、私の体を追うんだ。この体じゃ絶対に追いつけないから、私を持って追いかけてくれ！」

「…………」

「あ……ええと、その、わ、私を持つと言っても、あまり変なところは触らないで、優やさしく持ってくれよ……。この『人格転送型自律駆動式人形』は変なところで高機能で、ぬいぐるみの体が受ける感覚を全て、感じ取れるようになってるから……と、とにかく早くしろ！」

「…………」

「さあ、早くするんだ籠島！　私を優しく抱っこしろ！」

　なにやらすげーセリフを言われた気がしたが、それはともかく。

　さっきから起きている摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象が感化できずに、僕は呟く。

「……なんで神楽井先輩がいなくなったのに、ガク太くんがしゃべってんだろ？」

　ガク太くんはぬいぐるみで、神楽井先輩が腹話術で話してるだけなのに。

「………………あ」

　ガク太くんは全てを把は握あくしたような声を上げると、ぽてん、と机に横たわった。

　実にぬいぐるみらしく。

「なんだ、気のせいか」

　そうだよね。ガク太くんが一人でしゃべったり動いたりするはずがないよね。

　さっきまでしゃべってたのは、神楽井先輩がまだ部室の近くにいて腹話術をしていたからだろうし、さっきまで立っていたのは、神楽井先輩が立てて行ったからだろう。

　全て納なつ得とく。

「さーて」

　誰だれもいない一人っきりの部室で、僕は、うーん、と背筋を伸ばした。

「面倒くさい人もいなくなったし、勉強でもしようかな」

「（面倒くさいってなんだよ！）」

「ん？」

「…………」

　すっごい小声でなにか突っ込まれた気がしたが、ガク太くんは無言で横たわっている。

　気のせいだったらしい。





　しばらくすれば誰かが来るかとも思ったが、二十分経たっても誰も来なかった。

　窓から夕日が差し込む、一人っきりの部屋。

　勉強をするには持ってこいの環かん境きようだというのに、僕は全く集中できすにいた。

　なぜなら。

　なーんか、さっきからガク太くんが動いている気がするから。

「…………」（もぞもぞ）「…………」（ジー）「…………」（ピタっ）「……？」

「…………」（もぞもぞ）「…………」（ジー）「…………」（ピタっ）「……？」

「…………」（もぞもぞ）「…………」（ジー）「…………」（ピタっ）「……？」

　なんだこの『ダルマさんが転んだ』みたいな感じは？

　僕の見ていないところでだけ、ガク太くんがこそこそと動いている気がする。

「あー、駄目だ。全然集中できない」

　ペンを置き、椅子に寄っかかって天てん井じようを仰あおいだ。

「まったく、きみのせいだぞー」

　勉強がはかどらないのは僕の集中力の問題で、だからただの八つ当たりなのはわかっていたけれど、なんとなく、仰あお向むけになっていたガク太くんのお腹を押おした。

　相手はぬいぐるみなので。

　加減知らずでちょっと強めに──押した。

「ふぐあっ！」

　突とつ如じよガク太くんから、腹部を思いっきり押された女子みたいな声が聞こえた。

「（し、しまった！）」

「な、なんだぁ!?」

　僕は驚おどろき焦る。焦りに焦る。

　焦っているのはガク太くんも同じなようで、体を硬こう直ちよくさせて身動きひとつ取れずにいた。ってぬいぐるみなんだから、そりゃ動かないか。

　しかし、なぜ誰もいないこの部屋で、ガク太くんを押したら変な音が──

「ま、まさかっ」

「……っ！」

「ガク太くんは押すと鳴るタイプのぬいぐるみだったのか！」

「…………」

　衝しよう撃げきの新事実。

　ただのぬいぐるみじゃないとは思っていたが、まさかそんな新機能を備えていようとは、いったいどこの誰が予測できただろう。

　ガク太くんは「馬鹿でよかったー」的な目をしている気がしたが、そんなことはどうでもいい。さっそくこの新機能で遊ぼうじゃないか。

「さすがは神楽井先輩の相棒だなあ」

　感心しながら、もう一度ガク太くんに手を伸ばし──押す。

「ふぐあっ！」

　さっきと同じ音がした。ずいぶんと生々しい音が鳴るんだなー。

　もう一度──押す。

「ふぐあっ！」

　押す、押す、押す。

「ふぐあっ！　ふぐあっ！　ふぐあっ！」

　押す、押す、押す、押す、押す、押す、押す、押すぅぅー。

「ぐあ、ぐあ、ぐあ、ぐあ、ぐあ、ぐあ、ぐあ、ぐあぁあああ──っ！」

　さて。

　唐とう突とつではあるが、ここで籠島諦、七つある使えない特技のひとつ、『十六連打』の発動を宣言する！



　押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す押す！

「あぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ！」



　ぬいぐるみから鳴る音は、なぜか断だん末まつ魔まの叫びようだった。

『十六連打』をモロに受け、ビクンっ！　ビクンっ！　と体を痙けい攣れんさせながら白目をむいたようなガク太くんに向けて、僕は一言。



「つまんね」



　ま、僕、子供じゃないし。

　こんなお人形遊びにいつまでも夢中になっていられないからね。

　用済みの人形はさっと脇わきに寄せて、僕は勉強を再開した。

　視界の端はしでガク太くんが「（……この恨み忘れぬ……忘れはせぬぞぉぉおお）」と、滅ほろぼされる寸前の魔ま王おうみたいなセリフを吐いていた気もしたが、まあ気のせいだろう。





　今度こそいい感じに集中できていたと思ったら──

　ぴぴぴ、ぴぴ、ぴ、ぴ、ぴぴ、ぴぴぴ。

　独特なリズムの音楽が、部室に鳴なり響ひびいた。おそらく着メロだろう。僕のではないから、たぶん神楽井先輩のものだ。

　けっこう忘れがちなのだが、ガク太くんはストラップなのである。中を無数の白い繊せん維いが走っているオシャレなケーブルで、携けい帯たい電話にくっついている。携帯本体よりも大きいから、正直携帯本体の方がくっついているようにしか見えないんだけど。

　独特なリズムは鳴なり止やまない。

　その音楽に、僕はふと、神楽井先輩とのあるエピソードを回想する。



『……はい、籠島です。なんですか、神楽井先輩、こんな時間に……』

『籠島、大変だ。事態は一刻を争あらそう。この時代の運命はお前の肩かたにかかっている』

『な!?　い、いったいどうしたっていうんですか、神楽井先輩!?』

『こないだお前から借りた漫画、六巻だけなかったぞ！』

『…………』

『五巻の終わりが凄すさまじい引きだったんだ。このままじゃ蛇へびの生殺しだ！』

『……そんなことで、夜中の三時に電話してきたんですか？』

『そんなこととはなんだ。私にとっては一大事なんだよ』

『ちょっと待ってください……。…………。あ、部屋にありました。六巻だけ入れ忘れたみたいです。明日持ってきますよ。すいませんでした、モミモミ先輩』

『頼むぞ。……ってお前今なんて言った!?』

『あ、すいません。寝ねぼけてつい脳内表記の方が』

『脳内表記!?　お前、脳内では私のことそんな呼こし称ようなのか!?』

『冗じよう談だんです。ただ本気でイライラしてるときは、つい今の呼称が出てきます』

『……え？　もしかして籠島、怒おこってる？　寝ね起おき悪いタイプ？』

『……………』

『む、無言になるなよ！　怖いよ。お前みたいな奴が怒ると一番怖いんだって』

『……………』

『ご、ごめんな、籠島。だからそう怒るなよ……』

『……ｚｚｚ』

『って寝てただけかい！』



　……違ちがう。このしょうもない漫まん才ざいみたいなエピソードじゃない。

　本当に回想したかったのは──



『神楽井先輩って、相手によって着メロ変えてるんですね』

『ああ。その方がいろいろと便利だからな』

『それじゃ、今のは？』

『今のは──緊きん急きゆうのメールが来たときのメロディだ』



　そうだ。

　今流れているこの独特なリズムのメロディは、あのときの。

　つまり今、神楽井先輩の携帯に、緊急のメールが──

　やがてメロディが止み、元の静せいじ寂やくが蘇よみがえる。

　……まあ、どうせあの人のことだから、緊急のメールとか言っても、お母さんから『今晩はカレーよ～』とか、そんなとこだろう。

　少し気にはなったが、他人のメールを覗のぞくわけにもいかないので、僕はテーブルの上の携帯を放置し、また勉強に戻もどった。

　…………。

　おかしい。

　また、ガク太くんが動いている気がする。

「…………」（もぞもぞ）「…………」（ジー）「…………」（ピタっ）「……？」

　注意深く観察するが、ぴくりとも動かない。やはり気のせいだろうか。ただ、ガク太くんが、さっきよりも必死な顔になっているような。

「………っ！」

　と、ガク太くんがまるで奇き跡せきのアイディアを思いついたかのように体を震わせた。

　あれ、今動いた!?

　僕は驚くが、その驚きも冷めやらぬ中、



「ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴっ！」



　と、ガク太くんが小刻みに震え始めた。

「ヴヴヴヴヴヴヴっ！」

　これはバイブレーションだろうか。もはや携帯電話には必ずついていると言ってもいい、振しん動どう機能。ああ、なるほど。ガク太くんが揺ゆれ始はじめたのは、携帯の振動がストラップにも伝わったからか。

「ヴヴヴヴヴヴヴヴっ」

　……いや、でも、なんかすっごい動きが不自然なんだけど。普通のバイブレーションほど細かく振動してないし、リズムが一定じゃないし。

　動きから人間らしさが滲にじみ出でまくっている。

　特にケツ。ケツがすごい動きをしているよ、ケツが。

　野原さんちの長男ばりのケツの動きだ。

　おまけに「ヴヴヴヴっ」って音、なんか口で言ってるっぽいし……。大だい丈じよう夫ぶなのか、この携帯電話。

「ヴヴヴヴっ。げほっげほっ。ヴヴヴヴヴっ」

　むせた!?

　今途と中ちゆうで一回むせたぞ！

「ヴヴヴヴヴ……。はぁー、はぁー。ふぅ。ヴヴヴヴヴっ！」

　疲れてる!?

　なんか疲れてるぞ！

　僕は深く嘆息。やれやれ。神楽井先輩の使っている携帯のバイブ機能は、どこか致ち命めい的てきな故障があるらしい。今度会ったときに直すように言っておこうっと。

　いつまで震えているんだろう、と思いながら、携帯とガク太くんの動きを見守っていると、その二つが徐じよ々じよに動いていることがわかった。

　これは、あれだ。

　固いテーブルの上などで、携帯が震えると移動してしまう現象だ。たまに携帯が落っこちたりするあれ。

　ガク太くんと携帯は運の悪いことに、そしてまるで狙ねらいすましたかのように、落下に向けて最短距きよ離りで移動していた。テーブルの端が近づくに連れて、移動スピードが上がっている気がする。

「あ。危ない」

　僕は咄とつ嗟さにそれを止めた。

　なんとなく善意の心で。

　……どうしてかわからないが、他人の懸けん命めいな努力を一いつ瞬しゆんで無駄にしてしまったような罪悪感が胸に生まれた。

　僕に手で止められたガク太くんは、人生を諦あきらめた者だけが持つどんよりとした絶望のオーラを発したが、

「──（くわっ！）」

　直後、その瞳で不ふ屈くつの闘とう志しが燃え上がった！

「ヴヴヴヴヴヴっ！　ヴィ────────ンっ！」

「加速しただと!?」

　いよいよヤバいぞこの携帯！

　ニトロエンジンとか積んでるんじゃないの!?

　限界を超こえた力を発揮したバイブレーションを前に、僕は為なす術すべもなかった。僕の手を弾はじき飛とばした携帯とガク太くんは、ものすごい勢いで机から飛び出した。

「（や、やったぞ！　って喜んでる暇ひまはない。落下までの間にメールを開かなければ──────ふぐあっ！）」

　妙に生々しい落下音だった。

　テーブルの陰かげに落ちてしまったガク太くんと携帯電話。僕は席を立って、それらを取りに行った。

　携帯電話は、落下の衝撃で開いてしまっていた。しかもなにをどう間ま違ちがえたのか、なぜかメール画面が開かれていた。





　最重要メール

『箱庭計画』に関する報告

　このメールは、井いノ上うえ御ご三さん家け（神楽井家、石神井しやくじい家、神しんヶが井い家）の関係者にのみ送信されています。

　かねてより検討されていた『箱庭計画』に関して、本日の役員会議にて最終決定が下りました。

　神楽井家。石神井家。神ヶ井家。三家それぞれの代表の承しよう認にんにより、『箱庭計画』の実行が決定致いたしました。なお、その決定に伴ともない、暫ざん定てい的てきな呼称であった『箱庭計画』という計画名を、そのまま正式名めい称しようとします。

　計画終しゆう了りようまでに必要とする費用と期間は、現段階では測定不可能。

　願わくは、この『箱庭計画』が人類にとって希望とならんことを。

　なお、各おの々おのの役割に関しましては、決定次し第だい随ずい時じ報告致します。

　神楽井もにゅ美様には、引き続き────





　拾った瞬しゆん間かん、見るつもりはなかったのだが、メール画面が目に入ってしまった。他人のプライバシーを侵しん害がいするのは良くないので、僕はすぐに携帯を閉じて、ガク太くんと一いつ緒しよにテーブルの上に置いた。



　──人類は、このままだと滅ぶのだろう？



　──まあ、上の連中もお前とだいたい同じ意見だ。もっとも、いろいろと人類が生き残る道を探してるらしいがな。



　少し前に立ち聞きした、神楽井先輩の腹話術が脳のう裏りに蘇った。

　どうして。

　どうして今になって、そんなときのことを思い出してしまうのだろう。

「……まあ、いいか」

　僕は考えるのを止やめて、また椅い子すに座すわった。他人のメールについてあれこれ考えるのも悪あく趣しゆ味みなことだろう。

　ちらりとテーブルの上を見ると、

「…………」

　ガク太くんはむっつりと黙り込んでいて、全く動かなくなった。

　実に、人形らしく。





　窓から入ってくる光が段々と赤みを帯び、時計の針が六時を回ろうとしていた。

「……そろそろ帰ろうかなー」

　ペンを置き、椅子に座ったまま伸のびをした。いろいろと心を乱すことはあったが、それなりに勉強することはできた。

「それにしても……」

　呟つぶやきながら、視線をガク太くんに流す。

「…………」

　ガク太くんはさきほどから、全く動きもしゃべりもしない。ずっと俯うつぶせのまま。それが当たり前のはずなのに、どうしてか、胸がざわめく。

　その姿は、まるで深く思案に沈しずんでいるかのような──

「（…………すー、すー、すー）」

　あ、間違えたな。

　その姿は、まるで深く熟じゆく睡すいしているかのような、だった。

　全然胸もざわめかないや。

「……神楽井先輩はいつになったら帰って来るんだろう」

　大声で笑いながら走りさってから、かれこれ二時間くらいは経っている。

　携帯さえ忘れていかなければ、こちらから連れん絡らくが取れるのに。

　ただ、神楽井先輩が携帯電話を忘れていったのは──意外だった。

　あの人と携帯電話は、常にワンセットのイメージがある。高校生にとって携帯電話はもはや必ひつ需じゆ品ひんとなりつつある世の中だが、そのことを差し引いても、彼かの女じよには携帯がよく似合う。

　ガク太くんという、大きなぬいぐるみのストラップのついた携帯電話が。

「まったく。きみという相棒を忘れていくなんて、ひどい先輩だね」

　そう言いながら、僕ぼくはひょいとガク太くんを持ち上げた。

　特に意味はなかったけれど、なんとなくお腹なかを押してみた。

「ふぐあっ！」

　さっきと同じ音がした。やはり押すと鳴るぬいぐるみのようだ。

「（……はぁー、はぁー。こいつ、よりにもよって最悪な方法で起こしてくれたな）」

　ガク太くんが、寝起きドッキリにあった人みたいな目でこちらを睨にらんでいる気がしたが、まあ、このぬいぐるみの目つきが悪いのは元からである。

「ガク太くん」

　僕は、誰もいない放課後の部室で、ぬいぐるみに話しかける。

　いつかみたいに誰かに目もく撃げきされたらと思うと肝きもが冷えるけれど、それでも話しかけたくなったのだ。

「いつも神楽井先輩を助けてくれてありがとう」

「…………」

　当然ながら、ガク太くんはなにも言わない。それでも構わず続ける。

「きみがいなかったら、神楽井先輩の心はとっくの昔に壊こわれていたはずだよ。きみという相棒がいて初めて、あの人は精神の安定を保っていられるんだろうね」

「（……精神の安定って……まったく……）」

　ものすごく小さな声で、苦く笑しよう気味になにかを言われたような気がしたが、それは外から聞こえてくる運動部の掛かけ声ごえや吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏に紛まぎれて、聞き取れなかった。まあ、ぬいぐるみがしゃべるなんてオカルトな事態はあるはずがないんだけど。

「いつまで経っても人形離ばなれできないんだから困っちゃうよね。本当、あの人の寂しさには度ど肝ぎもを抜ぬかれっぱなしだよ。あそこまでの寂さみしがり屋やは、十七年の人生で他ほかに見たことがない」

「（……誰が寂しがり屋だ。誰が）」

　ガク太くんは心外そうな顔をした──ような気がした。

　だから僕は、

「ううん。違うよ、ガク太くん」

　と、意味がないとわかっていても、反論した。



「神楽井先輩は──寂しがり屋なんだ」



　遠くから見ていると、気高くて強そうで。

　少し触ふれてみると、明るくてフレンドリーで。

　けれど、もう一歩踏ふみ込こむと──儚はかなさや脆もろさを、感じ取ることができる。

「僕らと一緒にいるときは『ちょっと抜けてるけど頼たよりになるお姉さん』って感じなんだけど──それがあの人の本質じゃない」

「…………」

　寡か黙もくなぬいぐるみを相手に、僕は言葉を続ける。

「神楽井先せん輩ぱいは、本当は臆おく病びようで、本当は繊せん細さいで、本当はか弱い女の子なんだと思う」

　なかなか楽しい性格をしている彼女だけれど、時折、こちらがぞっとするような、寂さびしくて悲しい顔をしているときがある。

　その顔を見るたび、僕は胸が締しめ付つけられるようになる。

　それは、この平和な世界の高校生が浮うかべていい表情ではないから。

「もしかして、誰か大事な人を亡なくしたことでもあるのかな？」

「（……っ！）」

「だから、ああいう風に──」

　まるで失うことを恐おそれるように、相手との距離を縮めようとするのだろうか。

　たとえば、メンバーを集めてコン部というコミュニティを創つくろうとしたのは、独りでい続けることが寂しくなったからじゃないのだろうか。

　孤こ独どくが、怖こわくなったんじゃないだろうか。

　生徒会がどうとか言っていたけれど、あの人の弁論術や頭脳をもってすれば、いくらでもやりようがあったはずだ。勉強こそできないけれど、彼女は頭が悪いわけじゃない。

　そんな風に言葉を続けようとして──止めた。

　あまりにも自分勝手な推測だと、自覚し、自省したから。

　僕の両親は海外で働いているから、僕は広い一いつ軒けん家やで一人暮らしをしている。ふとしたときに訪おとずれる、孤独がもたらす寂しさ。それを僕は、ほんの少しだけ知っている。

　それはおそらく、神楽井先輩とは比べものにならないような、些さ細さいな寂しさなんだろうけど。

「だからね、ガク太くん」

　僕は、ぬいぐるみの目を真まっ直すぐ見つめた。

「二人で一緒に、神楽井先輩を支えてあげようね」

　大したことはできないとわかってる。わかり切っている。

　それでも、できる限りのことはしたい。

　あの人の寂しさを、僕が少しでも紛らわせることができるなら、僕はそれでいい。

「（……お前はどこまでタイミングが悪い奴やつなんだよ、籠島……）」

　ガク太くんの首が、くてん、と折れて、まるで僕から目を逸そらしたかのような体勢になった。

「（なんで私が入ってるときに……そ、そういう恥はずかしいこと言うんだよ……。普通にガク太のときに言えばいいものを……）」

　ガク太くんはやはりなにも言ってくれないけれど、僕は勝手に「うん、ありがとう」と言って、彼かれが僕の提案を了りよう承しようしたことにした。

　腹話術というのは、そういうものだろう。

　そう。

　腹話術だ。

「さて。それじゃあ、ガク太くん。もうちょっと僕と遊ぼうか」

「（？）」

　僕はガク太くんを一旦、テーブルの上に置いた。

「今日は僕の腹話術に付き合ってね」

　そう言って、意味もないけどにこりと微笑ほほえみかけた。

　ふっふっふ。

　神楽井先輩があまりにも頻ひん繁ぱんに、そしてあまりにもレベルの高い腹話術をやっているから、ちょっとやりたくなってたんだよねー。

　実を言うと、家で一人で練習してたりもするのだ。こつこつと努力を積み重ねたおかげで、学芸会で披ひ露ろうできるくらいには上達したつもりである。

　ガク太くんはいーっつも神楽井先輩と一緒にいて、なかなか貸してもらう機会がなかったんだけど──今はチャンスだ。

　いつかみたいに、ガク太くんで腹話術をやるとしよう。

　僕はガク太くんを掴つかみ（偶ぐう然ぜんテーブルに押おさえつけるような形になってしまった）、その目を見て（偶然上から見下ろすようになってしまった）、微笑み混じりに言う。



「ちゃんと、お尻しりに手を入れてね」



「──っ！」

　瞬間、手の中でガク太くんが暴れた。またバイブレーションが暴走したのだろう。僕はそう決めつけて、気にせずに言葉を続けた。

「神楽井先輩、一回、とてつもない下ネタやって以来、ガク太くんに手を入れてないんだよね。せっかく穴開けたなら使えばいいのに」

　そう言いながら、僕はガク太くんのお尻に向けて、手を近づけていく。

「（ちょちょちょちょっと待て！　おまおまおま、おままえ、なな、なにをしようとしているるる……？）」

　押さえつけられているガク太くんの口からテンパった声が聞こえたような気がしたが、そんなことは絶対にない。

　だって、ガク太くんはただのぬいぐるみなんだから！

　僕は手を穴に近づける。

「……こ（うなったら規則よりも乙女おとめの純情が優先だぁあ──っ！　やめろ籠島！　私だ、私だよ！　今ガク太の中には私が入ってるんだ！　なんでしゃべるのかとかも全部適当に説明するからとりあえずその手を離せぇええ──っ！）」

「うん？　『こ』？」

　今、一瞬だけガク太くんが大声を出した気がした。「こ」としか聞こえなかったけど。

　すると、さっきまでの、まるで手の中から抜けだそうと暴れているかのような振動もピタリと収まった。

「（あ、あれ……な、なんで大声が出せなくなってるんだ……しかも、体も、動かせない……。ま、ま、まさかこんなときに故障!?　さ、さっきのバイブレーションで無理な動きをし過ぎたせい……いや、この馬ば鹿かの『十六連打』のせいか……。嘘うそだろ……よりにもよって今このタイミングで……）」

　ようやく、バイブレーションが止まったらしい。

　よし、これで腹話術に集中できるぞ。

　僕はお尻の穴に手を近づける。

「（や、やめろ籠島！　お前、こんなことしていいと思ってるのか！　絶対絶対許さんぞ！　後で覚えてろ、復ふく讐しゆうしてやるからな！）」

　……なぜだろう。

　なにも悪いことはしてないはずなのに、むしろこういうタイプのぬいぐるみとしては正しい遊び方をしているはずなのに、凄まじい罪悪感と背徳感が胸に芽生える。

　ま、気のせいだよね！

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと二十センチ。

「（ひ、ひぃ！　ま、待て、待つんだ籠島。話し合おうじゃないか。な？　お前なら、この声が聞こえるだろ？　私とお前の仲だ、どんなに姿形が変わっても通じ合え……）」

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと十センチ。

「（……待て待て待て。いや、ないって。ありえないって。なんで私がこんな目に遭あわなきゃならないんだよ……どど、どうなるのこれ……？　そんな……う、うぅ……）」

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと五センチ。

「（…………う、うぅ、ひぃん……。や、やめてよぅ……うっ、えぐぅ……嫌いやだ、嫌だよぅ……。初めてがお尻でフィストファックなんて嫌だよぅ……）」

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと四センチ。

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと三センチ。

　僕はお尻の穴に手を近づける。あと二センチ。



「（か、籠島ぁ……。お、お願いだから、優しく、して、くれ……）」



　僕はお尻の穴に手を近づける。あと一センチ。

　もうほんの少しでガク太くんの秘部（？）に触れる、という瞬間──



「たっだいまーっ！　ぎゃははっ！　いやー、やっぱ自由に動けるってのはいいもんだな。おう、もにゅ美。ちぃとばっかし金遣つかっちまったけど、ま、気にすんなよ！」



　部室のドアが勢いよく開かれて、両手にゲームショップの袋ふくろをぶら下げた神楽井先輩が帰ってきた。

　さてさて。

　ここで現在の状況を客観的に解説してみようじゃないか。

　ぬいぐるみのガク太くんをテーブルの上に押さえつけて、お尻の穴に手を入れようとしている男がひとり。

　そしてそれを見つめるぬいぐるみの持ち主。

　…………。

　あれ。なんだこの人生終わった感は？

　なにもおかしいことはしてないはずなのに！

「……てめえ」

　神楽井先輩がてめえって言った。しかも超ちよう低ひくい声で。

「あ、あれ？　怒ってます？　いや、確かに無断でぬいぐるみを……」



「てめえ人の妹になにしてんだごらぁああ────っ！」



　こうして、僕は神楽井先輩にフルボッコにされた。

　そこまでも怒らなくてもいいのに……。とも思ったが、まあそれだけのことはしてしまったかな、ともなぜか思った。





　後日談、のようなもの。

　翌日、神楽井先輩に部室に呼び出された。

　放課後に部室のドアを開いて「こんにちはー」と軽快に挨あい拶さつしようと思ったら、「こんに」まで行ったぐらいで、床ゆかに倒たおされた。

「ふっふっふ……。よく来たな籠島ぁ……」

　僕に馬乗りになった神楽井先輩は、これでもかというほど邪じや悪あくな笑えみを浮かべていた。

「ど、ど、どうしたんですか神楽井先輩……？」

　あまりの恐きよう怖ふに喉のどからは震えた声しか出なかった。どうしよう、女子の先輩に馬乗りされるという、夢のようなイベントを経験中なのに、なにも嬉うれしくない。

　ていうか怖っ！

「……昨日はよくもやってくれたなぁ」

















「え……いや、昨日やられたのは僕の方ですよ？」

　フルボッコにされたばかりである。まだ体の節々が痛い。

「昨日やったのは、ガク太だ。私の恨うらみはまだ残っている……」

　わけのわからないことを呟きながら、ぼきぼきと拳こぶしを鳴らす。

「……お前のせいで、ガク太のボディが壊れるし、こつこつと貯ためていたお金はガク太に使われるし、そ、それに……私に、あ、あんな屈くつ辱じよく的てきなことを……」

「すいません、なんの話かさっぱりわかりません！」

　そして僕と全く関係ないことまで僕のせいにされている気がする！

「とにかく！　お前に八つ当たりさせろ！」

「本音が出ましたね！」

「まずはお前の腹部を十六回ぶん殴なぐる！」

「なぜに!?」

「復讐だ！　やられたらやり返すんだ！　目には目を、歯には歯を！」

「意義あり！　その復讐には正当性が……」

　……ある！

　なぜかある気がした。十六回ぐらい殴られてもしょうがないかもしれないと思ってしまった。不思議だなあ。

「食くらえ！　『十六連釘くぎパンチ』！」

「釘くぎパンチ!?」

『十六連打』かとおもいきやまさかの釘パンチ！

　こないだ貸して上げた某ぼう美び食しよくバトル漫まん画がが、こんなところで活用されるとは！

　……それから。

　僕は腹部に十六発強力なパンチを食らったり、「小刻みに振動してみろ」と無む茶ちやぶりされたり、挙句の果てに「尻をこっちに向けろ！」とセクハラされたりして、もう僕は神楽井先輩のお婿むこさんになるしかないんじゃないだろうか、と思うぐらいにイジメられた。










　　　第四章　籠かご島しま諦あきらの日常──織おり野の栞しおりの場合





『あら、栗くり栖すちゃん』

『どうもです、織野先せん輩ぱい』

『その手に持ってるの……チョコレート？』

『はい。あっちの友人が、こないだのおわびにと送ってきたんです。みなさんで食べようかと思いまして。あ、よかったらどうぞ』

『いいの？　それじゃあ喜んで』

『……あれ。箱の底に手紙が……ええと「効果は半日ぐらいだから、楽しんでね♡」。……て、ええええ！　織野先輩、食べちゃ駄だ目めです！』

『え？　もう、食べちゃった──っ！　う、な……か、体、が……』

『織野せんぱぁ──いっ！』





　部室のドアを開くと、部屋の中には二人の女子がいた。

　ひとりは栗栖ちゃん。

　もうひとりは──

「……誰？」

　見覚えのない少女だった。年は七歳さいぐらいだろうか。実にかわいらしい少女なのだが、なぜかぶかぶかの安達太良高校の制服を着ている。

　その少女──いや幼女は、きょろきょろ所在なさげに辺りを見み渡わたしていた。

「あ、あ、籠島先せん輩ぱい……こんにちは」

「うん。こんにちは栗栖ちゃん。その子は？」

「え、ええと……」

　栗栖ちゃんが口ごもっていると、部屋にいた幼女が不安げな声を上げた。

「ね、ねえ……栗栖ちゃん。私、どうなっちゃったの……？　なんか制服が緩ゆるいんだけど……あれ、栗栖ちゃん、私より大きくなってる……？」

　混乱し始めた幼女に、栗栖ちゃんは鞄かばんから手鏡を取り出した。

「あ、な……」顔色を青くしたり赤くしたりする幼女。「わ、わ、私、小さくなったの？　体が、縮んで……」

「本当にすいません！　私の不注意でした！　あの子がまともにお詫わびの品なんか送ってくるはずなんかなかったんですぅ……」

「え、えええ？　嘘、そんな、体が、縮むって……」

　むにむにと自分のほっぺに触れて、アッチョンブリケ！　のポーズをする幼女と、その子にぺこぺこと頭を下げる栗栖ちゃん。

　体縮んだとか、なにを言ってるんだろうこの子は？

　名めい探たん偵ていコナンごっこでもやってるのかな。

　状じよう況きようがよく呑のみ込めなかったので、僕はもう一度栗栖ちゃんに尋たずねた。

「結局、この子は誰なの？」

「え、ええと」栗栖ちゃんの目は凄まじい勢いで泳いでいた。「この子は……そ、そう！　織野先輩の妹さんです！」

「織野さんの妹？」

「そうです！　ですよね、織野先輩の妹さん！」

「そ、その通りです。私、栞お姉ちゃんの妹です！」

　僕は改めてその子を見た。言われて見れば確かに、織野さんにそっくりだ。髪かみの色や顔立ちなど、なにからなにまで似ている。

　織野さんがそのまま小さくなったようだ。

「へえー。織野さんに妹がいたなんて知らなかったなぁ」

　呟きながら、僕は妹ちゃんの前にしゃがんだ。彼女と目線の高さを合わせて、自己紹しよう介かいをする。

「はじめまして。僕は籠島諦。よろしくね」

「は、はじめまして」

「きみの名前は？」

「な、名前!?」

　妹ちゃんはものすごく困った顔になってしまった。助けを求めるような視線を栗栖ちゃんに向けるが、栗栖ちゃんは「無理無理」とでも言いたげに手を横に振ふった。

「わ、わ、私の名前は……」

　しどろもどろな口調で言う。

「織野……織野栞、じゃなくて織野、し、しお、しお、り……しお、おし、おし……おしり──うん！　私、織野オシリと申します！」

「お、おしり？」

「はい！　私、織野オシリです！」

「……へ、へえ、そうか。か、かわいい名前だね」

　一いつ生しよう懸けん命めい笑え顔がおを作って褒ほめてあげた。

　いやしかし、ひどい名前だな。

　人の名前を馬鹿にするのはよくないけれど、それにしたってひどい名前だ。いくらなんでもオシリはないだろう……。

　オシリちゃんは「……どうして私って咄嗟のネーミングセンスがないんだろう……」と両手で顔を覆おおい、それを栗栖ちゃんが「か、かわいいですよ、大丈夫ですよ！」と励はげましていた。

「……お、オシリちゃん。学校でのあだ名とか、ある？」

『オシリちゃん』とはあんまり呼びたくなかったので、そう尋ねてみた。しかし、すぐに安易な発言だったと後こう悔かいした。しまった。こういう変な名前だと、学校でイジメられてるという可能性があるじゃないか……。

「あだ名ですか……え、ええと……そ、そうですね……あっ」

　オシリちゃんは、少し考えてから答えた。



「学校では──オシリスと呼ばれています」



「かっけええええ────っ！」

　思いがけないかっこよさに、叫さけばずにはいられなかった！

　前言を撤てつ回かいしなければ。アリだ。オシリって名前アリだよ。アリアリだよ。アリーヴェデルチだよ。

　この子はきっと学校の人気者に違いない。イジメどころか、三さん幻げん神しんとして崇あがめられているのだろう。

「かっこいい、ですか……？　オシリスって確か、どこかの国の神様の名前でしたよね、織野せんぱ──じゃなくてオ、オシリさん」

「う、うん。エジプトの神様。確か、体が緑色の男の姿で描えがかれてて、あんまりかっこいいイメージはなかった気がするんだけど……」

　女子二人には残念ながら僕の感動がまるで伝わっていなかった。

　まったく。

　オシリスって言ったら、天てん空くう竜りゆうに決まってるでしょうが！

　僕はごくりと唾つばを飲み込み、高ぶる鼓こ動どうを抑えつつ、その呼称を口にする。

「オシリス」

　……おお。ヤバイな。超ちようテンションが上がるんだけど。

　オシリス、オシリス、オシリス……。

「な、なんですか？」

「いや、ごめん。やっぱりテンションが上がりすぎて涙なみだが出てきそうだから、やっぱり普ふ通つうにオシリちゃんって呼ぶね」

「……どんだけオシリスにロマンを感じてるんですか」

　呆あきれ顔がおのオシリちゃんだった。まあ、わかる人にしかわかんないだろうなぁ、この気持ちは。

「それはそうとして、織野さんの妹であるオシリちゃんが、どうしてここに？」

　ちょっと今いま更さら過ぎる根本的な質問をすると、二人は口を閉ざした。

『栗栖ちゃん、任せた』

『ええ！　む、無理ですよ……』

『私も無理よ！　こういうの本当に苦手なの！』

『ううぅ……。わ、わかりました。私のせいですもんね、頑がん張ばります！』

　という感じの、よくわからないアイコンタクトをし、それから栗栖ちゃんが一歩前に出た。

「織野先輩が連れて来られたんです。オシリさんが、お姉さんの通う高校に遊びに来たかったらしいので。そうですよね？」

　こくん、と勢いよく頷うなずくオシリちゃん。

「ふーん。なら、織野さんはどこに行ったの？　鞄があるからここには来たんだよね？　そしてオシリちゃんはどうしてぶかぶかの制服着てるの？　もしかしてそれ、織野さんの制服？　なんで？」

　まくし立てるように、気になっていたことを全部訊きいた。

　すると栗栖ちゃんは、あたふたしながらも、順序立てて質問に答えてくれた。

「じ、実は、織野先輩とオシリさんと私で、三人で遊んでいたら、窓からの突とつ風ぷうでオシリさんの服が全すべてさらわれてしまって……」

「風で服がさらわれたの!?」

　どんだけ凄まじい突風が吹ふいたんだろう。童話『北風と太陽』での、北風さんのプライドをかけた猛もう攻こう撃げきですら、旅人の上着をはぎ取ることはできなかったというのに。

「そしたら織野先輩が、自分の服を全てオシリちゃんに着せた後──全ぜん裸らで奇き声せいを発しながらオシリさんの服を追いかけて行きました」

「全裸で奇声を発しながら!?」

　流は行やってるのそれ!?

　全ぜん裸ら奇き声せい健康法とか、あるのかな？

　そして織野さん、男らし過ぎるだろ。女らしさと引ひき換かえに男らしさを極きわめてしまっている。いいお姉ちゃんなのに、どこか道を間違ってる気がする。

　人としての道を。

『く、栗栖ちゃん!?』

『ご、ごめんなさい！　私にはこれが限界でした！』

『最後の全裸で奇声だけは絶対いらなかったよね!?　こないだのこと根に持ってたの!?』

『…………いえ、別に』

『根に持ってたんだ！』

　またもやアイコンタクトをする二人を眺ながめながら、僕は織野さんのことを考えた。大だい丈じよう夫ぶかなあ、お腹冷やさないといいんだけど。

「うん。まあ大体の事情はわかったよ。つまり、織野さんがオシリちゃんの服を取ってくるまで、待ってなきゃいけないってことだね」

「そうです！　ね、栗栖さん」

「ですよ。ね、オシリさん！」

　にこっと笑う二人。どちらも額に冷ひや汗あせが浮かんでいる気がしたけど、まあ目の錯さつ覚かくだろう。





　それから下校時間まで三人でのんびりと過ごしたが、織野さんは帰って来なかった。

　栗栖ちゃんはこれから用事があるらしく「ごめんなさい、織野せ──いやオシリさん。時間がくればきっと元に戻れると思いますので……」と、真しん剣けんな様子で謝あやまってから帰ってしまった。

　というわけで、織野さんが帰って来るまで、僕がオシリちゃんの面めん倒どうをみなければならなくなった。オシリちゃんは「私、ひとりでも大丈夫ですよ！　このまま、時間になるまでどっかに隠かくれて──」などと言うが、こんな小さな子を放っておくことはできない。

　ここで一人にさせてしまっては、織野さんに合わせる顔がないのだ。

「いいかい、オシリちゃん。僕の教えた通りでやるんだよ」

「は、はい……」

　複雑な表情で頷くオシリちゃん。

　場所は僕の家のリビングだった。他ほかにいい場所が思いつかなかったので、とりあえず自分の家に連れて来た。

　ちなみに、オシリちゃんはだぼだぼの織野さんの服装ではなく、下校途中で買った千円のワンピースを着ている。オシリちゃんが自分のお金で買った、安い割にかわいい服である。会計のときに見えた財さい布ふが織野さんと全く一緒だったのは、きっと姉妹で揃そろえているからだろう。

「い、いきますよ」

　オシリちゃんは全身を羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで震ふるわせながら、僕の教えたポーズを取った。



「か、かめはめ波ぁ～……」



　弱々しく言って、両手を前に突つき出だした。

「ちっが──う！　全然駄目だよ、オシリちゃん！」

　僕は大おお仰ぎように嘆なげいた後、もう一度熱くレクチャーする。

「いい？　まず、両手はこう。猫ねこの手ね。それを体の後ろに持ってくる。よく間違って覚えてる人がいるんだけど、手は逆さに合わせるんじゃなくて、指と指、手首と手首を合わせる」

　実演を交えて、実にわかりやすく解説する。

「そして最後はこう、両手を勢いよく突き出す！　このとき、『波ー』じゃなくて『波ぁああー』と言ったほうがよりリアルだから！」

「…………」

「あと、恥ずかしいって思ったら負けだよ。羞しゆう恥ち心しんを捨てることから必ひつ殺さつ技わざは生まれるんだ。みんな恥ずかしくっても我が慢まんして叫んでるんだからね」

「……なんですか、この遊び……」

　オシリちゃんはげんなりとしていた。

　うーむ。もしかして女の子には楽しくない遊びだったかな。僕が七歳ぐらいのときなんて、こんなことばっかりやってたんだけど。

　ふと幼少時代を思い出し、僕は遠くを眺め、物思いにふけった。

「昔さ、そよ風公園でよく練習したんだよね」

「……ああ、そういえばやってたね」

「変なスーツのお姉さんを襲おそう怪かい物ぶつを、僕の『かめはめ波』でやっつけたりしたなあ」

「記き憶おくが凄すさまじく美化されている!?」

「そしたら、助けられた変なスーツのお姉さんが『結けつ婚こんしてください』って僕にプロポーズしたんだったよなあ」

「逆！　それ逆！　プロポーズされたの私！　なんでありがちな少年の夢みたいな展開になってるの!?」

「えーっと、それで、なんだっけかな。僕が『どこを好きになったの？』って訊いたら、お姉さんが『ほにゃららが大きいとこ』って答えたから、『そんなこという人とは結婚できません』って断ったんだっけ？」

「だから逆！　しかもひどいところがうろ覚えになってる！」

　わーきゃーと騒さわぐオシリちゃんをよそに、僕はもう一度正しく回想する。

　忘れるはずがない。

　あれは僕の──大切な思い出だ。

　息が荒あらくなっていたオシリちゃんが「と、とにかく」と仕切り直す。

「籠島さん。必殺技の練習は、恥ずかしいのでもういいです……」

「……そっか」

　ちょっと凹へこむ。どうやら楽しかったのは僕だけだったらしい。

「すいません。私、『ドラゴンボール』読んでないから、イマイチよくわからなくて」

「──っ！」

　なにげないその一言に、僕は戦せん慄りつを隠せなかった。

『ドラゴンボール』を読んでいないだとぅ!?

　足元がスポンジになってしまったかのように、体がぐらついた。立っていることすらできず、床に崩くずれてしまう。絶望だ。絶望の闇やみが、僕を喰くらい尽つくす。

「ど、どうしたんですか、籠島さん」

「……オシリちゃん」

「は、はい……」

「そろそろ帰れば？」

「扱あつかいが急に冷たくなった！」

「いや、だって僕、『ドラゴンボール』を読んでない子とか、どうやって接したらいいか全くわからないし」

「そこまでのこと!?」

「……ゆとり教育かぁ」

「いや！　ゆとり教育にそんな弊へい害がいはないわよ！」

「えー。だってオシリちゃん、たまに僕に敬語じゃなくなるし」

「そ、それは……つい普ふ段だんのくせで……」

　オシリちゃんは口ごもってしまった。

　そんなかわいい彼女に、僕は優やさしい言葉をかける。

「うそうそ。冗じよう談だんだよ。オシリちゃんはまだ、七歳だもんね。読んでない名作漫画もあるだろうし、それに言こと葉ば遣づかいが乱れることだってあるよね」

　そう言うと、オシリちゃんは「はいっ」と、明るい笑え顔がおを取り戻した。

「まあでも、もしも高校生にもなって『ドラゴンボール』を読んでない女子がいたら、そういう子は僕の好みじゃないかなー」

「…………」

「そういう女子は。もう、アウトもアウト。完全にアウトオブ眼中。そんな子と付き合ったりしてもなんにも楽しくなさそう」

「…………」

「あ、そういえば、お姉ちゃんは『ドラゴンボール』──」

「読んでるって言ってました！　超ちよう大だいファンです！」

　凄まじい勢いでオシリちゃんが食いついた。

「そ、そう？　そうなんだ」

「はい。こないだ部屋でこっそり『かめはめ波』の練習してました！」

「高校生にもなって!?」

　この僕ですら、そういうことは小学校で卒業したというのに。

　織野さん、引くわー。

　ドン引きする僕が見下ろす中、オシリちゃんは「……元に戻ったら全巻読まなきゃ」と、わけのわからないことを呟いていた。

「じゃあオシリちゃん。必殺技の練習は止やめて違ちがうことをして遊ぼうか」

「はい。それがいいです」

「そうなると、他ほかに『ドラゴンボール』の名シーンは……」

「……いや、そろそろそこから離はなれて欲ほしいんですけど」

　僕はかの名作に想おもいを馳はせる。

　ぱっと思いつく限りでは「クリリンのことかぁあ──っ！」と「さよなら、天さん」ぐらいだ。

　あ、そうだ。

　せっかく二人いるんだし、フュージョンをやろう！

　あの謎なぞのポーズをやったら、きっと楽しいぞぉ。僕とオシリちゃんじゃ体格が違い過ぎるから成功はしないだろうけど、それでもやってみる価値はある。

「ねえ、オシリちゃん。僕と──」

　そう言いかけて、気づいた。そうだ。オシリちゃんは『ドラゴンボール』読んでないんだから、フュージョンなんて専門用語がわかるはずがないじゃないか。

「僕と、なんですか？」

　無む垢くな表情で首を傾かしげるオシリちゃんに、僕は専門用語を使わずにわかりやすく伝えることにした。

「僕と合体しよう」

　ゆでダコみたいに顔を赤くしたオシリちゃんに、七歳とは思えない、というか一いつ般ぱん人じんとは思えないレベルの腕わん力りよくで一本背ぜ負おいされた。

　へー。人間ってソファにめり込むんだなー。





　他にも様々な遊びを試ためしたのだが、全体的に不評だった。

　ビーダマンでキャノンショットごっこやったり、ハイパーヨーヨーでドラゴンループごっこやったり、ミニ四よん駆くでマグナムトルネードごっこやったり、クラッシュギアでシャイニングソードブレイカーごっこやったり、ベイブレードでバニシングアタックごっこやったり、ゾイドで荷か電でん粒りゆう子し砲ほうごっこやったり、マジック・ザ・ギャザリングで真の決闘者デユエリストごっこ（「俺おれには聞こえる、デッキの声が！」とかやる遊びである）したりしても、全部駄目だった。

「……オシリちゃん、きみもなかなかわがままだね」

「いえ、籠島さんが提示してくる遊びが偏かたよってるだけです。もっと普通の遊びでお願いします」

「ううむ」

　僕は腕うでを組み、ソファに座って足をぷらぷらさせている幼女をじっと見た。

「普段はどんなことして遊んでるの？」

「ふ、普段ですか？　えっと……」

　オシリちゃんは「……この年代の子って普通はなにしてるんだろ」と、ひとしきり悩なやんだ後に、ぽつりと答えを口にする。



「お、お医者さんごっこ……？」



「…………」

　絶句。

　お医者さんごっこ。

　確かに子供の遊びとして定番っちゃ定番な気がするが、僕とオシリちゃんでやったら犯罪じゃないだろうか。

　……いや、でも、オシリちゃんがようやく自分からやりたいことを言い出してくれたんだ。ここで断ったら男じゃない。

「よし！　やろうか、お医者さんごっこ」

「ええ!?　その……自分で言っておいてあれですけど、ほんとにやるんですか？」

「遠えん慮りよしなくいいよオシリちゃん。患かん者じや役と医者役、どっちがいい？」

「……じゃ、お医者さんで。……ちょっと待って。ほんとにやるの……？」

　というわけで。

　恥ずかしながらも頑張ろうと思う僕と、なぜか僕以上に恥ずかしそうにしているオシリちゃんとで、お医者さんごっこスタート。

「オシリせんせ～い」

「……どうしてかな。先生と呼ばれてるのにバカにされている気しかしない。……は、はーい。どうしましたか？」

「ちょっと昨日から体の調子が悪いんですけど……」

「風か邪ぜですね。お薬出しておきますから、安静にしといてください。それではお大事に」

「はい、ありがとうございました──ってやぶ医者か！」

　軽快にノリ突っ込みをかます僕。我ながら変なテンションになっていた。しかしテンションを上げないとお医者さんごっこなんてやってらんないのだ。

「駄目だよオシリちゃん。診しん察さつがいくらなんでも適当過ぎるって」

「す、すいません……」

「今度はもうちょっとしっかりね」

「……籠島くんって遊びには関しては無む駄だに厳しいよね……」

　なにかぼそっと呟かれた気がしたが、気にせずテイク２。

「オシリせんせ～い」

「あ、そこは毎回変わらないんだ……。は、はーい」

「昨日から体の調子が悪いんですけど……」

「はい。ではちょっと失礼しますね」そこでオシリちゃんは僕の体を頭から足元まで観察する。「わかりました。これは……癌がんですね。早さつ急きゆうに入院が必要です」

「そんな!?　先生、なんとかしてください──って名医か！」

　またもやノリ突っ込みの出番だった。

「名医過ぎるよオシリちゃん……。なんで見ただけで癌がわかっちゃうの？　肉眼でＣＴスキャンなんてブラック・ジャック先生でもできないよ」

「そこは、世界一の名医って設定だったから……」

　もじもじ指を絡からませ、オシリちゃんは俯うつむいてしまう。

　さっきから思っていたんだけど、どうもこの子、子どもっぽい遊びをするのが苦手なようだ。普段、あんまり遊んだりしていないのだろうか。

「とにかくオシリちゃん、もうちょっと普通のお医者さんごっこでやってみようよ」

「その、普通がよくわからないんですよ……」

「うーん。だったら、一回僕がお医者さんでやってみようか？　お手本を見せてあげるよ」

　僕の提案に、オシリちゃんはこくりと頷いた。

「ふふふ。それじゃ見せてあげるよ。『大人のお医者さんごっこ』ってやつをね」

「なっ!?」

　しゅぼっと、沸ふつ騰とうしたように顔を赤くするオシリちゃん。

「ななななに言ってるのよ籠島くん！　大人のってなによ！　へ、へ変態っ！」

「違う違う！　大人のっていっても変な意味じゃないから、安心して！」

　織野さんのような口調で罵倒してくるオシリちゃんを必死で宥なだめる。まさか『大人の』をそういう意味で取られるとは思わなかった。

　まあ、そういう感じで。

　籠島流、大人のお医者さんごっこ、スタート。

「…………」

「……あ、私からか。か、籠島せんせーい……」

「……いくらだ？」

「え？」

「いくら出せる、と訊きいてるんだ」

「ええっ!?　どういう展開なの!?」

「手術は三千万だ。ビタ一文まけるつもりはない」

「いくら出せるとか訊いておきながら、値段は決まってるの!?」

「ちょっと待ってください先生！　いくら何でも高過ぎますよ！」

「いきなり誰だれっ!?」

「黙だまってろ。助手のお前が口を出すことじゃない」

「助手だったんだ……。え、なに？　一人二役なの？」

「うふふ。相変わらずね、先生は。昔とちっとも変わってないわ」

「また増えた！　なんか女医っぽい人が増えたわ！」

「……私、払はらいます！　息子むすこの手術代、三千万円、何年かかっても必ず……」

「そしてお母さんがありがちなセリフを！」

「何年かかっても必ず……海物語で」

「パチンコ!?　パチンコにハマってる駄目なお母さんだった！」

「くくく。おいどうするんだ？　母ちゃんはお前の手術代を払うと言ってるぜ？」

「え、あ、ここで私!?　私、息子役なの!?」

「どうするんだ、オシリ太た郎ろう」

「しかもそんな名前!?」

「いい名前じゃないか、オシリ太郎。桃もも太た郎ろうのように強くなってほしいという願いが込められた名前なんだろ？」

「由来が適当過ぎる！　桃ももとお尻って通じるものがあるようでなにもない！」

「その場にいた全員の視線が、オシリ太郎に集まった。しかし、オシリ太郎にはどうしても手術を受けられない理由があったのである。それは、彼が三歳のときであった」

「ナレーションが入った！」

「私は神だ」

「!?」

「私の力でオシリ太郎の病気を治してあげよう。ちちんぷいぷい。はい治った。めでたしめでたし」

「神様の力の使い方が適当過ぎる！　ていうか、収集つかなくなったからとりあえず神様出したでしょ！」

　図星だった。

　楽しくボケていたら、自分でもよくわからなくなってしまったので、神様に助け舟ぶねを求めたのである。

「ちなみに、こういう風に物語の内容がこんがらがってよくわからなくなっちゃったときに、いきなり神様が現れて、今までの伏ふく線せんとか全部台無しにして物語を収束させる演出の手法のことを『機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナ』って言うんだよ。勉強になったね、オシリちゃん」

「……うまくまとめましたね」

　呆れ顔でそう言って、オシリちゃんは深々と息を吐はいた。どっと疲つかれたようなため息である。

「『機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナ』なんて難しい言葉、よく知ってますね」

「まあ、基本だよね」

「……基本？」

　基本である。

『機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナ』とか『創世記ジエネシス』とか『堕天使ルシフアー』とか、この辺のオサレな単語は、一部の年代を経験した男子ならば無駄に知っていたりするものだ。

　僕はもう卒業したけど。

「さて。それじゃあ今のを参考にして、もう一度オシリちゃんがお医者さん役でやってみようか」

「いえ、なんの参考にもならなかったんですけど……」

「うん。確かに……」苦笑する僕。「だったら、とりあえず定番なところで、聴ちよう診しん器きでぽんぽん、とかやってみようか」

「聴診器……なるほど。じゃあ、それで頑張ってみます」

　拳を握にぎりしめて意気込むオシリちゃん。

　……冷静に考えると、こんなムキになる必要もない気がしてきたけど……まあ、人生冷静になったら負けである。ノリと勢い重視で行こう。

　というわけで、テイク３。

「オシリせんせ～い。昨日から体の調子が悪いんですけど」

「はい。では聴診器を当てますので、シャツをめくってください」

「え？」

　思わず固まってしまった。オシリちゃんも「あ……」と動きを止める。自分の発言の意味を理解したらしい。

　そうか。聴診器を当てるためには、お腹なかを出さなきゃならないのか。

　まあこれはごっこ遊びだから、そこまで本格的にやる必要はないのかもしれないけど、せっかくのオシリちゃんの意気込みに水を差すのも気が引ける。

　僕は覚かく悟ごを決め、勢いよくシャツをまくりあげた。

「オシリ先生！　お願いします！」

「え、ええ？　う、うわあ……うわあ」

　オシリちゃんは顔を赤くして、両手で口元を押おさえてしまった。戸と惑まどっているようだったが、その瞳ひとみは顕あらわになった僕の腹部や胸部を凝ぎよう視ししていた。

　数秒硬こう直ちよくしていたが、やがてごくりと喉を鳴らし、

「ししし失礼します……」

　と、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをしてから、聴診器を当てるフリを始めた。

　ぽんぽん、というよりは、ぺたぺたという感じ。少女の柔やわらかい手が、直じかに僕のお腹や胸に触ふれていた。相手の体温が直接伝わって来る。

　ぺたぺた。ぺたぺた。

　…………。

　なんだろう、この胸のくすぐったさは。

　おかしい。小さい子が相手ならいくら触さわられたりしても平気だと思ってたのに、すごいドキドキしちゃう。

　オシリちゃんはオシリちゃんで、ものすごく恥ずかしそうに触ってくるし。しかもその触り方が、遠慮しているのかやたらとソフトタッチだ。撫なでるように触られて、それがまた絶ぜつ妙みようにくすぐったくて、変な気分を増長させる。

　おかしいなあ。

　どうして、まるで同い年の異性に体を触られてるみたいに恥ずかしいんだろう？

「……私、男の子の体、こんな風に触ったの、初めて……」

「そ、そうなんだ」

「うん……」

「…………」

「…………」

　会話が途と切ぎれ、沈ちん黙もくが降りる。しかし気まずい沈黙というわけではなく、もしも色を付けるとしたら……も、桃もも色いろ？　みたいな沈黙で、気まずくないというのが逆に気まずかった。

　オシリちゃんは一定のペースで僕の胸やお腹、さらには背中にまで手を回してぺたぺたと触ってくる。

「あの……オシリ先生、僕、どうでしょうか？」

「う、うん。思ってたより、引き締まった体だね……。意外と手て触ざわりがいい……なんか、ちょっと楽しいかも……」

「え？　あ、いや、病気のこと訊いたんだけど？」

「あ、ああ！　うん、うんうん。これは……」

　迷うように言葉を溜ためて、そしてもっともらしい口調で言う。

「も、もう少し調べてみないとわかりませんね」

「…………」

　お医者さんごっこ、続行決定。

　僕はぺたぺたと触られ続ける。いわばマグロ状態だ。いつのまにか聴診器はどこかに行ってしまっていて、完全にただの触しよく診しんに移行していた。

　そうしていると、オシリちゃんが急に手を止め、思案顔になった。「……これって、もしかしてチャンス……？　この体のままだったら……なにしてもいいんじゃ……」などと意味不明な言葉を呟つぶやき、上うわ目め遣づかいで僕を見た。

「籠島さん……」

「な、なに？」

「わ、わ、私は、七歳です。子供です」

「うん、知ってるよ」

「子供はコウノトリが運んでくると信じてるぐらい子供です」

　それを自分で言ったら子供じゃないんじゃ……と思ったけど、今の僕にはそんなことを深く考える余よ裕ゆうはなかった。

「だ、だから……男の人の体になんて興味ありませんから！　これは全力でお医者さんごっこをやっているだけです！」

「う、うん。わかってるよ……」

　オシリちゃんはまだ七歳だからね。そういうの、わかるはずないよね。

　なんか「……女子だって、男の子の体に、興味あるのよ」的な色っぽい目をしてる気がするけど、まだ七歳だもんね！　こんな小さな子が嘘うそつくはずないよね！

「えい」

「ひゃう！　ちょ、ちょっとオシリちゃん。脇わき腹ばら強く掴つかまないでよ」

「ふふ、ごめんなさい。……ふふっ、でも『ひゃう！』だって……変なの」

「う、うぅ……」

「えい」

「ひゃんっ！　だから止やめてってば、オシリちゃん！」

「オシリちゃんじゃなくて、オシリ先生ですよ？」

「う」

「ちょっとくすぐったくても我慢してください。これは触診ですからね」

「う、う、う……」

　完全に主導権を握られてしまった。攻こう守しゆ逆転である。

　籠島諦十七歳。

　現在、七歳の女の子にイジメられています。

　……どうしよう、オシリちゃんすっごい楽しそうだ。かわいい弟をからかって楽しむお姉ちゃんみたいな笑顔になっている。日ひ頃ごろの仕返しとばかりにノリノリである。

　いや、僕も楽しくないわけじゃない。むしろちょっと……いやかなり楽しい。

　しかしこの場合、楽しくていいのだろうか……。

「んっしょ。ふふ」

　そんな可愛らしい声を上げながら、オシリちゃんは僕の膝ひざを上に乗ってきた。

　なぜに乗ってくる!?

　オシリちゃんのお尻ちゃんが僕の太ももの上に！

「ね、ねえ。そろそろお医者さんごっこ、やめない……？」

「駄目です。先生の言うことを聞いてください」

「で……でも──」

「しー」

　ぴと、と。

　人差し指で唇くちびるを塞ふさがれた。それだけで身動きひとつ取れなくなった。腹部の直接的な体温、太ももの布越ごしの体温、さらには下から覗のぞき込むようにしてくる潤うるんだ瞳が、僕から体の自由を奪うばっていく。

　いや。

　いやいやいや。

　なんでされるがままになっているんだよ、僕は！

　なんで七歳相手に手玉に取られちゃってるんだよ！

　いやー。子供の無む邪じや気きさっていうのは怖こわいなー。

　しかし──まずい。この空気はまずい。僕らの間に流れる空気が非常にまずい。オシリちゃん、目がとろんとしちゃってるし。正気を失いかけてるし。

　ああ、それにしても、やっぱり妹なだけあって、この子織野さんにそっくりだ。なにもかもがそっくりだ（強しいて言えば胸だけ似てない）。

　だからだろうか。

　織野さん本人に弄もてあそばれている気がして──普段は清せい楚そで真面目まじめな織野さんがここぞとばかりに激しくなった気がして、異様にドキドキする。

　つまり、今の僕の心境を客観的に分ぶん析せきして端たん的てきにまとめると──

　幼女にイジメられてテンションが上がっていた。

　…………。

　お父さんとお母さんにごめんなさいって言いたくなった……。『人間失格』を執しつ筆ぴつしたときの太だ宰ざい治おさむは、もしかしたらこんな心情だったのかもしれない。絶対違うけど。

「きょ、きょ、胸囲を測りまーす……」

「いつの間に身体測定になったの!?」

　僕の突っ込みも虚むなしく、胸にぐるりと手が回ってきた。メジャーがあるという設定なのだろう。きっとそうなのだろう。

　それは二文字で言えば『ハグ』だった。完全に幼女に抱だきしめられた体勢である。

　しかし、オシリちゃんは真剣に僕の胸囲を測定しているのだから、そんな邪よこしまな感情を抱いだいたら駄目だ。しっかりと測定されねば！

　オシリちゃんは僕に抱きついたまま──いや、胸囲を測定したまま、なかなか離れようとしなかった。

「ふ、ふふっ」

　それは、至福そうな笑い声だった。

「うふ。うふふふふふふ」

　それは、狂きよう気きめいた笑い声だった。

「うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ」

　お、お、オシリさん？

　なんか暴走してませんか？

　完全に空気に呑のまれてませんか？

　悪ノリが過ぎてませんか？

「お、オシリ、ちゃん」

「籠島さん……」

　お医者さんごっこはどっかに行ったらしい。けれど、僕ぼくにはもうそんなことを注意する余裕もなく、ただ意味もなく名前を連呼することしかできなかった。

「オシリちゃん……」

「籠島くん……」

　急にくん付けになった。それはまるで我を忘れてついつい普段の呼び名が出てしまったかのようでもあったが、そんなことを考えている余裕はない。

「オシリちゃん、オシリちゃん」

「……ううん」

　オシリちゃんはゆるりと首を振り、そしてまっすぐ僕を見つめる。



「栞って……呼んで」



　なんで!?

　なんでお姉ちゃんの名前で呼ばなきゃならないの!?

　そんな疑問で頭がいっぱいになるかと思ったが、しかし僕は──僕というひとりの男は、目の前の幼女が放つ魔ま性しよう（？）に取り込まれ、正常な思考ができなくなっていた。

「し、し、栞……」

　……なんで一度も呼び捨てにしたことがない織野さんの名前を、その妹相手に口にしてるんだろう──とかは考えない！

「う、うん。あ、あ、諦……」

　なんでいきなり下の名前で呼ぶの──とかは知らない！

「……栞」

「諦……」

　もう自分がなにしてるかわからなかった。

　おそらくオシリちゃんもそんな感じだろう。酔よっ払ぱらったみたいに目が虚うつろで、顔が真っ赤だった。別の世界に飛び立ったような顔をしている。

　いや──これからなのか？

　別の世界に──新しい世界に飛び立つのは、これからなのか！

















「栞！」

「諦！」

「栞ぃいい！」

「諦ぁああ！」



　ピピピピピピピピピっ！



「「ぎゃああああああああああああ────っ！」」

　突とつ如じよ響ひびいた電子音に、僕らは驚きよう愕がくの叫びを上げて、互たがいに突つき飛とばすように離れた。乱れた衣服を整え（衣服が乱れていたのは僕だけ）、ついでに呼吸も整え、ばっくんばっくん言ってる心臓も整える。

「はぁー、はぁー、はぁー」

　頭が冷え、正気に戻もどる。

　ああ、なんか久しぶりだね、正気。実家にでも帰っていたのかい？　しかも戻って来た正気は、常識とか倫りん理りとか世せ間けん体ていとか、あとは都条例とかとパーティを組んでいた。その最強パーティはキングスライムになるスライムの如ごとく融ゆう合ごうし、巨きよ大だいな自己嫌けん悪おとなって、僕を押おし潰つぶした。

　……なにをやっていたんだ僕は。なにをする気だったんだ僕は。織野さんの妹を相手になにをやる気だったんだ……。

　果てしない後悔と罪悪感が僕の心をずたずたに引ひき裂さく。もしもこの場に日本刀があったら、ジャパニーズ腹切りを披ひ露ろうしてしまいそうだ。

「なにをやってたのよ、私……」

　自己嫌悪と戦っているのはオシリちゃんも同じらしかった。四よつん這ばいの体勢で、床に向かってぶつぶつと言葉をぶつけている。

「お医者さんごっこ……なんて危険な遊びなの……っ！」

　いや、お医者さんごっこのせいじゃないと思うよ。

「え、えと、オシリちゃん？」

「は、はいぃっ！　あ、ああ、あのあの、い、今のことは全部綺き麗れいさっぱり忘れてくださいね！　私、どうかしてましたから！」

「いや、それはこっちからお願いしたいくらいなんだけど、そうじゃなくて──」

　僕はオシリちゃんが学校から持ち帰った織野さんの鞄を指す。

「電話、鳴ってるよ」

　そう言うとオシリちゃんは、はっとした表情になり、慌あわてて携けい帯たいを取り出した。

「それ、お姉ちゃんの？」

「はい。あ……い、いえ！　私のですね。お姉ちゃんとお揃いにしてるんです！　だから出ますね！」

　言うや否いなや、オシリちゃんは携帯を耳に当てたまま、リビングから出ていった。

　携帯までお揃いにするなんて仲がいい姉妹だなあ。でも、なんでオシリちゃんの携帯電話が織野さんの鞄に……あ、そうか、しっかり者の織野さんが預かっていたんだな、きっと──なんて大して意味もないことを考えている内に、オシリちゃんが戻ってきた。

　少し前の悪ふざけを全て忘れたかのような──真面目な表情になって。

「籠島さん」

　オシリちゃんは言う。

　七歳の子供とは思えない、大人びた雰ふん囲い気きを纏まといながら。

「お外に遊びに行きませんか？」





　もう日が暮れる時間帯だったので、正直あまり外には行きたくなかったが、オシリちゃんがどうしても行きたいところがある、と言うので、仕方なく二人で出かけた。

　家から少し離れた朝日公園（遊具は皆かい無むで、木製のテーブルセットとトイレと噴ふん水すいだけがある公園）に辿たどり着つくと、オシリちゃんはきょろきょろと辺りを見渡した。

「ねえ。どうしてこの公園に来たかったの？」

「そ、それは……」

　オシリちゃんが言葉に詰つまっていると、

「急にお呼び出しして申し訳ありませんでした」

　丁てい寧ねいな口調の明るい声が、耳に届いた。

　声がした方向を向くと、眼鏡をかけた少年がこちらに歩いて来るところだった。

「それにしても、ずいぶんと愉ゆ快かいなことになっていますね、織野さん。あはは。かわいすぎてロリコンに目覚めちゃいそうですよ。愛着を込めてロリ野さんって呼んでいいですか？」

「……斎さい条じようくん」

　小さな唇から漏もれたのは、不安げな声だった。

　突とつ然ぜん現れた人ひと懐なつっこい笑顔の少年に、僕は見覚えがあった。

「きみは、こないだ『メガネメガネ』ってやってた……」

「はい、あのときはどうもありがとうございました」

　にこにこと微笑ほほえむ。よく笑うこの少年は、斎条くんと言うらしい。

「……きみは、オシリちゃんの知り合いだったの？」

「ええ。このオシリちゃんの知り合いです。ねえオシリちゃん？　……くふっ。オシリ、ねえ……オシリって」

　斎条くんが笑いを堪こらえるように言うと、オシリちゃんは恥はずかしそうに俯いた。「名前のことはいいからっ」と、彼かれに詰つめ寄より、そして小声で言う。

「言われた通り、籠島くんを連れてきたわよ。この姿に関しては、その、電話で言った通り……」

「わかってますよ。また黒くろ井い川かわ博士の新薬に付き合わされたんでしたっけ？　その症しよう状じようから察するに、記憶と知識を維い持じしたまま、筋肉骨格内臓その他諸もろ々もろを幼少期の状態にまで退行させられた──といったところでしょうか？」

「う、うん。それで、元に戻るのが……」

　斎条くんは、つい、と眼鏡の位置を直した。

「まあ──そういうことにしておいてあげますよ」

「え？」

「おやすみなさい」

　斎条くんはオシリちゃんの額を、人差し指の腹で押した。

　がくん、と。

　それだけで幼女の体は崩れた。

「オ──オシリちゃんっ!?」

「心配しないでください。眠ねむっただけですよ。一時間もすれば目を覚まします」

　淡たん々たんと言いながら、斎条くんは倒たおれそうになるオシリちゃんを両手で支えた。

「……な、なにをしたの？」

「？　僕はなにもしてませんよ。遊あそび疲つかれて寝ねてしまったのでしょう。この年代の子供はよく遊んでよく寝るものです」

　とぼけたように言って、斎条くんは軽く肩かたをすくめた。

　オシリちゃんを見ると、すやすやと気持ちよさそうに眠っていた。そうか、眠かっただけか、と僕はほっとする。そして意味不明な質問をしたと反省した。

　なにをしたの？　だなんて。

　超ちよう能のう力りよく者しやじゃあるまいし、人を自由に眠らせることなんてできるはずがない。

「さて。籠島さん。よろしければ、僕と少しお話しませんか？」





　斎条睦月むつき。

　彼はそう名乗った。

　その名前には覚えがあった。とは言え、覚えがあるのは名字だけ。織野さんが、時折「斎条くん」という名前を口にすることがあるからだ。

　彼はテレパシーの特化型スペシヤルで、機関には四人しかいないランクＳの超能力者。年ねん齢れいは十三歳。実戦に投入できるレベルの超能力者──ランクＢ以上の人間の中では最年少。精神干かん渉しよう系けいの能力では、機関でトップの実力を持つ。

　──という役を、あの映画で演じるはずだった、映画サークルの人らしい。

　つまり織野さんの──仲間である。

「織野さんとはそこそこの付き合いでしてね。だから、妹であるオシリちゃんとも仲良くさせてもらってるんですよ」

　歌うように言葉を並べながら、斎条くんは頬ほお杖づえを突き、その柔らかな視線を僕にもたれかかっているオシリちゃんに向けた。

　公園の隅すみにあった、木製のベンチとテーブル。僕ら三人はそこに座すわっていた。斎条くんは僕の対面に腰こし掛かけていて、オシリちゃんは隣となりで寝ね息いきを立てている。

「それで、僕に話っていうのは？」

「ああ、そうそう。実は、前々から籠島さんと二人でお話をしたいと思っていたんですよ。知ってますか、籠島さんは僕らの間じゃちょっとした有名人なんですよ？」

　僕が有名人？

　織野さんの所属している映画サークルで？

「もっとも、注目しているのは一部の人間ですけどね。知る人ぞ知る名店程度の知名度です。久く我が山やまさん──いや、キラ子こさん辺りは目の敵かたきにしてますけど。まあそれはそれとして、あまり雑談をするのも時間がもったいないですし、本題に入りましょうか」

　斎条くんは言う。

　人懐っこい笑えみを崩さないまま、実に明るい口調で。



「あなた──織野さんになにをしたんですか？」



　その、あまりにも唐とう突とつであまりにも抽ちゆう象しよう的てきな質問に、僕は首を傾げることすらできず、ただ硬直してしまった。弱々しく問い返すことしかできない。

「なにって……？」

「ここ最近、織野さんが強くなってるんですよ。つい最近まで伸のび悩なやんでいたのが嘘のように、ありえない程ほどのスピードで、加速度的に成長している」

「……どういうこと？」

『強くなってる』という表現が曖あい昧まいすぎて、意味がわからない。少年漫まん画がだったら、強くなった＝戦せん闘とう力りよくが上がっただろうけど、現実じゃ強さとはそういうものじゃない。

　喧けん嘩かの強さとか、精神的な強さとか、人間的な強さとか、いろいろとあると思うけど、いったいどれを指しているのだろう。

「もっとわかりやすく言いましょうか？　織野さんの能力が飛ひ躍やく的てきに向上しているんですよ。十年近くランクＢに留とどまっていたというのに──多くの人間が、彼かの女じよは生しよう涯がいランクＢのままだろう、これ以上の能力の上じよう昇しようは見込めないだろう、と評価を下していたというのに。それなのに彼女は、先日、めでたくランクＡとなりました」

「…………」

「はっきり言って異常なペースです。もしもこのペースで成長が進めば、いずれは僕と同じランクＳに到とう達たつするかもしれない。そうなれば一波乱あるでしょうね。まあ、僕は器うつわが大きいから、そういったことは気にしませんけど、戦闘力と器の大きさが反比例している宇う津つ呂ろ原はらさん辺りは、出る杭くいを打ちに出張るかもしれません」

　頭の中が疑問でいっぱいになる。

　能力？　なんだそれは？　斎条くんが映画サークルの人間だというならば、それは演技力ということなのだろうか。

　そしてランクってなに？　サークル内でそういう位付けがあるってこと？

「ふーん。これだけ言っても、駄だ目めですか」

　僕が沈黙しかできないでいると、斎条くんはつまらなそうに息を吐いた。

「こうして面と向かって話して──あなたの気持ちを、考えを、心を『見て』いるというのに、なにも見えてこない。不ふ明めい瞭りようで要領を得ない。ここまでのヒントを与あたえれば、なにかしら思考の綻ほころびを見せると思ったのに、それも皆無……。馬ば鹿か正しよう直じきに映画の話だと信じ込んでいる……」

　目を伏ふせ、僕を無視して独白を始めた。

　僕なんか相手にする価値もない、と言わんばかりに。

「……うーん。もしかして、外れだったのかなあ。この男じゃ、なかったのか……いや、でもなあ……」

　独り言は続く。

　そんな彼を前にして、胸の内に恐きよう怖ふが芽生え始める。

「失礼します」

　と、いきなり斎条くんが身を乗り出し、僕の額に触れた。少し前、キラ子さんにそうされたことを思い出した。

「──ふむ。やはり記憶操作や精神操作の形けい跡せきはなし、か」

　手を戻し、不満気に口を尖とがらせる。

「ねえ、さっきからどうしたの？」

　たまらず尋たずねると、「ああ、気にしないでください」と、軽くあしらわれた。僕の方が年上のはずなのに、まるで大人が子供をあしらうようにされて、少し不快だった。

　しばらく考えに沈しずんでいた斎条くんは、やがて顔を上げて──眼鏡を外した。

　間になにも挟はさまずに、直接、僕の瞳を見み据すえた。

「僕は今、僕らの組織の創始者について調べています」

「創始者？」

「はい。まあ、僕が個人的に動いているだけなんですけどね。今のところ、この組織の成り立ちやシステムに関して疑問を抱いた人間は、僕だけのようです」

　組織。

　それは映画サークルのことだろうか。どこの誰が映画サークルを創設したかなんて、別にどうでもいい気がするけど、この少年はそれが気になるらしい。

「ふふ。ええ、そうです。僕はそれが気になってるんですよ」

　斎条くんは僕の考えを見み透すかしたように──あるいは心を読んだように、そう言った。

「こういう、『わからない』という感覚が、僕はどうしようもなく苦手でしてね。気になったことは調べずにはいられない性質なんです」

「僕にはわからないな、そういう感覚。僕って、わからないことをわからないままにしておいても、大して気にならないタイプだから」

「これは生来の性質なんでしょう。もしくは本質。僕と籠島さんでは、根本から考え方が違うようです」

「みたいだね」

「話を戻します。僕は創始者について調べていて──そしてあなたを見つけた」

「僕？」

　話の繋つながりがよくわからなかった。映画サークルの創始者と僕との間に、いったいどんな因果関係があるというのだろう。

「これは僕らしくもない、なんの根こん拠きよもない直感なんですけどね。調査を続けている内に、あなたと創始者の間にか細い糸が見え始めたんですよ。籠島さんと創始者は密接な関係にある──そんな気がしてならない」

「……それは、たぶん気のせいじゃないかな。僕にはまるで心当たりがないけど」

　すると斎条くんは、「そうなんですよねえ」と言って、小さく息を吐いた。

「籠島さんには『本当に』心当たりがないようですし、それに籠島さん自身は本当にただの一般人のようです──まあ、とは言え」

　あなたの周りは別のようですけど。

　かろうじて聞き取れる程度の声でそう言って、斎条くんは眠っているオシリちゃんに視線を流した。

「魔ま法ほう、ね……。この世界にはまだまだ僕の知らないことが多そうです。この世の全てを知りたい、なんて傲ごう慢まんな考えはありませんけど、自分の所属している組織についてぐらい、知り尽くしておかなきゃ寝ね覚ざめが悪い……」

　言い切り、斎条くんは席を立った。再び眼鏡をかけ直し、にっこりと微笑む。

「お時間を取らせて申し訳ありませんでした。お話できて嬉うれしかったです。またいずれ、機会があれば」

「……斎条くん」

　こちらに背を向けて歩き出した彼に、僕はつい、問いかける。

　大して意味もないことを、なんとなく。

「きみはその創始者とやらを見つけて──どうしたいの？」

「……言ったでしょう？　僕は知りたいだけです」

　斎条くんは、ゆるりと振ふり返かえった。



「僕はただ、この、知らず知らずの内に何者かに支配されているような感覚に──常に誰かの掌てのひらの上で踊おどらされている感覚に、耐たえられないだけですよ」



　彼はやはり笑ったままだったけれど、眼鏡の奥おくの瞳は、まるで笑っていなかった。

　強さと覚悟が感じ取れる、深い瞳。

　僕が幼い頃ころに憧あこがれていた、強大な敵に挑いどもうとする主人公ヒーローのような──

　眼鏡の少年はいなくなる。

　僕と、眠ったままのオシリちゃんだけが、残された。







「斎条睦月。やはり最初に感づいたのはあの男だったか。柾まさ木き創そう平へいの裏切りによって生じたわずかな綻びに、喰くらいついたというわけか。天才──斎条睦月。極きわめて優ゆう秀しゆうな異能と、それに傲おごらない怜れい悧りな頭脳。飄ひよう々ひようとした軽けい薄はくな態度を装よそおいながらも、その内には熱い野心を秘ひめている。ふふ。なかなかどうして、かわいい奴やつじゃないか」

　声が──

　どこからともなく、声がした。

「僕に辿り着きたいというのなら、せいぜい頑がん張ばって欲しいものだね。もっとも、今のままじゃ到とう底てい不可能だろうけど。彼では《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》には対応できない。記憶操作や精神操作の形跡は見破れても──世界の形跡を知ることは叶かなわない」

　耳に優しい聞き慣れた声が、辺りの静せい寂じやくを切きり裂いていく。

「せっかくだからしばらくは泳がせておこうかな。自ら進んで運命の輪の内側に飛び込むというのなら、拒こばみはしない。お望み通り、もっともっと物語に絡めてやるとしよう。そろそろ、『駒こま』ばかりじゃなくて『敵』も欲しかったところだしね」

　僕にとっては、子こ守もり唄うたにすらなりそうな、心が安らぐ声だった。

「しかし斎条睦月。きみはわかっているのかい？　好こう奇き心しんは猫を殺すってことをさ。『知りたい』という欲求は、無知に対する恐怖から生まれる。それはただの怯おびえでしかない。要するに、きみはただ臆おく病びようなだけの人間だ」

　けれど、聞き慣れたはずのその声に込められた意味を知ることはできなかった。なにかを話しているのはわかるけど、なにを話しているかはわからない。

　耳には入っても脳には入らない。

　体に届いても、心には届かない。

　そんな特異なしゃべり方ができる人間を、僕はひとりしか知らない。

「本当に強い奴ってのは──恐おそろしい奴ってのは、無知の全てを受け入れることができる奴なんだぜ？」

　ねえ、アキラ。

　そうして彼は現れる。

　いつの間にか僕の目の前に──ついさっきまで斎条くんがいた位置に、座っていた。

　それがまるで、必然であるかのように。

「カイ」

　僕は呼ぶ、彼の名前を。

　篠しの瀬せ戒かい。

　白に近い灰色の髪かみと黒に近い灰色の着流し。

　僕の幼おさな馴な染じみである彼は、例によっていきなり、なんの前まえ触ぶれもなく現れた。

『機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナ』

　物語の終しゆう盤ばんになんの伏線もなく登場する、理り不ふ尽じんで絶対的な神の如く──現れた。

「あれ。今日は驚おどろかないんだね」

　苦くて甘あまい笑顔で言うカイに、僕は憮ぶ然ぜんと返す。

「ちょっとは驚いてるよ。でも、なんとなく──そろそろカイが現れそうな気がしてたから」

「……へえ」するとカイは、にやりと笑った。「そんなことが言えるようになったってことは……なるほどねえ。アキラはアキラで、いろいろと変化があるようだね」

　いつも通り意味があるのかないのかわからないことを言いながら、カイはオシリちゃんに視線を移した。

「ああ、この子は織野さんの妹さんだよ。前に紹しよう介かいしたよね？　訳あって僕が今預かってるんだけど、疲れて寝ちゃったみたい」

　カイは「そう」と静かに頷うなずいて、目を細めた。

　その瞳には懐かい古こと慈じ愛あいの感情が見えた。

　まるで、昔のアルバムを取り出し、幼かった頃の娘むすめを眺めている父親のような。

「見たところ、七歳さいぐらいかな」

「うん。七歳って言ってた」

「七歳と言えば、アキラが変なスーツのお姉さんに出会ったのも、確か七歳だったね」

「ああ、そういえばそうだね」

　僕の人格を形成した、十年前の出来事。

　大切な──大切な思い出。

「これはなんの因果なんだろうね、アキラ。運命の悪戯いたずら──いや、運命の皮肉めいたものを僕は感じるよ」

「そんな大げさな……。ただの偶ぐう然ぜんじゃない？」

「それもそうか」

　軽く言って、カイは優しく微笑んだ。

　斎条くんが子供っぽい笑顔をしているのに対し、カイは大人びた笑顔をしている。星のない夜に浮うかぶ朧おぼろ月づきのような、神秘的な魅み力りよくに溢あふれている。

　ああ、やっぱり心が落ち着くなあ。

　コン部の面々と話すのはすごく楽しいんだけど、やはり相手が女子だから、少しばかり見み栄えや肩かた肘ひじを張ってしまうことがある。その点、同性の幼馴染みであるカイが相手なら、そういう必要はまるでない。

　自然体で接することができる。

　僕はこれ以上ないくらいに、カイには心を許していた。



「ご主人様マスター」



　と。

　不意に女性の声がした。感情の起き伏ふくのない、のっぺりとして平へい坦たんな声。

　そこにいたのは、僕と同い年くらいの女子だった。印象的なのは真っ白い髪。色素という色素が抜ぬけてしまったような、白。

　彼女は早いとも遅おそいとも言えない一定のペースで、こちらに歩み寄って来る。

「こんなところにいたのですか、ご主人様マスター」

　僕らのそばまで来ると、彼女はやはり感情のない声で言った。感情がないのは声だけでなく表情もだった。なにを考えているのか見当もつかない、無感情な無表情である。

　機械みたいだ。失礼かもしれないが、そう思ってしまった。

「どうしたんだい？」

　カイは彼女を見ると、素っ気なく尋ねた。

「頼たのまれ事が全て滞とどこおり無く終しゆう了りよう致いたしましたので、報告に参りました。先日の計画プランの後始末ですが、恐おそれ山ざん付近で起こした霊れい害がいはきちんと沈ちん静せい化かさせました。もちろんご主人様マスターの指示通り、周囲の村々への被ひ害がいは出さずに」

「そう。それはよかった。ご苦労様」

「あれ、カイの知り合いなの？」

　僕が尋ねると、彼は「ああ。ちょっとした知り合いだよ」と頷いた。

「じゃあ、その、マスターって、カイのこと？」

「うん。僕のこと」

「……なんで？」

「趣しゆ味みだよ」

　あっさりと言うカイだった。趣味と言われてしまえば、返す言葉がない。

　いやでも……いろいろと複雑である。

「僕は、カイのことをなんにもわかってなかったんだね……」

「うん。そのセリフはなかなかに核かく心しんを突ついてるんだけど、このシチュエーションで言われると台無しだ」

　もっと先までとっといてくれよ、と意味不明な言葉を付け足して、カイは苦く笑しようした。

　カイの知り合いらしいその人は、ガラス玉みたいに無機質な目で僕を見ていた。

「あなたが──籠島諦ですか」

「あ……はい。僕が籠島さんちの諦くんです。えーと、あなたの名前は？」

「私の──名前？」

　彼女はきょとん、と首を傾かしげた。質問の意図がまるで理解できない、とばかりに。

　どうしたんだろう、僕、なにか気に障さわることでも言ったのかな。

「…………」

　彼女は無言のまま、首を回してカイを窺うかがった。それは指示を待つ仕草にも見え、そして助けを求める仕草にも見えた。

「ああ、名前か……」

　カイは茜あかね空ぞらへと視線を移した。

「僕が『死の世界』だから──そうだね、『黄よ泉み帰り』。読よみ賀が衣え里り、ってところかな。ねえ、読賀衣里さん？」

「はい。私は読賀衣里と申します」

　そう言って彼女──読賀さんは僕に頭を下げた。僕も慌てて頭を下げる。

















「はじめまして。読賀さん」

「籠島諦。あなたの話はご主人様マスターからよく聞いています」

「カイから？」

「はい」

　すると読賀さんは無言になり、僕をじっと見つめた。観察した、と言ってもいいかもしれない。無機質で冷たい瞳に睨ねめつけられて、少し居い心ごこ地ちが悪かった。

「なるほど──見れば見るほど、ご主人様マスターとは対たい照しよう的てきです」

　やがて、読賀さんは言った。

「篠瀬戒と籠島諦──



　全知で万ばん能のうであるが故ゆえに、世界の外側に存在している者。

　無知で無能であるが故に、世界の中心に存在している者。



　檻おりに囚とらわれた神か子ご。

　檻を囲い込む加か護ご。



　死の瀬せに臨のぞむ解かい。

　籠かごの死を待つ明あきら。



　──戒いましめる者と諦あきらめる者。籠島諦、あなたの存在が──」

「しゃべり過ぎだぜ、読賀さん」

　ぴしゃり、とカイが言った。静かな声だったのに、妙みような迫はく力りよくがあった。読賀さんは「失礼しました」と、深々と頭を下げる。

「ですがご主人様マスター。最後にひとつだけ確かく認にんさせてください。この男が籠島諦ならば──その横で寝ている少女が……」

「そうだよ。きみの考えている通りで間ま違ちがいない」

「……これが『檻の死澱』」

　低い声で呟き、オシリちゃんに冷れい淡たんな視線を向ける。

「織野さんのことも知ってるの？　でも、この子は織野栞さんじゃないよ。この子は妹のオシリちゃん」

　僕はそう説明したが、読賀さんは完全に無視して、オシリちゃんを凝視していた。瞬まばたき一つせずに睨にらみつけている。

　僕は──怖くなった。

　さっきまでずっと感情を見せずにいた彼女から、わずかに感情が漏れ出しているように見えたから。しかもそれは、黒くて暗い、ドロドロとしたものに見えたから。

　どうしてそんな目で、オシリちゃんを見るのだろう。

「あ──」

　二人の顔を交こう互ごに見比べて、僕はあることに気づいた。

　読賀さんって、織野さんにそっくりだ。

　雰囲気がまるで違ちがうから今までわからなかったけど、見れば見るほど似ている。いや、似てるなんてものじゃない。

　同じだ。

　同じ顔立ち、同じ背格好、同じ声。

　でも、僕はどうしてか、読賀さんを織野さんの双ふた子ごや姉妹、あるいは親しん戚せきだとは思えなかった。絶対に赤の他人であり、似ているのは他人の空似だと思った。

　だって──あまりにも似ていないから。

　うまく表現できない曖昧な部分、それこそ雰囲気や空気、もしくは魂たましいとしか言いようがない部分で、読賀さんは織野さんと根本的に違っていた。

「やれやれ。栗栖と斎条のせいで、せっかくの感動のご対面が台無しだ。片方が熟じゆく睡すい中ちゆうで、しかも幼児化しているなんて、いまいち格好がつかないね」

　カイは苦笑気味に言って、ベンチから立ち上がった。

「そろそろ帰ろうか。読賀さん」

「はい」

　カイが声をかけると、読賀さんは元の人形みたいな無表情に戻った。

　そして従順なペットのように、あるいはよくできたロボットのように、すぐにカイのそばに寄った。

「じゃあアキラ。僕らは、これから二人で買い物でもして帰るから」

「うん。わかった」

「またね」

「バイバイ」

　別れを済ませて、カイは歩いて行った。読賀さんもその三歩後ろを黙だまってついて行く。たとえるなら、夫を立てるよくできた嫁よめである。そんなことを考えながら、二人の後ろ姿を眺ながめていると、

「ああ、そうそう」

　と、カイが振り返った。

「これはきみとはなにも関係のない人物の話なんだけど──」

　そんな風に前置きして、彼は言う。

「そいつは幼少期にとある人物と出会い、その人の言葉を今も盲もう目もく的てきに信じ続けている。十年以上、ずっとだ。その人のことはうろ覚えでありながら、しかしその人の言葉だけは心に深く刻み込まれている。呪のろいとでも言うべき、精神的な縛ばく鎖ぐさりが今でもそいつの心を支配し続けている。まあ、ある種の精神的外傷トラウマと考えればわからなくもない。動物でいうところの刷り込みのような現象が起きているんだろう」

　でもねアキラ、とカイは言う。

「いくらなんでも限度ってものがあるだろ」

　そして、苦く甘く──笑った。

「たったそれだけのことで──子供の頃にその人に頼まれたからって、それだけでなんにも気づかない鈍どん感かんな男になるだなんて、いくらなんでも都合がよすぎると思わないかい？」

「……？」

　いったい、なんの話をしているんだろう。誰の話をしているんだろう。最初に、僕には関係ないと言っていたから、僕の話じゃないことだけは確かだけれど。

　僕は、カイの言いたいことがさっぱりわからなかった。

　彼の言葉に込められた意図が──

　わからなかったし──気づかなかった。

「いつの日か全すべての真実に気づいたとき、きみは果たしてきみのままでいられるのか。僕はそれが、少しだけ楽しみた。檻と籠が織り成す物語は、果たしていかなる終焉エンデイングを迎むかえるのか──」

　空が暗くなってきた。

　沈みゆく夕日の最後の残照が、世界を赤く染め上げる。

　しかし、白と黒がはっきりしない彼の周りだけ、世界はモノクロームに見えた。

　僕が言葉を失っていると、読賀さんが小さく零こぼした。

「……しゃべり過ぎなのは、ご主人様マスターも同じなのでは」

「はは。そうかもしれないね。まいったなあ。アキラが相手だと、どうにも調子が狂くるってしまう」

　そんな風に楽しげに会話を交かわしながら。

　カイと読賀さんは。

　篠瀬戒と読賀衣里は。

　夕ゆう闇やみに融とけ込こむように、消えていった。





　オシリちゃんが目を覚ましたのは、僕が彼女をおんぶして、自分の家に向かっているときだった。

　日はすっかり暮れていた。点々と夜道を照らす街灯を頼たよりに、オシリちゃんのお尻しりちゃんをしっかりと両手で支えながら歩いていたとき。

「ん……」

　背中から、かわいらしい声がした。首元に息がかかり、少しくすぐったい。

「あ、起きた？」

「え……ええっ！　わ、私、なんでこんな、こと」

「オシリちゃん、疲れて寝ちゃったんだよ」

　ぐっすりと寝ていたから、そのままおぶって来たのだ。

「……ああ、そっか、また斎条くんのあれか。油断してたわ……。あ、あのっ。もうぱっちり起きたので下ろしてください！」

「んー。いいよ。僕の家まであとちょっとだし、おんぶしてあげる」

「で、でも……重くない、ですか？」

「全然。オシリちゃんは軽いから平気だよ。まあ、きみのお姉ちゃんだったら、あまり長時間おんぶするのは体重的にちょっと、いやかなり厳しいかもしれ──ぐえ」

　腕うでを巻きつけられて、首を絞しめられた。お姉ちゃんを馬ば鹿かにされて怒おこったのだろうか。姉思いな妹である。

「え、えと。それじゃあ、お言葉に甘えて」

「うん。……ただ、肩のところのヨダレを拭ふいてくれると、ありがたいんだけど」

「～～～～っ！」

　ごしごしと、肩の部分が強くこすられた。僕のシャツで拭いてるっぽかったけど、まあ後で洗うから別にいいや。

「ご、ごめんなさいごめんなさいっ！」

「いいよ。気にしないで」

「うぅ……」

　消え入りそうな声で呻うめいてから、オシリちゃんは僕にぐったりと体重を預けた。そのおかげで少し軽くなる。実際に体重が変わるわけじゃないけど、人間をおぶる場合、そうやってしっかりと抱きついてくれた方が楽なのだ。

「……籠島さん、背中、大きいですね」

　ぽつり、と。

　オシリちゃんが言った。

「……思ってより、ずっと大きい。肩かた幅はばもあって、がっちりしてる……。私──じゃなくて、お姉ちゃんよりも断然広い」

「そりゃ、僕は男だからね」

　我ながら華きや奢しやだとは思うけれど、それでも織野さんよりは体格がいいはずだ。

　ただまあ、喧嘩とか、腕わん力りよくとか、戦闘力とか、そういう方面ではまるで織野さんに敵かなう気がしないんだけど。ていうか、神楽かぐら井い先せん輩ぱいにも桔き梗きよう院いんさんにも、そしてなぜか栗栖ちゃんにも勝てる気がしないんだけど。

「僕は大した力もなくて、なんにもできない奴だと自分で思うけどさ……」

　僕の背中は、きっとこの世界の全てを背せ負おうほど大きくはできてなくて。

　僕の両りよう肩かたは、きっとこの世界の命運を掛かけられるほどには強くなくって。

　でも、それでも──

「僕は男だから、女の子をおんぶできるくらいには強くありたいと思ってるよ」

　僕は自じ虐ぎやくするように、そして自じ慢まんするように、そう言った。

　僕の背負い込むことができるのは、せいぜいそのくらいだろう。

「…………」

　ぎゅっ、と。

　小さな腕が、僕に強く絡からまった。

「今日は、遊んでくれてありがとうございました。すごく楽しかったです」

　オシリちゃんは噛かみ締しめるように言った。

「え、本当に？」

　思わず聞き返した。僕が自分勝手に遊んだせいで、オシリちゃんはずっと微び妙みような表情をしてた気がするんだけど。

「はい。籠島さんが、子供の頃にどういうことして遊んでいたのかがわかって、面おも白しろかったです」

　それに、とオシリちゃんは声のトーンを落として言う。

「……私、普ふ通つうの遊びってしたことがなかったから、新しん鮮せんで、楽しかった……です。同年代の子供と遊んだりとか、なかったから……」

「そう。だったらよかった」

　僕は、なにかしらの事情がありそうだと感じて、あえて追つい及きゆうしなかった。

「お医者さんごっこは」

「あれはなかったことにしよう、オシリちゃん」

「はい。もう忘れました」

　阿あ吽うんの呼吸で秘密同盟が結ばれた。

　謎なぞの一体感である。

「あの、それで……」

　一呼吸置いて、背中のオシリちゃんは意を決したように切り出した。

「斎条く──いや、斎条さんは、なにか言ってましたか？」

「ん？　ああ、斎条くんね」

　僕は彼との会話を回想する。

　あの少年はずっと意味深に笑っていた。しかし言ってることが意味不明だったし、それにその後、読賀衣里登場というけっこうインパクトの大きいイベントがあったので、ぶっちゃけもうあまり覚えてなかった。

「なんだったかな……確か──織野さんの力が強くなってる──とか、そんなこと言ってたと思う」

　かろうじて覚えていたことを告げると、背中の幼女は押し黙った。

「僕には意味がわからなかったんだけど、オシリちゃんはどういう意味かわかる？」

「……いいえ。わかりません」

　首筋に数回髪が触ふれた。きっと首を横に振ったのだろう。

「ただ、お姉ちゃんが言ってました。最近、力が強くなってるって──ううん」

　オシリちゃんは。

　まるで自分のことのように。

　織野さんのことを語り始めた。

「力が強くなってるというよりは、力が異なるものになり始めている──昇しよう華かし始めている。そういう感覚が、自分の中にある……」

　オシリちゃんは言う。

「だから、少し怖い……。お姉ちゃんは、そう言ってました。自分が何者なのかわからなくて、そして何者になるのかわからないって……」

　僕は黙って話を聞いていた。

　なにを言ったらいいか、わからなかったから。

「……籠島さん」

　オシリちゃんはわずかに震ふるえていた。肩や背中から、その細かい震えが伝わってくる。

「籠島さんは、お姉ちゃんが何者でも友達でいてくれますか？　織野栞が織野栞じゃなくなっても、変わらず接してくれますか？」

　それは、真しん剣けんな問いだったように思う。だから僕は真剣に考えた。

　わからないなりに、一いつ生しよう懸けん命めい考えた。

　もしも僕が漫画やアニメのかっこいい主人公だったら、ここは迷わず「うん」と、強く頷くのだろう。それが一番、正しくて美しいことなのだろう。

　しかし、僕は主人公じゃない。

　だから、正しくなくとも美しくなくとも──正直で誠実でいよう。

「それは、わからないよ」

「…………」

「織野さんが織野さんじゃなくなったら、そのときはどうなるかわからない。嫌きらいになるかもしれないし、友達を止やめたくなるかもしれない」

　肩から伸びている細い手が、僕のシャツを強く握にぎりしめた。その震える手に、そっと自分の手を添そえて、「でも」と僕は言う。

「織野さんが織野さんのままだったら──織野さんの中の一番大事な部分が、なにも変わらずにそのままだったなら、僕はずっと織野さんと一いつ緒しよにいたいと思う」

　たとえ彼女が何者であったとしても。

　彼女が彼女であったなら。

「……ありがとう」

　まるで織野さんのような口調で、オシリちゃんはそう言った。

「籠島さんは、お姉ちゃんが言ってた通りの人でした」

「え？　お姉ちゃん、僕のことなにか言ってたの？」



「なんにもわからない男だけど──本当に大事なことだけはわかっている」



　お姉ちゃんはそう言ってました。とオシリちゃん。

　それは、僕にとって最大級の賛辞だった。

　僕が、最も誰かに言って欲ほしい言葉だった。

「いや……あはは。なんか照れちゃうな……」

　急に恥ずかしくなり、照れ笑いを浮かべてしまう。

「うん……オシリちゃんからの又また聞ぎきでよかったよ。もしも織野さんから直接今の言葉を聞いてたら、あまりの嬉しさにその場で抱きしめてチューしてたかもしれない」

「え、ええ!?　そ、それなら、元に戻ったらすぐに──」

「まあでも、これで耐たい性せいができたら、もう大だい丈じよう夫ぶかな」

「…………」

　オシリちゃんは急に黙った。僕の後頭部に深ぁい溜ため息いきがかかる。

「あ、あ、あの……そそ、そそれなら、籠島さん」

　しばらくして、オシリちゃんは凄すさまじくカミカミに言った。とてつもなく緊きん張ちようしているようだった。

「お、お姉ちゃんのこと、どう思ってますか？」

「え？　どう思ってるって、どういう意味？」

「いや、だから、その……好きとか嫌い、とか……」

「うん？　織野さんのことは好きだよ。もう大好き。神楽井先輩とか栗栖ちゃんとか桔梗院さんと同じくらい大好き」

「……う、うぅ～～」

　オシリちゃんは不満気に唸うなり、体をじたばたさせた。急に子供っぽいことやり始めたぞ、この子。

「そうじゃなくて、そうじゃなくって……」

　すー、はー、と深呼吸をして、「よし！」と、オシリちゃんは強く言う。



「籠島諦は、織野栞のことを異性としてどう思ってますか？」



　異性として。

　僕は少し面めん食くらってしまった。まさか、オシリちゃんからそんなことを言われるとは思っていなかった。異性として。それはつまり、友達として好きとか、仲間として好きとか、そういうことではなく、いわゆる男女の関係について尋ねているのだろう。

　やれやれ。最近の小学生はマセてるな、なんて思いながらも、あまり適当な返事はしたくなかったので、真面目に考える。

　織野さんとの関係について。

「……ん？」

　考えようとして──違い和わ感かん。

　二つの違和感が僕を襲おそった。

　一つ目は背中の感かん触しよく。先ほどまでにはなかった、ふたつの柔やわらかい感触があった。なんだかとても柔らかい、幸せな感触だ。そういえば少し前に神楽井先輩をおぶったときにも似たような感触があった気がするけど、そのときよりもはるかに大きくて柔らかかった。そういえばオシリちゃんって、まだ小学生だからきっとブラしてないよね。全然関係ない話だけれども。

　二つ目は重さ。オシリちゃんがさっきよりも重くなった気がする。いや、気がするでは済ませられないレベルだ。確実に一・五倍は重くなってる。オシリちゃんのお尻ちゃんを支える両手にかかる負ふ荷かが明らかに増していた。ていうか、オシリちゃんのお尻ちゃんが明らかに大きくなっていた。

「籠島さん？」

　そんな僕の疑問を感じ取ったのか、オシリちゃんが肩かた越ごしに顔を出して来た。僕は首を回して──愕がく然ぜんとした。

　オシリちゃんがオシリちゃんじゃなかった。

　オシリちゃんが──織野さんになっていた。

「成長期っ!?」

　とりあえず言ってみたものの、さすがにそれはないか。おんぶお化けという可能性もないし、となると……。

「え？　成長期？　どういう意味ですか？」

「な、な……」

　僕は、震える唇くちびるでなんとか言葉を紡つむぎ出だす。

「なにしてんの……織野さん？」

「…………え？」

　織野さんは僕におんぶされたまま、わたわたと体のあちこちを触さわった。

　数秒、痛々しい沈ちん黙もくがあって。

「……え、えええええ!?　なんでこのタイミングで!?」

　驚愕の叫さけびを上げる織野さん。でも、驚いているのは僕の方だ。

「なんでいきなり僕におぶさってるの!?　そしてオシリちゃんはいったいどこに？」

「それは……と、とにかく、恥ずかしいから下ろしてっ！」

　織野さんは、僕を弾はじくようにして背中から下りた。

　後ろを振り返って、僕はまたもや、頭が混乱した。なんでだ。なんでこんなに衝しよう撃げきの展開が連続するんだ。

「その格好……」

　織野さんはなぜかオシリちゃんと似たような格好をしていたのだ。あの子が学校からの帰り道に買った千円のワンピースにそっくりな服である。

　僕は困こん惑わくしながらも、必死に頭を働かせる。

　えーっと、確か織野さんは風に飛ばされたオシリちゃんの服を追いかけて、全ぜん裸らで飛び出して行ったんだよな。つまり、途と中ちゆうで寒くなって服を買ったということか。やはり姉妹だけあって、服の好みが似ているらしい。

　……困惑しているせいでかなりおかしい推測になっている気がするけど、まあ細かいことは一いつ旦たん置いといて、一番の問題について考えよう。

　一番の問題は。

　妹とお揃そろいのワンピースが、見るからにサイズが合ってないということだ。

「お、織野さん……」

　僕は友達として、親切心からの指し摘てきをする。気づいてないといけないからね。

「パッツンパッツンだよ」

　特に胸。ワンピースの胸の部分が今にもはち切れそうである。全体的にキツキツで、体にぴったりと張り付いていた。

　こういうの、ボディコンって言うんだっけ。

「……知ってる」

　知ってるらしかった。僕はさらに指摘を続ける。

















「あと、すそのところがもう少しでワカメちゃんだよ」

　かなり際きわどいミニになっている。足を少しでも開けばそれだけで全てが丸見えになってしまいそうだ。

「……知ってる」

　織野さんは真っ赤な顔で俯うつむき、プルプルと震えていた。

　どうやら指摘するまでもなく、自覚していたらしい。もしかしてそういう着こなしなのだろうか。だとしたら大変だ。織野さんはもっと清せい楚そな格好の方が似合うのに。

　あー、そっか。

　きっと、オシャレ頑張っちゃったんだなあ……。

　普ふ段だん真面目まじめな子が急に張り切ると、こういう残念な結果になるんだろうなあ。

「あの……織野さん。そういう、少しばかり恥じらいに欠けたようなファッションは、やっぱり止めた方がいいんじゃないかな。織野さんはもっと大和やまと撫子なでしこ的なのが──」

　瞬っ。

　いつの間にかゼロ距きよ離りの位置に織野さんがいた。僕には残像すら見えなかった。

　あれ、でも今、ワンピースのすそから見えちゃいけないものが見えたような──とか思っている内に。

　ゴリっ、とされた。

　具体的にどこがどう、とかはまるでわからなかったが、人体の急所、おそらく経けい絡らく秘ひ孔こう的なところを、ゴリっ、とされた。

　そこで意識は途と切ぎれる。

　次に目を開けたのは、なぜか自分の部屋のベッドの上だった。

「……夢オチ？」





　後日談、のようなもの。

　一晩経たっても、夢オチに対する懸け念ねんは消えなかった。

　もしかしたら、全てが夢だったのかもしれない。

　本当は、織野さんには妹はいなくて、オシリちゃんは僕の深層心理に眠る潜せん在ざい的てきな欲求が産み出した架か空くうの存在だったのではないだろうか。

　幼女と一緒に遊びたいとか、幼女にいじめられたいとか、僕のそういうロリコンな欲求によって産み出された、妄もう想そうの産物だったのではないだろうか。

　考えれば考えるほど泣きたくなった……。

「……手て塚づか治虫おさむ先生に怒おこられてしまう」

　翌日の早朝。

　我ながらちょっと見けん当とう違ちがいな心配をしながら（夢オチは漫画の神様、手塚治虫先生によって禁じられているらしい。まあ、いろいろと諸説はあるらしいけど）、僕は重たい足取りで登校した。

　しかし夢オチへの懸念は、すぐに綺麗さっぱりなくなった。

　オシリちゃんが実在の人物だとわかったのである。

　いつも通りに登校した僕は、すぐさま職員室へと連行された。

　わけがわからないまま、険しい顔をした先生方にぐるりと囲まれる。その中のひとり、生徒指導の先生が、厳しい口調で事情を説明してくれた。

　昨夜、近きん隣りんの住民から安達太良高校に電話があったらしい。

　その内容は、

『安達太良高校の男子生徒が、七歳ぐらいの女子児童を連れ回しながら、「お尻ちゃん、お尻ちゃん」などと卑ひ猥わいな単語を連呼していた』

　ということだった。

　……夢オチだったらよかったのにと思いました。










　　　エピローグ





「全員揃そろうのって、なんだか久しぶりだね」

　放課後のコン部の部室にて、僕は周りを見み渡わたしながら呟つぶやいた。

　今日は全員──栗くり栖すちゃん、桔き梗きよう院いんさん、神楽かぐら井い先輩、織おり野のさん──が、揃っていて、みんなでまったりとお茶を飲んでいた。

「そうですねえ。最近、ちょっと忙いそがしかったですから。なかなかみなさんとタイミングが合いませんでした」

「別に来る来ないはこっちの自由でしょ？　つーか、そういう条件であたしは入部したわけだし」

「そんなことを言いつつも、桔梗院は割と来てるよな」

「ん……ま、なんだかんだ言って便利で快適だからね。好きなだけ荷物置けるし、それにいつの間にか冷蔵庫まであるし」

「……いや、お前、そこは『べ、別に、あんた達に会いたくて来てるんじゃないんだから！』とか言っておけばいいのに」

「……はいはい」

「栗栖ちゃん。お茶のおかわり、いる？」

「あ、もらいます。ありがとうございます、織野先せん輩ぱい」

　こんな風に、益やく体たいもない会話を繰くり返かえす。

　退たい屈くつで平へい凡ぼんで、世界が平和だと実感できる──僕の大好きな瞬しゆん間かんだ。

　ずず、とお茶をすすりながら感かん慨がい深ぶかい気持ちになっていると、神楽井先輩が「そういえば」と話を振ふって来た。

「籠かご島しまだけはやたらとここに来ていたな」

「そうですね。ほとんど毎日来てたと思いますよ」

「暇ひま人じんだからでしょ」と桔梗院さん。

「うん。まあ、暇ひまだから勉強しに来てたんだよ」

「勉強？　ああ、そういえば、こないだガク太たと入いれ替かわった──という体で腹話術をしていたときも、お前はずっと勉強してたな」

「そういえば、あたしが部室にいたときも、あんたは勉強しに来たんだったわね」

　神楽井先輩と桔梗院さんが、不思議そうに言った。

「なんだ籠島、急に真面目まじめくんになっちゃったのか？」

「いや、別にそういうわけじゃないですけど」

「じゃあ、なんだ？」

　神楽井先輩の問いに、僕は平然と答える。



「だって、明日から定期テストが始まるから」



「「「「……………」」」」

　四人の視線が僕に集中した。みんな、ぽかん、と口を半開きにしている。数秒の沈黙があった後、我らが部長が口を開いた。

「か、か、籠島。それは……本当か？」

「はい」

　事実なので、またもや平然と答えた。

「一応、テスト前は部活動禁止なんですけど、顧こ問もんの先生に掛けあって、特別に部室を開放してもらってたんですよ。勉強会が目的と伝えたら、快くＯＫしてくれました」

「…………」

　すると、再び静寂が室内に満ちた。

　しかし、しばらくして、



「「「「忘れてた──っ！」」」」



　と、みんなが声を揃えて叫んだ。

「どうして黙ってたのよあんた!?」

「え？　いや、みんな知ってると思ってたし、わざわざ言うまでもないかなと思って。それにほら、あんまりテストテスト話すと、気が滅め入いっちゃうから」

「……変なところで気を遣つかうな。……どうしよ、やっとこっちの学校の範はん囲いに追い付いたところなのに……」

　頭を抱かかえる桔梗院さん。その横では、栗栖ちゃんが織野さんに縋すがっていた。

「織野先輩！　また勉強教えてください！」

「……待って栗栖ちゃん。今回はそんな余よ裕ゆうないかも……私まだ、全然自分のことが終わってない……」

　そして織野さんは僕の方を向く。

「籠島くんは、ちゃんと勉強したの？」

「うん。今回はバッチリやったね。いつもより自信があるよ。でも、織野さんはそんな焦あせらなくっても大だい丈じよう夫ぶじゃないの？」

「そうだけど、まだテスト範囲も知らないから……。それに、籠島くんは今回自信があるのよね？」

「うん」

「じゃあ焦るわよ」

「なんで？」

「籠島くんに勉強で負けるのは、なんか嫌いやなの！」

　変なプライドがあるらしかった。

　わーきゃーと部室が大おお騒さわぎになる中、一人口を閉ざしていた人物が、いきなり立ち上がった。その人物とは、おそらく今最も焦っているだろう、コン部で一番のお馬鹿さんである。

「……第一回、コン部の活動を発表する」

　神楽井先輩は、無む駄だに高らかに宣言した。

「これから籠島の家で、徹てつ夜やで勉強会だ！」





　僕の家が勉強会の場所になったのは、単純に僕の家が学校から近いからだろう。

　まあそういうわけで、女子を四人も家に招くことになってしまった。もしかすると、狂きよう喜き乱らん舞ぶすべき事態なのかもしれないけれど、みんな切せつ羽ぱ詰つまっているので、喜びや感動を噛み締める余裕はなかった。

「うーん」

　キッチンにて、僕は首を捻ひねった。

　五人で過ごすには僕の部屋はいささか狭せまいので、勉強会はリビングで開かれた。いつもの勉強会とは違い、みんな余裕がないので、教え合っているというよりは、各おの々おの勝手に頑張ってる感じ。わからないことがあったときだけわかる人に尋ねるというスタンスだ。

　僕は比ひ較かく的てき余よ裕ゆうがある、というか、ぶっちゃけもうやることないくらいなので、みんなをアシストする側に回っていた。

　数時間、みっちりと勉強し、今は小休止中。

　みんながぐったりと休んでいる中、僕はこっそりとキッチンへと向かったのだ。

　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているみんなのために、夜食を作るためである。

「うーん」

　僕はさらに首を捻った。

「どうして鍋なべの中が空っぽになったんだろう？」

　世にも奇き妙みような現象が起こっていた。

　軽くつまめておいしくて疲つかれが取れるなにかを作ろうとして、鍋に適当にいろいろとぶち込んで、それから隠かくし味あじにあれやこれやとぶち込んで、そしてついでにあんなものやこんなものまでぶち込んで、強火でぐつぐつ煮に込こんだ。

　そろそろできたかなあ、と思って蓋ふたを開けたら──空っぽだったのだ。

　料理が完全に消えてしまった。

　しかも鍋がなぜか使う前よりも綺き麗れいになっている。

　途中、ズゴンっ！　って音がしたとき、なにかがあったのだろうか。

「『チーズはどこへ消えた？』の作者さんも、こんな気持ちだったのかな？」

　だとすれば、僕もベストセラー作家になれるかもしれない。そうか、いきなり料理が消失すると、こういうなんとも言えない気分になるのか……。

「まあ、いっか」

　僕はすっぱりと気持ちを切り替えて、ティーバッグで紅茶を淹いれることにした。最近、織野さんにおいしい淹れ方教えてもらったので（箱の裏の説明をきちんと読むといいらしい。目からウロコの裏うら技わざである）、その通りにする。

　人数分のカップをトレイに載せ、リビングに戻もどる。

「よかったら飲み物でも……って」

　慌あわてて言葉を止めた。目の前に広がる光景を眺めながら、軽くため息を吐つく。

　四人とも、ぐっすりと寝ねていた。

　栗栖ちゃんも、桔梗院さんも、神楽井先輩も、織野さんも。

　テーブルに寄りかかりながら、静かに寝ね息いきを立てていた。

「……寝ちゃったのか」

　自然と、笑えみが零れた。

　気持ちよさそうに眠ねむっている四人の寝ね顔がおを見ていると、それだけで心が安らいだ。

　みんな、疲れていたのだろう。

　最近、各々の事情で、いろいろと大変そうだった。それらにある程度の片がついて、今、ちょっと気が緩ゆるんだのだろう。

　僕の知らないところで、みんな頑張っていたらしい。

「…………」

　僕は紅茶をキッチンに置いた後、二階から人数分の毛布を取ってきた。

　起こしてあげようかとも思ったけれど、四つのかわいらしい寝顔を前にして、そんな無ぶ粋すいなことはできなかった。

　疲れて寝てしまった彼かの女じよ達たちに、僕はそっと毛布を掛けてあげた。

　そして僕は、こう言うのだった。

「お疲れ様」





　……え、テスト？

　そんなの、寝ね坊ぼうしてすっぽかして五人仲良く追試になったに決まってるじゃないか。










　　　あとがき





　言うなれば今回は、語られないはずの舞台裏だけをまとめた短たん篇ぺん集です。

　戦う主人公がラスボスと命がけのバトルを繰くり広げているときでも、主人公の正体を知らないサブキャラ達は、普通に楽しく日常生活とか送ってるんだろうなあ、という気持ちで書きました。

　この巻では、ヒロインズはそれぞれ別の敵てきと戦っています。ヒロイン一人一人が、それだけで一冊小説が書けてしまいそうな壮そう大だいな戦いを経験したわけですが、それらのお話は残念ながら尺しやくの都合上カットしました。

　いやー、残念だなー（笑）。

　つまり、ヒロインズが命がけのバトルでちょっと疲れたから、主人公との日常パートで休憩しよう、と思ってたら余計に疲つかれたわ！　ていうお話ですね。

　そんなこんなでお久しぶりの望のぞみ公こう太たです。

　今回はだいぶ筆が走ったというか、筆が暴走したというか、とにかく楽しく書くことができました。一巻から名前だけ出てた某ぼうキャラも、ようやく出すことができて満足です。

　では、以下謝しや辞じを。

　担当様。いつもお世話になってます。これからも、放っとくと変なことをやりたがる僕をきちんと導みちびいてくださるよう、お願いします。

　タカツキイチ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。メンズもヒロインズもみんなみんなお気に入りです。

　そして三巻まで付き合ってくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。できたらこれからもよろしくお願いします。

　最後に次回予告。

　今回だいぶギャグ寄りになってしまったので、次回は少しばかりシリアスにします。具体的には某ヒロインが主人公と一緒にお風呂に入ったり。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。

望公太　　
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